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　月曜日、というものは、日本人のほとんどがあまり好きではないのかもしれない。

　休み明けである月曜日、通勤通学をしていて、仕事や学校が苦痛な人は、「めんどくせえ……」と思いながら目を覚まし、重い身体を起こす。

　日曜日の夜がずっと続いて欲しいから、夜更かしする人もいるだろう。

　俺も昔はそんなことをして、余計に翌日の体調が悪くなり、学校やバイトがキツくなったこともあった。

　そんな俺だが最近は「土日よ早く終われ！」と思うくらいになってしまったのだ。

　自分でもこれほど変わるとは思っていなかったが、まあ理由はとても明白だ。

　月曜日の朝、いつもなら「また一週間が始まってしまう」と思っていたが……。

「ふむ、とても清々しい朝だ！」

　寝起きもとてもよく、部屋の窓をバッと開けて太陽光を浴びる。

　なんとも健康的な朝だ。

　部屋を出てリビングに行くと、すでに凛り恵えが起きて朝ご飯を作っていた。

「んっ……おはよう、お兄ちゃん」

「おはよう、凛恵」

　凛恵はまだ眠いのか、目が開き切ってない状態で朝ご飯を作っている。

　見てて少し危なっかしいが、これが凛恵のいつも通りなのだろう。

「凛恵、朝ご飯一緒に作るか」

「……えっ？　お兄ちゃん、料理出来るの？」

「ん？　あー、まあ軽くならな」

　前の世界ではカフェでバイトをしていたから、簡単な料理なら出来る。

　さすがに毎日朝昼晩作ってくれている凛恵には負けるが。

　凛恵の隣に立ち、野菜を切ってサラダを作る。

「……なんか、本当に手慣れてるね。いつから出来るようになったの？」

「ふっ、俺はなんでもこなす天才だからな」

「……バカじゃないの」

　朝から妹に罵ば声せいを食らってしまった。まあクスッと笑った顔が可愛いからいいか。

　そのまま二人で朝ご飯を作り、一緒に食べる。

　というか俺達の親は、めちゃくちゃ朝早く家を出てるんだな。

　学校に余裕で行ける時間に起きても、もうすでに仕事に行っているのか。

　そんなことを考えながら凛恵と一緒に作った朝ご飯を食べ終わり、それぞれ部屋に戻り学校へ行く準備をする。

「よし、行くか、凛恵」

「うん」

　制服に着替えた俺達は一緒に家を出て、俺が自転車に乗りその後ろに凛恵が乗る。

「忘れ物はないか？」

「うん、大丈夫。お兄ちゃんこそ、お弁当持った？」

「ああ、持ったぞ。凛恵が作ってくれた弁当を忘れるわけないだろ」

「……んっ、なら大丈夫」

　一瞬だけ返事が遅れたようだが、何か気にすることがあっただろうか。

「じゃあ出発するぞ」

「ん、よろしく」

　この世界ではおそらく許されているであろう二人乗りをして、ペダルを漕こいだ。




　いつもだったら学校に近づくにつれて「今日もめんどくさいなぁ、あの授業があるし」とかネガティブなことを考えていた。

　ぶっちゃけ今も少し考えているが。俺は文系なので、数学とか物理が苦手なのだ。

　月曜日はその苦手な教科がどちらもあるので、最悪だ。

　だけどそれでも、もう俺が今後「月曜日よ、来るな！　どっか行け！」と思うことは、二度とないかもしれない。

　その理由はもちろん……あの子だ。

「聖せいちゃん！」

　俺は目の前に見えた女の子の名前を、自転車を漕ぎながら呼んだ。

　スマホを見ていた彼女は名前を呼ばれてビクッと一瞬だけしてから、こちらを見てきた。

　銀色の短い髪が、風に揺られて太陽の光を反射しながら美しくなびいている。

　ぱっちりとしたつり上がった目が、俺のことを貫いてきてドキッとした。

　ようやく見慣れた制服姿なのだが、どれだけ見慣れても可愛いという感想が出てこなくなることはないだろう。

「おはよう、久ひさ村むら」

　自転車で近づくと、軽く笑みを浮かべてそう言ってくれた聖ちゃん。

「おはよう、聖ちゃん」

「おはようございます、聖さん」

「ああ、凛恵もおはよう。今日も兄妹きようだい仲がいいようで何よりだ」

「べ、別に、普通ですけど……」

　後ろに座っている凛恵が、自転車を降りながら恥ずかしそうに言う。

「今日も一緒に行くか、凛恵」

「……うん、そうする」

　凛恵は俺と二人で登校する時はいつも、この辺から一人で歩いて、俺が自転車で先に行くことにしていた。

　凛恵もお年頃なので、兄である俺と二人で登校するのを友達にあまり見られたくないのだろう、うん、なんか自分で言ってて悲しくなった。

　だけど俺が聖ちゃんと一緒に学校に行く時は、凛恵も一人で行くのではなく、一緒に登校するようになったのだ。

　朝から聖ちゃんと一緒に、さらには可愛い妹と一緒に登校出来るなんて、最高だな。

「聖さん、お兄ちゃんと二人きりの時間にお邪魔してすみませんね」

「別に構わない。久村の妹の凛恵も、すでに私にとっては大事な女の子だから」

「っ……そ、そうですか……」

「聖ちゃん、ちょっと俺の妹を口説こうとしないでくれないかな？」

「く、口説こうとなんてしていないぞ。ただ事実を言っているだけだ」

　なおさらタチが悪いやつじゃないですか。

　聖ちゃんはもちろん可愛いが、同時にカッコいいも備えているハイブリッド系女子だ。

　原作の情報だが、聖ちゃんは男性から告白されたことはないが、女性から告白されたことは何度もあるらしい。

　そんなに女性に告白されるものなのか、と思っていたけど、凛恵への態度を見ると女性にモテるのがわかる。

　なんか仕草や言動がカッコいいのだ、男よりも女性に対して紳士的というか……上手く説明出来ないが。

　だけどもう聖ちゃんは俺のものだから、男にも女にも渡したくはない。

「とりあえず学校に行こうか」

　俺がそう言って、自転車を降りて押して歩き始める。

　俺の左隣に聖ちゃんが、そしてその左に凛恵が並んで歩く。

　聖ちゃんを俺達兄妹が挟む感じだ。

　俺と聖ちゃんは毎日一緒に登校するわけじゃない。

　毎日一緒に登校していたら、付き合っているとバレてしまうかもしれないからだ。

　だから週に二日、月曜日は一緒に登校するのは確定の日。

　あと一日は、聖ちゃんが一緒に行きたい日に、待ち合わせ場所に来てくれと頼んでいる。

　そうした方があと一日、月曜日以外の日は「聖ちゃん、あの場所にいるかなぁ」と思って登校出来るから、俺としてもとても楽しいのだ。

　今日は月曜日なので、確実にいる日だった。

　だから俺はもう、「月曜日よ、来ないでくれ」と思って土日を過ごすことはないだろう。

　それだけ聖ちゃんと学校に一緒に行くというのが、楽しみなのだ。

「聖ちゃん、数学の宿題やった？」

「土日の課題のやつか？　もちろんだ」

「さすが聖ちゃん」

「その言い方だと、久村はやってないのか？」

「いや、やったよ、一応。全部答え見てやったけど」

「それじゃあ意味がないだろう」

「やらないよりはマシでしょ、ほら、勇ゆう一いちとか絶対にやってこないと思うし」

「底辺と比べてどうするんだ」

「思った以上に酷い言い方するんだね」

　うちの学校、東とう條じよう院いん学院は県内でもトップクラスの進学校だ。

　東條院グループが作った学校が、進学校じゃないわけがない。

　だがこの『おじょじゃま』の主人公である重しげ本もと勇一は、運動神経と顔がいいのに、頭は結構悪い。

　二年生の中で最下位をギリギリ取るか取らないかレベルだ。

　俺は、中の中だ。良くも悪くもない。

　そして聖ちゃんは学年でもトップクラス。

　意外と成績がよくないのが、聖ちゃんの親友である藤ふじ瀬せ詩し帆ほ。

　あの子は俺と同じぐらいか、ちょっと下くらい。

　そして……学年一位を一年生の時から一回も譲ったことがない、東條院歌か織おり。

　あの人はさすがだ、もう本当何でも完かん璧ぺき。苦手なものを探す方が難しい。

　まあそれは聖ちゃんもなんだけど。

「凛恵は宿題やったか？」

「お兄ちゃん、バカにしないで。お兄ちゃんみたいに答えを見るなんてことせずに、ちゃんとやったよ」

「さすが凛恵、いい子だな」

「それが普通でしょ。ねえ、聖さん」

「まあそうだな。私は宿題を答え見てやったことはないな」

　聖ちゃんも凛恵も偉いなぁ。

　ちなみに凛恵も結構頭はいい。聖ちゃんほどじゃないけど、学年の中でもトップクラスだろう。

　自慢の妹、そして自慢の彼女だ。

　……俺ももうちょっと勉強頑張ろう。




　そんなことを三人で話しながら、学校に到着した。

　一年生と二年生で教室の階が違うので、昇降口あたりで凛恵とは別れる。

　そして俺と聖ちゃんは一緒のクラスに入った。

「おはよう、聖ちゃん」

「ああ、おはよう、詩帆」

　教室に入ったらすぐに俺と聖ちゃんは分かれて、聖ちゃんは藤瀬のもとへ、俺は勇一の方へ行くのがいつもだ。

　少し寂しいが、教室でもずっとくっついていたら付き合っているとバレてしまうからな。

　俺としては別にバレても問題ないのだが、やはり聖ちゃんは恥ずかしいようだ。

　だが俺も他の人に聖ちゃんの可愛いところがバレたくないから、言いふらすことはない。

　それに……男の嫉しつ妬とは、怖いからな。

「おはよ、勇一」

「ん？　ああ、司つかさ、おはよ。宿題見せて」

「第一声がそれかよ」

　この作品、『おじょじゃま』の主人公である重本勇一。

　俺が来るまで眠かったのか机に突っ伏す形で寝ていたが、顔を上げて俺の姿を捉とらえた瞬間にそれかよ。

「やっぱりお前は宿題やってねえのか」

「ふっ、俺を誰だと思ってるんだ。俺だぞ？」

「ああ、知ってた。じゃあお前もわかるだろ？　今まで俺がお前に無償で宿題を見したことはあるか？」

「……昼飯奢おごりで」

「俺の可愛い可愛い妹が作ってくれた弁当があるから、いらないな」

「か、缶ジュース一本」

「土日の宿題、結構キツかったからなぁ。缶ジュース一本じゃ足りねえよなぁ」

「くっ……コ、コンビニのスイーツ、二つで」

「ふむ、悪くないだろう」

　俺はカバンから宿題の紙を取り出し、勇一に渡した。

「くっそー、足元見やがって」

「お前がしっかり宿題をやってくれば、こんなことにはならないのだよ」

　コンビニスイーツ、二つか……聖ちゃんと一緒に買いに行こうかな。

　聖ちゃんは甘いものが大好きだから、喜んでくれるだろう。




　そんなこんなで授業が始まり、あっという間に……というほどではないけど、なかなか疲れながらも昼休みに。

　今日は俺の嫌いな数学と物理があったから、昼休みになるまでが長く感じた。

　さて昼休みになったので、いつも通り俺は勇一と一緒に教室の端っこの方で、机と椅子を移動させて五人が固まって座れるようにした。

「重本くん、久村くん、ありがとう」

　机を移動させたところで、藤瀬と聖ちゃんが弁当を持ってやってきた。

「こんくらいおやすいご用だ」

　先週の月曜、つまりちょうど一週間前から、俺達は一緒に昼ご飯を食べるようになった。

　その主な理由が……。

「勇一！　今日もご飯を作ってきたわ！」

　そう言いながらうちのクラスにやってきた美少女、東條院歌織だ。

　勇一のことを狙っている幼おさな馴な染じみの子で、藤瀬とライバル関係にある彼女だ。

　東條院さんが一週間前に、このクラスのど真ん中で、勇一に愛の告白をした。

　それに対抗するように、藤瀬も同じタイミングで告白をしてしまった。

　その日からずっと、昼休みになったらこの五人で机を固めて食べることになったのだ。

　俺としてはいろんな意味で楽しい時間なのだが、おそらくこの時間で一番天国と地獄を味わっているのは、勇一だろう。

「はい、勇一。愛妻弁当よ」

「あ、ありがとうな、歌織」

「ふふっ、ええ、妻なら当然のことよ、夫のお弁当を作るなんてことは」

「いや歌織、俺達別に結婚してるわけじゃないだろ」

「あら、そうだったわね。『まだ』結婚してるわけじゃなかったわ」

「むぅ……！」

　いつも最初に東條院さんから手作りの弁当をもらうのだが、その時にいろんな視線が勇一を襲う。

　まずはすぐ隣にいる藤瀬からの視線。頬を膨らませて睨にらんでいるが、まあこれは可愛らしい嫉妬の視線だ。

　だがクラス中の男から飛んでくる視線は、嫉妬というよりも殺気が込められた視線だ。

　先週の月曜から毎日のことなので、もう周りの男達も慣れたかと思ったのだが、まだ全然殺気を込めた視線を送っていた。

　まあすぐにそれに気づいた東條院さんが、怖い笑みでクラスを見回す。

「あら、何か？」

「いえ！　なんでもありません！」

　一人の男がそう答えて、周りの男達も大きく頷うなずく。

　あの東條院さんに目をつけられるのはめちゃくちゃ怖いから、その反応は正しいだろう。

「久村くん、今、何か私に対しておかしなことを考えた？」

「いえ全く」

「そう、ならいいわ」

　読心術を修めているのかな？

　東條院グループの一人娘は、そんなことも出来るように教育されたのかと思って、めっちゃビックリした。

　まあとにかく、先週の月曜から毎日、勇一は東條院さんのお弁当も食べている。

　自分の弁当も持ってきているので、二つの弁当を食べていることになるが、勇一は大食いファイター並みに食べられるので、余裕なのだろう。

「やっぱり勇一の妻になるなら、料理くらい出来ないとね」

「ま、まあ、料理出来たら、ありがたいな……」

「ふふっ、そうよね」

　東條院さんがほくそ笑むようにしながら、勇一越しに藤瀬を見た。

「ご自分の弁当も作れない人が、勇一の奥さんなんて出来ないわよね」

「うぅ……！　し、重本くん、待っててね！　絶対に作ってみせるから！」

「そ、その、無理しないようにな……？」

「うん、頑張る！」

　藤瀬は勇一に応援されて喜んでいるようだが、勇一は引きつった笑みを浮かべている。

　まだ勇一は藤瀬の料理を食べたことはないが……藤瀬が料理を出来ないということは、結構有名なのだ。

　高校での調理実習の授業で、藤瀬は色々とやらかしていたからなぁ……。

「……はぁ、頑張るのは、私なのだが」

　俺の隣でお弁当を食べている聖ちゃんが、ため息をつきながら俺にしか聞こえない声でそう言った。

　俺も目の前の三人には聞こえないように、聖ちゃんに話しかける。

「先週から、藤瀬と料理の練習はしたの？」

「この土日に一回だけな。結果は……今日、詩帆が重本に弁当を作ってくることを、私は全力で止めたとだけ言っておこう」

「うん、全く成果は出ていないようだね」

　まあ一日でどうにかなるレベルじゃないよなぁ、あれは。

「俺も今度あったら手伝うからね」

「ああ、そうだな。久村にも犠牲……味見役を協力してもらえたら嬉うれしい」

「えっ、今、犠牲って言ったよね？」

「聞き間違いだろう」

　いや、そんなわけないでしょ。

　もしかして俺、藤瀬の料理を食べる味見役として呼ばれるのかな？

　だったら絶対に嫌なんだけど。ここが漫画の世界だとしても、あれを食べて生きていられる自信がない。

「聖ちゃんは、食べたの？　藤瀬の料理」

「……一口だけな」

「……どうだった？」

「恐ろしいことに……覚えていない。食べた直後から記憶が飛び、気づいたらベッドに寝かされていて、詩帆に看病されていた」

「もう毒物じゃん」

　完全に毒を食べた反応でしょ、しかも猛毒。よく死ななかったね。

　藤瀬の看病がすごいのかな？

　いや看病よりも、毒物なんて何も入れてないのに、そこまでの毒に出来る錬金術の力を持った藤瀬がすごいな。

「ごめん、聖ちゃん。俺、協力するって軽く言っちゃったけど……やめてもいいかな？」

「いや、ダメだ。次はお前に犠牲になってもらわないといけないからな」

「もう取り繕わなくなったね、犠牲って言っちゃってるじゃん」

「私がいつの間にか気絶した話を聞いて、味見役が犠牲役じゃないと思わないやつはいないだろう」

「おっしゃる通り」

　誰が聞いても、味見役は犠牲になるとわかる。

「今度も私の家でやろうということになっているのだ」

「えっ……？　聖ちゃんの、家？」

　まさか聖ちゃんの家だとは思わなかった。

　だが考えてみればそりゃそうか。聖ちゃんが料理を教えるのだから、作り慣れている場所で教えた方が効率はいいだろう。

「来てくれるか？」

「行きます」

「ほ、本当か？　さっきの反応を見る限り断られると思っていたが」

「まあ本当は断りたいけど、聖ちゃんの頼みなんて、俺は断れないから」

「っ……そ、そうか。じゃあよろしく頼む」

　聖ちゃんは少し恥ずかしそうにして、俺から視線を外すようにそっぽを向く。

　耳が赤くなっていることは、聖ちゃんに言わないでおこうかな。

「ねぇ、嶋しま田ださん、久村くん」

　いきなり東條院さんが話しかけてきて、俺と聖ちゃんは一緒になってビクッとした。

「っ！　な、なんだ、東條院」

「さっきから二人でイチャイチャしながら話してたけど、何を話していたのかしら？」

「なっ!?　イ、イチャイチャなどしていない！　ただ普通に話していただけだ！」

「あら、そうなのね。てっきり恋人同士のイチャイチャなのかと思ったわ」

「そ、そんなわけないだろ！」

　聖ちゃんが大声で否定するので、クラス中にその声が響く。

　もとからこのグループはクラス中から注目されているが、さらに視線が多くなる。

　いつもはその視線が勇一や東條院さん、藤瀬に注がれるのだが、今回は俺と聖ちゃんだ。

　特に男達の視線が俺に向かってきている……。

「おい、あいつも重本と同じ、裏切り者なのか……？」

「だが嶋田さんは付き合ってないと言っているみたいだぞ？」

「落ち着けお前ら。まず嶋田さんとあんなに仲良く喋しやべれている時点で……裏切り者なのは確定だろう？」

「そうだな、よし、ブラックリストに載せておけ」

　ちょっと待って、なんかめっちゃ怖い会話が聞こえてきた。

　なんだブラックリストって、殺されるのかな？

　おそらく、というか絶対にそこに勇一の名前はあるだろ。

　そんな恐ろしいところに、俺の名前を書かないでほしい。

　いや、実際に俺は聖ちゃんと付き合っているから、なんなら勇一よりもそういうところに名前を書かれるべき人間なのだろうが、やめてほしい。

「へー、そうなのね。イチャイチャしてない、ね」

「な、なんだその言い方は……」

「ふふっ、いいえ、別になんでもないわ」

　何か含みがある言い方をしてニヤつく東條院さん。

　その笑みを見て何か言いたそうに睨んでいる聖ちゃん。

　そういえば東條院さんは、俺達が付き合っていることは知っているのだろうか？

　俺は言ってないし、聖ちゃんも東條院さんに言うほど仲良くはないだろう。

　だけどなんか今の反応を見る限り、すでに察している感じがするけど。

「そういえば今週は、球技大会があるよね」

　東條院さんと聖ちゃんが睨み合っている中、話題を変えるように藤瀬がそう言った。

「あー、そういえばそうだな」

　勇一は弁当を食べながらそう言った。

　東條院さんと聖ちゃんがやり合っているのを見ていたはずなのに、勇一は何も気にしていない様子だ。

　こいつはそういうところも鈍感なので、そこは羨うらやましいと思う。

　藤瀬の言う通り、今週はクラス対抗の球技大会があるのだ。

　二年生に上がってそろそろ一ヶ月、クラス内で仲良くなるためなのか、この学校にはそういうイベントがあるのだ。

「男子は野球だったよね？」

「ああ、女子はバスケだったよな？」

「うん、そうだよ」

「俺もバスケがよかったなぁ」

　勇一はバスケ部のエースなので、バスケだったらおそらく無双出来て、うちのクラスの男子は優勝間違いなしだっただろう。

「重本くん、野球は出来ないの？」

「いや、まあ人並みくらいには出来るけど」

「何が人並みくらいよ、勇一。あなた中学の時に体育の授業で、県内でもトップクラスの投手の子から打席連続でホームラン二本打ってたじゃない」

「えっ！　すごい！」

「あー、そんなこともあったかもな。いや、てかなんで歌織が知ってんだよ。体育の授業は男子と女子別々でやってただろ」

「勇一が知らなかっただけで、結構学校では話題になってたわよ……それに私はその時の映像をちゃんと持ってるから」

「そんな話題になってたのか……ん？　待て、最後なんて言った？」

「なんでもないわよ」

　いや、なんでもないわけがないだろ、今の。

　なんで中学の体育の授業を受けている勇一の映像が残ってるんだよ。

　聞くのが怖いから聞かないけど。

「じゃあ男子は球技大会、重本くんがいるから勝てそうだね」

「女子はどうなんだ？　このクラスにバスケ部の女子はいないみたいだが……」

「うちのクラスは、聖ちゃんがいるからね」

「ん？　なんだ、嶋田はバスケ経験者なのか？」

　勇一が聖ちゃんにそう問いかける。

　そうか、まだ勇一は聖ちゃんの運動神経を知らないのか。

「いや、バスケは体育の授業でしかやったことはない」

「じゃあ運動神経がいいのか？」

「自分で言うのもなんだが、いい方ではあるな」

「聖ちゃん、謙けん遜そんしすぎじゃない？　聖ちゃんも中学の頃、バスケ部のエースと一対一を何回もやって負けたことなかったじゃん」

「えっ、そんなに強いのか!?」

　勇一が目を丸くして声を上げる。

「そんなこともあったかもしれない、詩帆はよく覚えてるな」

「ふふっ、聖ちゃんがすごくカッコよかったからね」

「そ、そうか……」

　真正面から藤瀬に褒められて、少し照れる聖ちゃん、可愛い。

　そうか、球技大会になったら、聖ちゃんのそのカッコいい姿が見られるのか。

　それは最高のイベントだわ。

「あら、嶋田さんもスポーツは得意なのね。私もスポーツは、結構得意よ」

　東條院さんが笑みを浮かべてそう言った。

　そうだ、そういえば原作でも、東條院さんは文武両道だとあった気がする。

　テストは毎回一位なので、勉強が出来るのは確かだが、運動はどうなのだろう。

　原作でもそこまでスポーツをしているシーンは出てこなかった気がする。

「ほう、東條院もバスケは得意なのか？」

「ええ、私も中学の時、バスケ部の人と戦ったけど負けたことはないわね」

　すげえな、さっきから勇一とか聖ちゃんとか、その部活の人に勝ってるのが当たり前みたいな感じで言ってるけど、普通はそんなことないからな。

　バスケの一対一なんて、特に経験者と未経験者の差が激しいスポーツだろ。

「そうか。そういえば東條院だけ、ここのクラスではなかったな？」

「ええ、そうね」

　東條院さんは毎回このクラスに昼休みに来ているだけで、クラスは俺達と違うのだ。

　球技大会はクラス対抗なので、東條院さんは敵チームとなる。

「球技大会が楽しみね」

「ああ、そうだな。どこかのお嬢様の鼻っ柱を折れる日が楽しみだ」

「ふふっ、私は人生において一回も負けたことがないわ。球技大会が終わった時でも、それが変わることは絶対にないわね」

「それはどうか、やらなければわからないだろう」

　……えっ、何この熱い展開。

　まさか球技大会の話題で、この二人がバチバチにやり合うことが確定するとは。

　話題を振った藤瀬も予想していなかったようだが、とても楽しそうに笑っている。

「ふふっ、楽しみだね、重本くん」

「ああ、うちのクラスが男子でも女子でも優勝出来ればいいな」

「勇一、男子は出来るかもしれないけど、女子は無理に決まってるわ。だって私のクラスが優勝するから」

「大層な自信だ。だがまあ、それこそ無理な話だと思うがな」

「ふふっ、どうかしらね」

　……『おじょじゃま』ってスポーツ漫画じゃなかったよね？

　普通のラブコメ漫画だったよね？

　なんか聖ちゃんと東條院さんの間に、火花が散っているように見えるけど。

　だけどすげえ楽しみだ、聖ちゃんのカッコいい姿が見られるからな。
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　その日の放課後、俺は聖せいちゃんと「ムーンバックスコーヒー」に来ていた。

　学校を出る時は一緒にではなく、「ムンバ」で待ち合わせをした。

　一緒に学校を出たら、それこそ俺はもう確定でブラックリストに名前が書き込まれてしまうだろう。

　いや、ブラックリストがよくわからないけど。

　俺はいつも通り普通のアイスコーヒーを頼み、聖ちゃんは何やらまたスイーツみたいな甘い飲み物を買っていた。

　これはもう、れっきとした放課後デートだろう。

　まさか俺が聖ちゃんと放課後デート出来るようになるなんて、前の世界にいた頃は本当に夢にも思わなかった。

　本当に幸せでしかない。

「ん？　どうしたんだ？」

　聖ちゃんが上に載ってるクリームをスプーンストローで掬すくって、小さな口を開けて可愛らしく食べている。

　それを見てるだけでも幸せで悶もだえそうだ。

「昼休みのことを思い出してて。聖ちゃんは相変わらず負けず嫌いだなぁ、って思って」

　本当はただ聖ちゃんの可愛い姿を見てただけなんだけど。

「うっ……あれはその、忘れてくれ……」

「ん？　えっ、何を？」

　なにやら聖ちゃんは気まずそうにそう言ったが、何を忘れるべきなのかがわからない。

「その、東とう條じよう院いんとのやり取りだ。あれは私もその、ムキになったというか……」

「別に気にすることはないんじゃない？　あれは東條院さんから仕掛けてきたんだし」

「まあそうだが……その、引いたか？」

　聖ちゃんは飲み物で口元を少し隠しながら、上目遣いをしながらそう言ってきた。

　一気に俺の心臓がドクンと跳ね上がった。

　狙ってやってないんだろうけど、可愛すぎか。

「引くわけないよ。聖ちゃんのそういうところも可愛いと思ったし、俺は好きだから」

「そ、そうか……なら、いいけど……」

　聖ちゃんは少し恥ずかしそうに、ストローに口をつけて飲み物を飲んだ。

「そういえば、男子は野球のようだが、久ひさ村むらはどうなんだ？　重しげ本もとは得意と言っていたが」

「一応、小学校の頃は野球やってたから、人並み以上には出来ると思うよ。だけど素人しろうとでも勇ゆう一いちには負けると思うけど」

　あいつは本当に意味がわからない。なんで素人が県でもトップクラスの投手から、ホームランを二本打てるのか。

　さすが運動神経抜群の漫画の主人公だよ。

　まあそれを言うなら、聖ちゃんや東條院さんもそうなんだけど。

「東條院さんと戦うことになってたけど、大丈夫？」

「大丈夫、とはなんだ？　まさか、私が負けると思っているということか？」

「えっ、いや、そうじゃないけど……」

　勢いで対決するって決めてたから大丈夫かな、と思っただけなんだけど。

　まさか聖ちゃんがそんな反応をするなんて。

「あんな口だけのお嬢様に私は負けない。なんだ、私のか、彼氏である久村は、私が負けると思っているのか？」

「っ……聖ちゃんが、俺のことを彼氏って言ってくれるなんて……」

「そ、そこじゃないだろ！　わざわざ言うな！」

　聖ちゃんが聞いている部分は全く違うともちろんわかっていたが、俺としてはそこがめちゃくちゃドキッとして嬉うれしかった。

「久村は、その、私の彼氏だろ。別に今更、口に出して喜ぶほどのことじゃ……」

「ふふっ、そうだね。それにしては聖ちゃんも、俺のことを彼氏っていう時に羞しゆう恥ち心しんが見えたけど」

「くっ……も、もう二度と言わない」

「えっ、それは嫌だ。また言ってよ」

　聖ちゃんの口から「久村が彼氏」って言われると、本当に嬉しいから。

　もう二度と言われなくなるなんて、そんな悲しいことはない。

「そ、それならあまりからかうな。恥ずかしいだろ……」

「わかった、善処する」

「……そういう時の『善処する』って、あまり信用ならない気がするのだが」

「それで、聖ちゃんが東條院さんに勝つかどうかだっけ。もちろん聖ちゃんが勝つに決まってるでしょ」

「おい、話を逸らすんじゃない」

「逸らしたんじゃないよ、戻しただけ」

　そう、最初の話はそこだったはず。

「俺の彼女である聖ちゃんが、東條院さんに負けるはずないよね」

「そ、そうだな、もちろん、私が勝つさ」

　よし、誤魔化せた。

　聖ちゃんをからかうのは反応が可愛くて楽しいから、これからもからかっていきたい。

　だけどやりすぎは絶対によくないから、聖ちゃんが嫌がらない程度にしないと。

「うちのクラスの女子は、バスケ経験者はいないんでしょ？」

「ああ、私を含めて、体育の授業で軽くやったことある人しかいないな」

　まあ聖ちゃんは体育で軽くやっただけで、県でもトップクラスの人に勝てるレベルになっちゃうから、経験者以上と言っていいと思うけど。

「東條院さんのクラス、バスケ部が三人いた気がするよ」

「何？　本当か？」

「うん、勇一に聞いたから間違いないと思う」

　勇一はバスケ部なので、女子のバスケ部とも多少の交流があるのだ。

　バスケの試合は、五人チームでするスポーツだ。

　いくら聖ちゃんが東條院さんより強くても、他のチームメイトの差が激しかったら、試合に勝つのは厳しいだろう。

「ふむ、そうなのか……」

　聖ちゃんは飲み物を飲みながら、少し考えている。

「なら話は簡単だ。私が一人で、東條院とその三人のバスケ部の者達を倒せばいいのだ」

「すご、カッコよすぎて惚ほれる。あっ、もう惚れてた」

「んっ！　だ、だからあまりそういうことは言うな……」

　今のはしょうがない、だって聖ちゃんがカッコよすぎだから。

　そして聖ちゃんなら出来るかもしれないのが、本当にすごいところだ。

「バスケにおいて、一番点数が入るのはスリーポイントだな」

「うん、そうだね」

　バスケのルールとして、普通のシュートは総じて二点となっている。

　だけどリングから遠いところに半円が描かれているのだが、そこよりも外側から打って入るとスリーポイントとなり、三点入るのだ。

「つまり相手が二点入れてきても、全部私がスリーポイントを打って入れれば勝つということだ」

「すっごい極論だけど、まあその通りかもね」

　もちろん数字上はそうだけど、現実ではそんな簡単にいくはずがない。

　スリーポイントは遠くから打つので、単純に入る確率が落ちる。

　プロでも試合で三割も入ればいい方なのだ。

　試合で全部入れるなんて、普通は不可能……だけど。

　ここは俺達にとっては現実だが、あくまでも『おじょじゃま』という漫画の世界。

　そして聖ちゃんは漫画のキャラの中でも、トップの身体能力を持つ。

　頑張れば、出来るのかもしれない。

「だがいきなり球技大会の日にシュートを打って入るわけがないからな……」

「まあ、確かにそうだね」

「……よし、練習するか」

「えっ、練習？　バスケの練習ってこと？」

「もちろんそうだ。球技大会は水曜だからな、それまでに準備しとかないといけない」

「おー、すごい本気だね」

「東條院には負けたくないからな。あいつは詩し帆ほの恋のライバルだから、私にとってもライバルだ」

「そういう考え方なんだね、聖ちゃんっぽいけど」

「……それに、あいつのせいで私は詩帆の料理を手伝わないといけなくなったからな」

「……えっ、もしかしてそれが本当の理由？」

「い、いや、違うぞ。詩帆の恋のライバルだからというのが大きな理由で、料理に関してはほんのちょっとの理由だ」

　……どうなんだろう、ちょっと慌ててるから、もしかしたら大部分の理由が料理に関してかもしれない。

「ま、まあそこは今はいいだろう。とにかく、東條院に負けないためにバスケの練習をしないとな」

「練習といっても、どこでやるの？」

「この近くにアラウンドワンがあるだろう。あそこならバスケットコートがあるはずだ」

「あー、あそこか」

　アラウンドワンというのは、いろんなスポーツが出来るアミューズメント施設だ。

　ボウリングやカラオケとかもある施設で、店舗にもよるがバスケが出来るところもある。

「よし、今から行くか」

「えっ、今から!?」

「もちろんだ。球技大会は明後日あさつてだから、今日と明日あしたしか練習する時間がない」

「すごいね、マジで……」

　まさか聖ちゃんがここまで本気になるとは思っていなかった……。

　聖ちゃんは俺が思った以上に、負けず嫌いなのかもしれない。

「……その、久村も付き合ってくれるか？」

　聖ちゃんが少し不安そうに、そして期待を声に込めて、上目遣いでそう問いかけてくる。

　ずるいなぁ、聖ちゃんは。

　そんなこと聞かれなくても、俺の答えは決まってるのに。

「もちろん行くよ。なんたって俺は、聖ちゃんの彼氏だからね」

「っ……そ、そうか。さすが私の彼氏だ」

「あ、やべ、鼻血出た……」

「なんでだ!?」

　聖ちゃんが可愛すぎだからです。

　久しぶりに聖ちゃんのせいで鼻血が出てしまった。




　俺と聖ちゃんはカフェを出て、アラウンドワンに向かうことになった。

　急いで行くということなので、俺の自転車の後ろに聖ちゃんが乗ることになった。

　ま、まさか、聖ちゃんと二人乗りをすることになるなんて……！

「どう乗ればいいんだ？　私も初めてで、よくわからんのだが」

「後ろの荷台の部分に横向きに乗って……」

「こうか？」

「そうそう。座ってるだけだと安定しないから、俺の肩とか腰に手を回して……」

　言っている時に気づいた。

　聖ちゃんから俺の方に身体をくっつけないといけないのか、これ。

　そうしないと危ないから、やらないといけないのだが……めちゃくちゃ緊張する。

　妹の凛り恵えとはほぼ毎日二人乗りをしているが、凛恵は俺の肩に手を置く。

　一度だけ「腰に手を回した方が安定するぞ」と言ったことがあるが、「……バカじゃないの」と言われた、解せぬ。

　だけど凛恵は一瞬だけ肩から手を離し、腰あたりに手を回そうとした気配があったと思う、俺の気のせいじゃない限り。

「こ、こうか？」

　聖ちゃんは俺の肩に手を置いて、軽く掴つかんできた。

　思った以上に柔らかい手が肩にあたり、ドキッとする。

　何回か手を繋つないだことがあるけど、やはりいまだに慣れない。

　それが今回は初めて触られる肩だから、なおさら慣れていない。

　なぜ制服越しに肩を軽く握られているだけなのに、柔らかいと伝わってくるのか。

「これで大丈夫か？」

「う、うん、大丈夫。じゃあ、行くよ」

　俺が足に力を入れて漕こぎ始める。

　最初は緊張していて上手く漕げなかったが、しばらく経ってようやくいつも通りに漕げるようになった。

　聖ちゃんもなんだか少し緊張しているのか、俺の肩を握っている手が結構強い。

「乗り心地はどうですか、お姫様」

「お、お姫様!?　一体何を……!?」

「いやちょっとした冗談だよ、そこまで真に受けないで」

「あ、ああ、そうか……うむ、悪くないぞ、しもべよ」

「あっ、王子様じゃないんだね、俺」

「ふふっ、白馬ではないからな」

　今の会話で、少しだけ聖ちゃんの緊張が解けたようだ。

「乗り心地は悪くないな。やはり凛恵を毎日後ろに乗せているからか？」

「そうだね、毎日凛恵を乗せてれば慣れるよ。あとは聖ちゃんが乗ってるところ、二人乗り用に柔らかいクッションみたいのがあるからね」

「ああ、そういえばそうだな」

「凛恵がずっと硬いところに座ってたから、買って取り付けたんだよ」

　凛恵が毎日乗るんだったら、やっぱりクッションみたいのをつけてあげないとな。

　凛恵のお尻しりは、俺が守る！　……自分ながらキモいな。

　俺がそんなことを考えているとは思っていないであろう聖ちゃんは、横を向いて過ぎていく景色を眺めているようだ。

　聖ちゃんが楽しそうで何よりだ。

　そう思いながらチャリを漕いでいき、信号が直前で赤になったのでブレーキをかけた。

「あっ」

「っ!?」

　俺がブレーキをかけるとは思っていなかったのか、聖ちゃんは慣性の法則で俺の背中にくっついてしまった。

　そこまでは凛恵でも良くやることだから、しょうがない。

　だが……凛恵と全く違うことが、一つだけあった。

　それは背中に当たった感触というか、その、おそらく凛恵と聖ちゃんの身体的な成長の差というか……。

　とにかく聖ちゃんの方が大きいようで……聖ちゃんは横向きに乗っているので、本当に少ししか俺の背中に当たらなかったのだが、その主張はすごかった。

「すまない、背中にぶつかってしまったが、大丈夫か？」

「だ、大丈夫……」

「鼻血が出てるじゃないか!?」

「えっ、あ、本当だ」

　俺も気づかなかったが、鼻の下を触ると血が出ていた。

　聖ちゃんが後ろで慌てながらもカバンからティッシュを出して、俺に渡してくれた。

「ありがとう」

　俺はそれを受け取り、適当にちぎって丸めて血が出た方の鼻の穴に突っ込んだ。

「大丈夫か？　私が背中に当たった時に出た……いや、背中に当たって鼻血は出るのか？」

「条件が整えば、出てしまうものなんだろうね」

「それはどんな条件なんだ？」

「二人乗りをしていて、その後ろに聖ちゃんが乗っているという条件かな」

「なんだそれは？　つまり、もう私と二人乗りはやめた方がいいということか？」

「いや違う。むしろ一生後ろに乗っていてほしいまである」

「い、一生は無理だろ……おじいちゃんになったら、ほら、お互いに体力があるかどうかわからないし……」

　ん？　なんか話がすごい方向に逸れたけど……まあいいか。

　とりあえず信号も青になったし、二人乗りを続けながらチャリを漕ぐ。

「本当に大丈夫か？　なんなら私が替わって漕いでもいいぞ」

「さすがに男として、女の子に漕がせるわけにはいかないでしょ。大丈夫だよ、すぐ鼻血は止まるから」

「それならいいが……凛恵と二人乗りする時も、背中に当たったら鼻血が出たことはあるのか？」

「いや全く。妹だし、当たるほどないしね」

「ん？　どういうことだ？　凛恵は背中に当たってこないのか？」

「いや、まあ、そんな感じかな」

　妹だから別に当たっても鼻血が出るほど興奮しないし。

　凛恵は聖ちゃんほど大きくないから、当たらないし。

　いや、これ以上はよそう、凛恵の沽こ券けんに関わる……もう遅いかな？

　まあ口に出してないから大丈夫でしょ。

　そんなことを思いながら、俺と聖ちゃんは二人乗りでアラウンドワンに向かった。

　……その頃、凛恵がくしゃみをしていたらしいのだが、俺は知る由もなかった。




　アラウンドワンに着いて、お金を払いスポーツが出来るところへと入る。

　フットサルやバドミントンが出来たり、バッティングセンターがあったりと、本当にいろんなスポーツが出来るようだ。

　だけど俺と聖ちゃんはそれらを素通りして、バスケットコートがある場所へと向かった。

　幸運なことに他に使っている人は誰もいないので、すぐに使うことが出来た。

「久しぶりにバスケットボールに触ったが……」

　聖ちゃんはそう言いながら軽くドリブルしていたが……めちゃくちゃ様になっていた。

　素人しろうとが久しぶりに触ったレベルのドリブルの仕方じゃない。

　レッグスルーという足の間にボールを通す技や、ビハインドザバックという背中の後ろにボールを通す技を軽々とやる。

　それ、素人がそんな簡単に出来るような技じゃないと思うんですけど。

　普通の素人はまず、ドリブルする時にボールを見ないと出来ないから下を向く。

　もちろん聖ちゃんはボールなんか見ずに、難しいドリブルの技を次々にする。

「ふむ、まだ慣れないな」

「マジか」

　思わず呟つぶやいてしまった。

　それだけボールを上手く扱って、微妙な顔をする聖ちゃん。

「聖ちゃんって本当にバスケやったことないんだよね？」

「そうだな。ほとんどのスポーツを学校の授業以外でやったことはないな」

　すごすぎてもう、言葉にならない。

　それなのにどのスポーツも、授業でやったくらいの練習量で、県代表の人に勝てるくらい強くなるんだから。

　聖ちゃんは俺と喋しやべりながらもドリブルを続けており、そのままゴールに向かって走る。

　走る速度もとても速く、普通は素人ならドリブルしながら全力ダッシュなんて出来るわけがない。

　聖ちゃんはまだ全力ではないんだろうけど、それに近い速度でゴールに向かって走り、レイアップシュートをする。

　右手でボールを持ち、ゴールに向かってジャンプしてボールをそっと置くようにするシュートだ。

　その姿がとても様になっていて、カッコいい──っ！

「まあこれは入って当然だな。問題はスリーポイントだが……ん？　どうした、久村」

　俺がすごい勢いで顔を逸らしたから、聖ちゃんがそう問いかけてきた。

「そ、その、聖ちゃん……そのシュートは、今の格好でやらない方がいいと思う」

　俺と聖ちゃんは学校が終わって、そのままここに来た。つまり二人とも制服のままだ。

　制服ということは……聖ちゃんは、スカート姿のままということで。

　結構短いスカートなので、思いっきりジャンプをするとスカートが勢いで捲まくれて……。

「えっ？　あっ……！」

　聖ちゃんも気づいたようで、顔を赤くしながらボールを離して両手でスカートの裾すそを押さえる。今押さえても特に何も意味はないのだが。

「み、見えたか？」

「見えてない。見える寸前に顔逸らしました」

「そ、そうか……それなら、よかったが」

「ただちょっと赤いのが見えた気がしました」

「見てるじゃないか！」

「ごめんなさい！」

　本当にギリギリでした、ギリギリ見えてしまったのです。

　俺は悪くない、多分。

　本気で俺は顔を逸らそうとしたんだ、だけど少しだけ見えてしまったんだ。

　いや、まあちょっと顔を逸らしながらも、目線は残したかもしれないけど。

　男としてしょうがないと思う、それは。

「うぅ……」

「ごめん、聖ちゃん」

「いや、その、私がスカートで跳んだのが悪かったから……今日は体育着も持ってないし、もうレイアップシュートはやめておこう」

「そうした方がいいね」

　ここには俺だけじゃなく、もちろん他の人もたくさんいる。
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　今は幸運なことに周りには誰もいなかったが、次もいないとは限らない。

　俺以外に聖ちゃんの神聖なるパンツを見たやつがいたら……絶対に許さん、生きて帰さん。

　俺も罪は犯したくないので、聖ちゃんにはパンツが見えないように気をつけて欲しい。

「今日はスリーポイントを練習して帰るか。ジャンプシュートならそこまで本気で跳ばないから、スカートがひるがえることはないだろう」

「うん、大丈夫だと思うよ」

　そして聖ちゃんはボールを拾って、ゴールから離れていく。

　スリーポイントラインの外に立ち、ボールを軽くその場で弾ませる。

「じゃあ俺はゴール下で、聖ちゃんが打ったやつを拾ってパスするよ」

「ああ、ありがとう」

「そのために来たからね」

　一人でシュート練習するよりも、ボール拾いをする人がいた方が効率は上がるだろう。

　シュートを外すとリングに当たって四方八方にいってしまうので、一人で打って拾ってというのは大変だ。

「ボール拾いは任せて」

「ありがとう。だがあまり動かせるのも申し訳ない」

「そのくらい別に大丈夫だけど」

「だから全部決めれば、久村もゴール下から動かなくてすむだろう？」

　聖ちゃんはそう言って笑い、綺き麗れいなフォームでジャンプシュートを放つ。

　放たれたボールは綺麗な弧を描き、パサッと音を立ててリングに吸い込まれていった。

　カッコよすぎ……！

　俺は見み惚とれてしまい、ボールがリングを潜って落ちてきたのに拾うのを忘れていた。

「久村、ボールを拾ってくれるのではなかったのか？」

「あっ、ご、ごめん」

「いや、まあ大丈夫だ。もう戻ってきた」

　聖ちゃんが言う通り、リングを潜ったボールは聖ちゃんのもとに戻っていた。

　放ったボールがリングに当たらずに綺麗な回転がかかっていると、放った人のもとに戻るのだ。

　素人が一本目に打って、そんな綺麗に入ることなんて普通はないだろう。

「次は拾うから」

　今のが続けばずっとボールは聖ちゃんのもとに戻るけど、戻る速度は遅いし、毎回そんな綺麗に入ることはないだろう。

　俺もしっかり仕事をしなければ。

「ああ、頼むぞ」

　そう言って聖ちゃんはまた綺麗なフォームで、スリーポイントを放とうとする。

　あぁ……マジで──。

「超カッコいいなぁ……」

「んんっ!?」

　聖ちゃんはシュートを打つ瞬間にフォームが崩れ、放ったシュートもリングにガシャンと当たって弾かれた。

「ひ、久村、いきなりそういうことを言うな。集中が切れるから……」

「ごめん、無意識に口から出てた」

「そ、それなら仕方ない……のか？」

　俺は外れたボールを拾いに行き、聖ちゃんに投げて渡す。

「あまり邪魔しないでくれよ」

「うん、わかってる」

　聖ちゃんは頬が少し赤くなっていたが、深呼吸をして落ち着かせている。

　そして、またスリーポイントを打ち始めた。

　一本、二本と連続で決まり、三本目も入る。

　素人が一本打ってマグレで入るということはあるが、三本連続はもう素人のラッキーシュートではない。

　聖ちゃんは完全に、狙って入れている。

　しかし四本目を外し、聖ちゃんは一度頷うなずく。

「だいたいわかった。次からは、久村を動かさずに百本連続で入れよう」

「それが出来たらすごすぎだけど」

　そして聖ちゃんはまたとても様になっているフォームで、連続でシュートを放っていく。




　十数分後……聖ちゃんは目標達成は出来なかった。

「くそっ、七十二本目で外してしまったか」

　聖ちゃんは悔しそうにそう言ったが、実際は意味がわからないくらいに入れている。

　経験者でも七十一本連続なんて入らない。

　やはり聖ちゃんは運動神経がいい、なんて言葉じゃ表現しきれないくらい、スポーツが得意なようだ。

「十分でしょ、すごすぎるよ」

「だがこれでは試合で全部決めるというのは、夢のまた夢だな」

「うん、まあそうかもだけどさ」

　プロのバスケ選手でも試合中に十割で決める人なんていないのだ。

「もう少し練習したいが……もうすでに遅い時間だな」

「そうだね、六時すぎくらいだ」

　もともと放課後になって俺達はカフェで話していたから、ここに来る時間が遅かった。

　まだここに来てから少ししか時間は経っていないが、もうすでに外は暗くなっている。

「だが私はもう少し打って練習をしたいな」

「えっ、本当に？」

「ああ、ようやく感覚を掴つかんできたからここでやめるのはもったいない。付き合わせるのも悪いから、久村は帰っていいぞ」

　そう言って聖ちゃんはまたスリーポイントを放った。

　それも綺麗に入り、リングを潜ったボールを俺は拾って聖ちゃんにパスをする。

「いや、俺も残るよ」

「本当か？　ありがたいが、別に無理しなくても」

「俺が聖ちゃんと一緒にいたいから残るだけだから、気にしなくていいよ」

「っ、そうか……その、ありがとう」

　聖ちゃんは顔を赤くしながらも、照れ隠しをするようにシュートを放つ。

　先程は動揺していた時に打ったものは入らなかったが、今回は綺麗に入った。

「ナイッシュー」

　そう言いながらボールを拾い、聖ちゃんにパスをする。

　俺としてもカッコいい聖ちゃんの姿を見られるのだから、何時間でも付き合ってあげたくなる。

　その後も、俺と聖ちゃんはアラウンドワンのバスケットコートで、シュート練習をしていたのだった。




　夜九時ぐらいになり、俺と聖ちゃんはアラウンドワンを出た。

　当然だがもう辺りは真っ暗で、街灯がなかったら何も見えないだろう。

「俺が残った方が、帰る時は楽でしょ」

　俺は自転車を漕こぎながら、後ろに乗っている聖ちゃんに話しかけた。

「それは否定しないが……別にお前に送ってもらいたいから、残ってもらいたいと思っていたわけじゃないぞ」

「もちろんそれはわかってるよ。というか、残ってもらいたかったの？」

「あっ……そ、その、そりゃ一人でやるよりは、久村と一緒にやった方が楽しいだろ……」

「……そ、そっか」

　とんでもないカウンターパンチを食らった気分だ。

　俺と一緒にやった方が楽しい、なんて言葉を聖ちゃんから言われるとは思っていなかったので、嬉うれしすぎて一瞬言葉が出なかった。

　その後、ちょっと気まずくなって、黙ったまま俺はチャリを漕ぎ、聖ちゃんは俺の肩に手を乗せていた。

　気まずいといっても悪い空気じゃなく、恥ずかしくてちょっと喋しやべりづらいというような空気だ。

「そ、そういえば、バスケのシュートの調子はどうだった？」

「あ、ああ、そうだな、まあ悪くはないが、まだ試合で全部決められるほどではないな」

「まあそりゃ難しいよね」

　今回聖ちゃんがバスケの練習をした理由は、今度の球技大会で東條院さんに勝つためだ。

　聖ちゃんはスリーポイントを全部入れれば勝てると豪語しているが、難しいだろうなぁ。

「だから明日あしたも練習するつもりだ」

「えっ、そうなの？」

「もちろんだ。明後日あさつてが本番で、前日に練習しないわけがないだろう」

「すごいね、じゃあ明日も付き合うよ」

「本当か？　私は助かるし、嬉しいが」

「よし、じゃあ明日もよろしくね」

「……ああ、ありがとう、久村」

　聖ちゃんは笑みを浮かべてお礼を言ってくれた。

　聖ちゃんと一緒にいられるし、こうして可愛い笑顔でお礼を言ってくれるんだから、手伝わないという選択肢はないだろう。

　しかし、東條院さんに負けたくないからという理由でここまで練習するなんて、聖ちゃんはそんなに負けず嫌いなのか。

「聖ちゃんは、東條院さんのことをどう思ってるの？」

「はっ？　いきなりなんだ？」

「いや、今回のバスケの練習も、東條院さんに負けたくないからやってるじゃん。それだけ東條院さん相手に本気になってるから、彼女のことをどう思ってるのかなぁ、って」

「うーん……嫌いではないな。最初は重本のことをストーカーしているお嬢様、という印象だったが」

「あー、まあそうだね」

　実際その通りだから、特に否定するところはない。

「それと詩帆の恋愛を邪魔するやつだと思っていたが……東條院も重本のことが好きなだけの不器用な女の子、というのに気づいたからな。今は昼休みも一緒にご飯を食べてるし、嫌いではないぞ」

「そっか」

「だが……時々からかってくるのは、少しイラつくが。東條院に言ってないよな？」

「何を？」

「その……私達が、付き合っていることを……」

　恥ずかしそうに言うのが後ろから聞こえてきて、俺はちょっと悶もだえそうになるがチャリを漕いでいるので我慢する。

「俺は言ってないよ。だけど多分、なんか雰囲気で察してるかもしれないね」

「ああ、そうかもしれないな。遊園地の時にも、言われたし……」

「えっ、遊園地の時に東條院さんと何か喋ったの？」

「あっ、いや……なんでもない！」

「そう？」

　おそらく何か東條院さんと喋ったのだろうが、聖ちゃんは恥ずかしがって教えてくれそうにないので、追及はしないでおこう。

　そんなことを話していたら、聖ちゃんといつも別れる場所まで来た。

「じゃあここで降ろしてくれ」

「いや、今日は夜も遅いし、家まで送るよ」

「さすがにそこまでしてもらうのは申し訳ない。私はここで大丈夫だ」

　聖ちゃんはそう言うが、ここは俺も譲れない。

「こんな夜遅くに彼女を一人で帰せないよ。危ないから、送らせてよ」

「そ、そうか？　じゃあその、お言葉に甘えさせてもらう」

「うん、甘えて甘えて。言葉だけじゃなくて態度でも甘えてもらえたら嬉しいかな」

「っ……か、考えとく」

「えっ……う、うん、前向きに考えてくれると嬉しいです」

　まさか本当に甘えることを考えてくれるとは思わず、敬語になってしまった。

　聖ちゃんに甘えられたら、俺は死んでしまうかもしれないが……本望だろう。

　今の会話で少しドキドキしながらも、聖ちゃんの案内に従いながら家まで送る。

　案内に従い着いた家は、普通の一軒家だった。

　だけど聖ちゃんの家だと思うと、なんかすごく特別な家という感じがする。

「今日はありがとう、久村。私の練習にこんな夜遅くまで付き合ってもらって、さらに送ってくれて」

　聖ちゃんは自転車の後ろから降り、俺の隣に立ってそう言った。

「俺が一緒にいたかっただけだから、気にしないでいいよ。それに俺も聖ちゃんのバスケしてる姿見られて楽しかったしね」

「そ、そうか？　それならよかったが……その……」

　聖ちゃんは俺のすぐ隣に立ち、何か言いたげに俺のことを見上げる。

　しかし頬を赤くして、口を閉じた。

「ん？　どうしたの？」

「い、いや、その、今日は本当にありがとう。とても助かった」

「うん、俺も楽しかったから」

「じゃあ、また明日」

「また明日、おやすみ」

　そう言ってお互いに手を振ってから、俺はチャリを漕ぎ出した。

　……聖ちゃんが控えめに手を振る姿、可愛いな。

　そんなことを思いながら、俺は今日も楽しかったなぁと思いながら、家路についた。




　　　　◇　◇　◇




　聖は久村が帰った後、家に入り遅めの夜ご飯を食べた。

　夜の九時過ぎまで夜ご飯を食べていなかったことを忘れてしまっていた。

「申し訳ないことをしたな……」

　自分が食べていないということは、聖に付き合ってくれていた久村も食べていなかった。

　バスケの練習に長いこと付き合わせて、夜ご飯も抜きにさせてしまったとなると、さらに申し訳ない気持ちが湧いてくる。

（ただあいつなら……優しいから、気にしないで、とでも言ってくれるだろうが）

　そう思ってクスッと笑ってしまう。

　久村は優しすぎるから、そう言ってくれるのが簡単に思い浮かぶ。

（全くあいつは……私が悪女だったら、都合のいい男として扱われてしまうぞ）

　あんなにも優しくいい人なので、好きになった人が最低な女だったら、適当にあしらわれてしまう可能性が高いだろう。

　聖は自分でそんなことを想像してしまったが、想像しておきながら少しイラッとした。

（まあ私はそんなこと絶対にしないが。私はそこらの悪女ではないからな。まあ多分、だから久村も私のことを、す、好きになってくれたわけだし……私も本当に久村がす、好きで、付き合ったわけだし……）

　自分の心の中で言っているだけなのに、顔を赤くする聖。

　だがここはまだ家のリビングで母親がいるので、悶えることは出来ない。

　ご飯を食べ終わり、自室に戻るまで久村のことはあまり考えないようにした聖だった。




　聖はお風ふ呂ろに入りながら、今日のことを思い返す。

　今日は久しぶりに本気の運動をしたから、身体に疲れが少し溜たまっている。

　こういう時のお風呂はいつもよりも気持ちいいから、長風ぶ呂ろになる聖だった。

「はぁ……気持ちいいな」

　肩まで浸かり、気持ちよさから息が漏れた。

　風呂に浸かりながら、今日酷使した身体を労るように、腕や足を揉もんでいく。

　こうすることで翌日に筋肉痛などを残さないようにするのだ。

　風呂の中で揉んでいく中で……一つ、気になったことが。

「……また少し大きくなったか？」

　自分の目線の真下あたりに浮かぶ、二つの半球。

　目測だが、それが前よりも大きくなっている気がした。

　中学生に上がった頃から膨らみ始め、今では誰が見ても「大きい」と判断されるようなものになってしまった。

　聖としては、正直とても邪魔なものだ。

「だがこれを言うと、詩帆はいつも怒るのだが……」

　ない者からすると、ある者が「いらない」と言うのはとても腹が立つらしい。

　一度だけ「半分でもあげたいぐらいなのだが」と冗談で言ったら、詩帆が一番怖い表情をしたことを覚えている。

　風呂に入っているのに、それを思い出すと身震いがするほどだ。

　それからはあまり詩帆とそういう話をしないようにしていた。

「……久村は、どっちが好きなのだろうか」

　思わずそう呟つぶやいてしまった聖は、さすがに恥ずかしすぎて一人で顔を真っ赤にした。

「い、いや、別にあいつがどっちが好きなのかなんて、どうでもいいが……！」

　自分でそう口にするが……気にならないと言ったら嘘になる。

（お、男は総じて大きいのが好きと聞いたことがあるが……小さい方が好きという人もいると聞いたことがある。久村は、どちらなのだろうか……）

　やはり久村の彼女としては、久村の好みであれば嬉うれしく思う。

　だがこれに関しては、努力でどうにか出来る問題ではない。

　しかも小さいのを大きくする努力は出来るかもしれないが、大きいのを小さくするのは努力じゃどうにもならない。

（好みを知るには直接聞くしかないが……こ、こんなこと、聞けるわけがない！）

　さすがにこれについて聞けるほど、まだ二人の関係は進み切っていない。

　付き合ってそろそろ一ヶ月ほど経つが、とても健全に、まだ手しか繋つないでないのだ。

（だ、だがまあ……こ、恋人繋ぎというのは、したしな）

　思わずニヤついてしまい、それに気づいて口元を隠すように風呂に深く浸かった。

　今日のアラウンドワンからの帰りは、自転車に二人乗りをしていたので、さすがに手は繋げなかった。

　だが手を繋ぐよりも久村の背中に近づいて、肩に手を置いていた。

　後ろから久村のことをじっと見たのは初めてだったが想像以上に大きい背中で、自分のような女性にはないゴツゴツした骨格の肩で少しドキッとしたのは内緒だ。

　背中から体温を感じられるくらいの距離で、手を繋ぐという行為とは違うドキドキ感があったのも楽しかった。

　そして最後、自分の家まで送ってくれた久村に……聖はちょっと甘えようかと悩んだ。

　二人乗りをしている時に「甘えてくれたら嬉しい」と言われたから。

　出来なかったのは甘え方があまりわからなかったのと、やはりいきなりで恥ずかしかったからだ。

　あの時に甘える行為として思い浮かんだ内容は、頭を撫なでてもらうこと。

　恋愛経験がない聖としては、兄の影響で好きになった少年漫画とかで、女の子が頭を撫でてもらっているシーンを思い浮かべたのだ。

　主人公に頭を撫でてもらって恥ずかしそうにしながらも嬉しがるヒロイン。

　それが久村に甘えようとした時に、聖の頭に思い浮かんだ。

　だがいきなり「頭を撫でてくれ」というのは難しかったから、言えなかった。

「……今度、言ってみようかな」

　肩まで風呂に浸かりながら、頬を赤くしながらそう言った。

　するといきなり、風呂の縁に置いてあったスマホが鳴った。

「わっ!?」

　いきなりのことで驚いて声を上げてしまったが、落ち着いて風呂に入ったまま防水のスマホを手に取る。

　鳴った理由はＲＩＮＥで人から連絡が来たからだった。

　誰から来たのかと思いアプリを開くと、詩帆の名前が。

　その内容は……。

『そういえば今日、久村くんと一緒にカフェに行ってたんだよね？　何かあった？』

　ということだった。

「何かあった、というのはどういう意味だ？」

　思わずそう口に出してしまった聖だが、とりあえず返事をする。

『ああ、行ったな。何か、というのはわからないが、カフェに行った後に一緒にアラウンドワンに行ったぞ』

　送ってすぐに既読がつき、数秒後には返事が来た。

『結構しっかり遊んでるね！　楽しかった？』

『遊ぶというよりは、私のバスケの練習に付き合ってもらったというのが正しいが、楽しかったぞ』

『球技大会の練習？　何時までやってたの？』

『夜の九時まで』

『すごっ!?　それだけ練習する聖ちゃんもすごいけど、それに付き合ってくれた久村くんも優しいね』

『ああ、とても助かった』

『お礼にキスでもした？』

「はっ!?」

　詩帆からのメッセージに、風呂の中で大声を出してしまう。

　響きやすい浴室の中に、聖の声が響いてしまい、聖は慌てて口に手を当てる。

　さっきよりも文字を打つ速度が速くなり、画面をタップする力が強くなる。

『してない！』

『えっ、もしかしてまだキスしてないの？』

『するわけないだろ！　まだ付き合って一ヶ月だぞ！』

『いや、そうだけど、聖ちゃんと久村くんのラブラブ具合なら、してるのかと思ってたよ』

「ラ、ラブラブ具合って……！」

　まさか詩帆にそんな風に思われているとは。

　聖は動揺をメッセージに出さないようにして送る。

『別にラブラブなんてしてないぞ』

『だって昼休みのご飯食べてる時、時々手繋いでない？』

「な、なぜ知ってるんだ!?」

　まさかバレているとは思わなかった。

　学校の昼休み、最近は五人で食べているのだが、聖の隣には久村が座っている。

　先週、食べ終わって談笑している時に、久村がいきなり机の下で手を握ってきたのだ。

　最初はすごく驚いて、誰が見ても何かあったのかと聞くレベルで動揺してしまった。

　すぐに久村に小さな声で注意をしたのだが、あいつは懲りずに時々手を繋いでくるのだ。

　五人で食べているとクラス中の人達が自分達を注目してくるのだが、どちらかというと重本や詩帆、東條院の方を見ているので、聖と久村は注目を浴びていない。

　そして一番後ろの席の方で食べているので、聖と久村が座っている側には生徒は誰もいないのだ。

　だから机の下で手を繋いでも、見える人はいない。

　それを利用して久村が手を繋いできて、聖の反応を楽しんでいるのだ。

『あれは、久村が無理やり握ってきて……手を繋いでるわけじゃない！』

　完全に言い訳のようなメッセージを送る。

『えー、だけど恋人繋ぎもしてたよね？　それに聖ちゃんからもやってたでしょ？』

「ほ、本当になんで知って……！　もしかして久村が話したのか!?」

　確かに先週の金曜日は、仕返しをするように聖から握った。

　久村の反応もとても面白く、やり返したとあって満足度は高かったのだが、その後すぐに恋人繋ぎをされて仕返しをされた。

　それをまさか詩帆が知っているなんて。

『私から握ったのは一回だけだ！　それにそれも久村にやられてばかりだったから、仕返しをしただけで……恋人繋ぎに関しては、久村がやってきたことだ！』

『あはっ、やっぱり聖ちゃんからも握ってたんだね。しかも恋人繋ぎもやってたんだ』

『えっ、どういうことだ？』

『私が知ってるのは二人が机の下で手を繋いでるってだけだよー。聖ちゃんから握ったとか恋人繋ぎをしたとかは、今、聖ちゃんから教えてもらっちゃった』

　……前にも、こんなことがあった。

「またハメられた……！」

　お風ふ呂ろに入ったまま、前のように詩帆に電話をかける。

　呼び出し音が二回響き、繋がる。

『もしもし、聖ちゃん？』

「……詩帆、またハメたな」

『あ、あはは、ごめんね。だけど聖ちゃんから話したんだから、私はあまり悪くないと思うけど……？』

「そうかそうか。詩帆はもう私に料理を習わなくていい、ということか」

『ごめんなさい聖ちゃん、私が悪かったです』

　すぐに謝った詩帆。

　料理が上手い聖が教えても全く上手く出来ないのに、詩帆一人で出来るはずがない。

　一人で練習したら、料理が出来るようになるまで何年もかかってしまうだろう。

『そういえば聖ちゃん、電話越しの声の響き方が変だけど、どこで電話してるの？』

「お風呂だ。今日は激しい運動をしたから少し長く浸かってるんだ」

『そうなんだ……テレビ電話にしていい？』

「別にいいが、する意味はあるのか？」

『いやー、なんとなくだよ、なんとなく』

　特に断る理由もないので、詩帆の提案を受けてテレビ電話に切り替える。

　風呂に浸かりながら、スマホを縦に持って自分の顔の辺りが映るようにした。

「これでいいか？」

『うん！　聖ちゃん、久しぶりー！』

「今日学校で会ったから、数時間ぶりだな」

『あはは、そうだね。……くっ！』

「どうしたんだ？」

　画面に映る詩帆が苦々しそうな顔をしたので、聖は不思議そうに問いかけた。

『いや……それ目的でテレビ電話に切り替えたんだけど、やっぱりそれを見るのは私にとってダメージが大きかったから……』

「どういうことだ？」

『聖ちゃんのそのお風呂に浮いてる二つの山についてだよ！』

「っ！　な、なぜそんなのを目的で……！」

　さすがにそこまで言われたら恥ずかしく、聖はスマホを持っていない手で胸のあたりを隠す。

『いや、だって……重本くんは大きい胸が好きって聞いたし……』

「あ、ああ……そういえば東條院がそんなことを言っていたな」

　先週の遊園地で、詩帆と東條院が重本に告白をした時。

　確かに東條院はそう言っていて、重本もそこまで否定はしていなかったはず。

　なかなか酷い暴露の仕方で、重本のことを少し憐あわれにも思ったが。

『だから少しでも胸を大きくしたいと思って、聖ちゃんにその方法を聞こうと思って！』

　詩帆がそう言って、テレビ電話に顔を近寄せ、こちらに熱気が伝わってくるほどの勢いで問いかけてくる。

『東條院さんも大きいけど、聖ちゃんの方が大きいよね！』

「い、いや、比べてはいないからわからないが……」

『大丈夫！　私の目測で比べたから！　絶対に聖ちゃんの方が大きいよ！』

「なぜそんな自信満々なのだ」

『長年、他の人の胸を眺めて羨うらやんでたら……なんかわかるようになっちゃってね』

「そ、そうか……」

　詩帆が遠い目をしていたので、それ以上深く聞くのはやめておいた。

『それに聖ちゃん、前よりもまた大きくなったでしょ？』

「な、なぜわかるんだ？」
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『長年培ってきた目のお陰だよ、あまり自分でも嬉うれしくないけど』

　聖の胸の成長すらわかるようで、詩帆の目は本当に胸の大きさを見抜くようだった。

『そんな聖ちゃんに聞きたいんだけど、胸を大きくするコツって何!?』

「お、大きくするコツ？」

『そう！　前に東條院さんに恥を忍んで聞いたんだけどね。あの人は「小さい頃から勇一に揉もんでもらう妄想をしながら豊胸マッサージをしてたわ。そのお陰でここまで成長したし、勇一が好むような身体になったわ！」って言ってたの』

「なんて恥ずかしい会話をしているんだ……」

　だが子供の頃からそんなことを意識して努力していたとは、素直に東條院のことをすごいと思う聖だった。

『だから私も一週間前くらいから、重本くんにその、揉んでもらう妄想をしながらマッサージしてるんだけど……』

「恥ずかしいなら言わなくていいぞ、詩帆」

『だ、大丈夫！　それで本題なんだけど、東條院さんよりも大きい聖ちゃんにも、大きくなる方法を教えてもらいたいの！』

「そうか……詩帆、とても言いづらいのだが……」

『大丈夫だよ聖ちゃん、どれだけ難しくても私はやるから！』

　東條院に負けないように胸を大きくしようと決意する詩帆に、親友だから少しでも役に立つ情報を教えてあげたい。

　だけど今回は……。

「私は特に胸を大きくしようと思ったことはないんだ……自然に、大きくなった」

『……えっ？』

　詩帆の声が、一気に低くなった。

「私の母親も大きいから、その、遺伝なんだと思う……」

『……ま、全く何もしてないの？　東條院さんでも、やってたのに？』

「ああ、胸を大きくするために何かをしたということは、その、ないな」

『……』

「し、詩帆？　その、聞こえてるか？」

　全く動かなくなったテレビ電話越しの詩帆に、電話が切れているかと思い声をかける。

『……ちっ』

「えっ、詩帆、今、舌打ちを……」

『ん？　どうしたの聖ちゃん？』

「いや、今、舌打ちを……」

『あはは、私がするわけないじゃん。ねっ、聖ちゃん』

「そ、そうだな、私の聞き間違いだろう……」

　電話越しの詩帆は笑みを浮かべているが目が笑っていないように見えるので、聖はそれ以上追及するのをやめた。

『じゃあ聖ちゃんは、胸に関しては特に何もやってないってことだね』

「あ、ああ、そうだ。その、役に立たなくてすまないな」

『ううん、大丈夫だよー。私の方こそいきなりごめんね、お風呂に入っている途中なのに』

「いや、それに関しては私から電話をかけたからな。大丈夫だ」

『じゃあまた明日あしたね、聖ちゃん』

「ああ、また明日」

　そう言って詩帆と電話を切ったが……明日、詩帆に会うのが少し怖くなる聖だった。




　　　　◇　◇　◇




　球技大会の前日、今日も俺と聖ちゃんは学校終わりに、アラウンドワンに来ていた。

「久村、本当にいいのか？　今日も長いこと練習するつもりだが」

「もちろん、聖ちゃんと一緒にいられるなら喜んで。それに聖ちゃんのバスケをしてる姿を見るのも楽しいしね」

「そ、そうか。ありがとう、久村」

　またバスケのコートを借りて、聖ちゃんは練習をし始める。

　今日は練習をすることが決まっていたので、聖ちゃんはスポーツがしやすい格好に着替えていた。

　学校の体育着とかではなく、どうやら家からスポーツウェアを持ってきていたようだ。

　黒色のジャージのようなパンツに、同じく黒のダボッとした半はん袖そでのシャツ。

　スポーティな感じが似合っていて、すごくカッコいい。

「？　なんだ久村、私の格好にどこかおかしいところがあるか？」

「いや、全然。むしろカッコよすぎて困るくらい」

「お、大おお袈げ裟さだ」

　全然大袈裟に言ったつもりはないんだけどね。

　聖ちゃんは自分の魅力が全くわかっていない、カッコよすぎる。

　この格好でスポーツをする聖ちゃんを見られただけで、得をした感じだ。

　そして聖ちゃんは軽く準備運動をしてから、スリーポイントを打ち始める。

　一本も外さずに決めていくので、俺はゴール下から全く動かない。

　本当にすごいなぁ。

「よし、久村、少しディフェンスをしてくれるか？」

「ディフェンス？」

「フリーの状態でスリーポイントが入ったところで意味がない。しっかりディフェンスがいる中で決め切らないとな」

「なるほど」

　確かに東條院さんと戦う時に、完全にノーマークで打つことは難しいはずだ。

　試合のことを考えて練習するとは、さすが聖ちゃんだ。

「わかった、だけど俺もそこまで上手くないからね？」

「ああ、大丈夫だ」

　その後、聖ちゃんへのディフェンスを頑張った俺だが……まさか一本も止められないとは思わなかった。

　めっちゃ速いし、シュートも正確だし、強すぎない？

「ありがとう、久村。お陰でいい練習になった」

「はぁ、はぁ……それは、よかった」

　あとなんで聖ちゃんは息切れもしてないの？

　聖ちゃんの方が動いてるよね？

　汗はかいてるみたいだけど、なんだか爽さわやかでカッコいい感じだし。

　やっぱり『おじょじゃま』の作中で、一番の運動神経を持った聖ちゃんは違うなぁ。

「これ以上やると、疲れが明日まで残るかもしれないな。このくらいで終わりにするか」

「そう、だね。聖ちゃん、調子はどう？」

「明日の試合で、一本も落とす気がしないな」

「イケメンすぎる……」

　マジで本当に外さないんだろうなぁ、すごすぎる。

　そんなところもカッコよくて大好きです。

　バスケのコートから出たけど、まだ六時を過ぎたくらいだった。

「久村、付き合ってくれて本当にありがとう。何かお礼をしたいんだが」

「好きで付き合ってたから別にお礼なんていいよ？」

「いや、これだけ手伝ってもらったんだ。何かさせてほしい」

　うーん、俺としては聖ちゃんと一緒にいるのがお礼みたいなものなんだけど。

　あっ、それなら……。

「じゃあこの後はまだ時間空いてる？」

「この後？　まあ今日も夕飯はいらないと家族に言ってあるから、昨日と同じ時間くらいまでは空いてるが」

　つまり夜の九時ぐらいまでは遊べるってことか。

「それならこのままアラウンドワンでちょっと遊ばない？　聖ちゃんと一緒のデート時間が、お礼ってことで」

「そんなことでいいのか？」

「もちろん、これ以上ないお礼だよ」

　聖ちゃんと一緒にいられる時間が、俺にとってはこの上ない贈り物だ。

「とりあえずご飯食べよっか。運動したからお腹空いてるでしょ」

「そうだな。昨日は帰るまでお腹が空いていることに気づかなかったが」

　あれだけ動いておきながら、夜の九時を過ぎるまで空腹に気づかないってのもすごいけどね。

　そして俺達は、軽くアラウンドワンで遊ぶことになった。

　夕食は適当にファミレスで食べたのだが、やはり聖ちゃんはお腹が空いていたのか、結構ガッツリ食べていた。

　まあ俺も同じくらい食べたんだけど、店員さんに頼み終わった時に、

「こ、このくらい食べてもいいだろう。奢おごってもらうわけじゃないんだから」

　と頬を赤くして言っていたのが可愛らしかった。

　もちろん全然大丈夫、むしろ聖ちゃんが食べるシーンなんて一生見てられるので、お金を払ってでもずっと見ていたいです。

　デザートもちゃっかり頼んでいて、それを美味おいしそうに食べるのも可愛かったなぁ。

　ファミレスを出たのが夜の七時過ぎ、九時まで遊ぶとしたら、カラオケやボウリングよりも手軽に遊べるやつの方がいいか。

「ゲーセンにでも行く？」

「ゲーセンか、行ったことないな」

「そうなの？　苦手とか？」

「いや、ただ機会がなかっただけだ。行ったことないから、行ってみたいな」

「そっか、じゃあ行こっか」

　アラウンドワンにはゲームセンターもあって、結構いろんなゲーム機が置いてある。

「聖ちゃんってゲームはするの？」

「ほとんどしたことないな。スマホゲームを少しだけやったことはあるが」

　ゲームセンターに着いたが、少し聖ちゃんが顔を顰しかめたのが見えた。

「大丈夫？　ゲーセンの音、うるさいよね」

「少し、な。まあこのくらいなら大丈夫だ」

「音ゲーのところはうるさいからね。少し離れようか」

　聖ちゃんは身体能力が総じて高いから、耳も人よりいいのだろう。

　音ゲーが出来ないとなると……。

「クレーンゲームとかやったことある？」

「なんだそれは？　クレーンって工事現場で使われるやつか？」

「えっ、そんなに知らない？」

　まさかのゲーム機自体を知らないとは思わなかった。

「ほら、あれだよ。商品をクレーンで持ち上げるゲーム機なんだけど」

「……なるほど、商品を持ち上げて穴に入れるとゲット出来るのか。面白そうだな。いっぱいゲーム機があるが、どれをやってもいいのか？」

「そうだね、どの景品が欲しいか見ていけばいいと思うよ」

「なるほど……アニメや漫画のキャラの景品が多いな」

「人気だからね」

　クレーンゲームといえばアニメのフィギュアとかが人気だろう。

　あとは大きなぬいぐるみ……そうそう、ちょうど通りかかった、こういうの。

「……」

　聖ちゃんがそこの前で立ち止まる。

　デフォルメされた可愛らしいクマっぽい大きなぬいぐるみが一つ、クレーンゲームの中に悠々と座っていた。

「聖ちゃん、それが取りたいの？」

「っ、いや、まあこのクレーンゲームの景品の中だったら、これが一番使い道があるな、と思ってな」

　人の上半身くらいはあるクマのぬいぐるみにどんな使い道があるのか。

　まあ聖ちゃんは寝る時に抱き枕などを抱いて寝るので、それで使うのだろう。

　これは原作で知ったことだが、聖ちゃんが抱き枕を使うというのが可愛すぎて悶もだえた。

「じゃあこれ取ろうか」

「ああ……だがこれ、難しそうじゃないか？」

「うーん、大きいからね」

　試しに俺が先にお金を入れて、聖ちゃんにお手本を見せる形でやってみる。

　ボタンを長押ししている最中は動くやつで、離したら止まってもう一度は動かせないタイプのクレーンゲームだ。

　俺もあまり得意ではないので、一回やってみたのだがほとんど動かずに終わった。

「……これ、取れるのか？」

「と、取れると思うよ、頑張れば。多分これは掴つかんで浮かすのは無理だから、引っ掛けて転がすイメージだと思う」

「なるほど、私もやってみていいか？」

「もちろん、どうぞ」

　聖ちゃんもお金を入れて、俺の真似をしてやっている。

　俺のように掴んで浮かすのではなく、引っ掛けて転がせる位置にクレーンを移動させて、ボタンを離す。

　するとさっきよりもぬいぐるみは動いて、落ちてくる穴に近づいた。

「っ、こうすればいいんだな、よしわかったぞ」

「五百円玉にすれば六回できて、一回お得だからこっちにしようか」

「ああ、ありがとう。この六回で決めてみせるぞ」

「頑張って」

　そして聖ちゃんは六回プレイして、クマのぬいぐるみを落とそうとするが……。

　やはりぬいぐるみが大きいので全然動かせず、なかなか落ちてこない。

「くっ、もう一回だ！　次は私が五百円を入れる！」

「う、うん、頑張って」

　聖ちゃんがまたプレイをするが、本当に少しずつぬいぐるみは穴に近づいている。

　しかしあと一歩のところで、落ちてこない。

「くっ、もう小銭がない……！」

「百円玉ならあるよ」

　俺はそう言って百円玉をゲーム機に入れる。

「ありがとう、久村。これで決める……！」

　なんかスポーツ漫画で、「仲間に託されたボールを絶対に決めてやる」みたいな雰囲気があるけど、ただのクレーンゲームだよね？

　聖ちゃんはここ一番で集中力を発揮し、見事、ラスト一回でぬいぐるみをゲットした。

「よしっ……！」

　小さくガッツポーズする聖ちゃん、なんだか可愛い。

　だけどよかった、これで取れなかったら千円札を両替しに行かないといけなかった。

　取り出し口からぬいぐるみを取って嬉うれしそうに微笑む聖ちゃん。

　だが「あっ」と何かに気づく。

「これ、私と久村、どっちが持って帰るんだ？」

「……えっ？」

「このゲームで取ったのは私だが、お金の半分以上を久村に出してもらった。だからどちらが持って帰るかが問題になると思うのだが……」

「いやいや！　俺は大丈夫、聖ちゃんが持って帰りなよ」

　俺は寝る時に抱き枕など使わないし、そんなに可愛らしいクマのぬいぐるみを持って帰ったら、凛恵になんて言われるかわからない。

「聖ちゃんがプレイして取ったんだし、聖ちゃんが持ち帰るべきだよ」

「だがそれでは、久村にお金を出してもらったのに……」

「俺が持って帰っても使い道ないし、聖ちゃんが抱き枕にした方が絶対にいいよ」

「そうか……ん？　ま、待て、なんでお前、私がこれを抱き枕にしようと思っていたことを知っているんだ？」

　あっ、ヤバっ、言ってしまった。

「えっと……そんな大きなぬいぐるみを置くところってベッドくらいしかないと思うし、なんとなく抱き枕にするのかなぁ、と思って」

「くっ、確かに、冷静に考えればそうなるか……本当に抱き枕にするつもりだったが」

　よかった、ギリギリ切り抜けられた。

「その、引くか？　高校生になっても、抱き枕を使うのは」

「えっ？　いや全然、むしろすごく可愛いと思うけど」

「そ、その可愛いはなんか嬉しくないな。子供らしくて可愛い、という意味だろう」

「ふふっ、まあそうかも」

「くっ、言っとくが、別に抱き枕がなくても寝られるんだぞ。抱き枕があった方が安心して眠れるというだけで……」

　なおさら可愛いんだが。

　聖ちゃんみたいなクール女子が、抱き枕があったら安心して眠れるとか、ギャップ萌もえが激しすぎる。

「わかってるよ、聖ちゃん。安心して眠りたいよね」

「ほ、本当にわかってるのか？」

「もちろん、聖ちゃんが可愛いってことが」

「や、やっぱり馬鹿にしてるだろ！」

　そんなことを話しながら、俺と聖ちゃんはゲームセンターでのデートを楽しんだ。

　帰りはまた俺が自転車を漕こいで、聖ちゃんが後ろで抱き枕を抱えて座っていた。

　座って抱えていると聖ちゃんよりも高さがあって、聖ちゃんが埋もれているようだ。

「聖ちゃん、大丈夫？」

「問題ないぞ」

　それだけデカいものがカゴに入るわけもなく、聖ちゃんがしっかり抱えている。

　その姿が本当に子供っぽくて、いつもの聖ちゃんよりも可愛らしさが増していた。

「……久村、なんかニヤニヤしてないか？」

「べ、別にしてないよ。それに聖ちゃんは後ろに座ってるんだから、前にいる俺の顔は見えないでしょ」

「そうだが、なんとなく雰囲気でな」

　まあ確かに少し聖ちゃんが可愛すぎてニヤついているんだけど、まさか気づかれるとは。

　適当に誤魔化しながら、俺は聖ちゃんを家まで送り届けた。

「ありがとう、久村。今日も練習に付き合ってもらって助かった」

「俺も楽しかったから。それに聖ちゃんがぬいぐるみ大好きってことも知れたし」

「だ、大好きってわけじゃない！　ただ安心するだけだ！」

　言い訳がさらに微笑ましいのが、ニヤついてしまう原因になる。

「じゃあね、聖ちゃん。明日あした、球技大会頑張ろうね」

「ああ、そうだな」

　俺と聖ちゃんはそう笑い合って、別れた。
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　そして──球技大会の日となった。

　俺らの学年は八クラスに分かれているので、総当たり戦でやると結構時間がかかる。

　だから今日は授業はなく、一日中球技大会を行うのだ。

　授業が嫌いで身体を動かすのが好きな生徒にとっては夢のような一日。

　つまり……頭がちょっと悪いけど運動神経が抜群の勇ゆう一いちにとっては、最高の一日だろう。

「ん？　司つかさ、なんか今、俺のこと馬鹿にした？」

「もしかしてお前と東とう條じよう院いんさんって、子供の頃に読心術でも学んだのか？」

「学んでるわけないだろ。というかそれ、俺のこと馬鹿にしたの認めたってことだよな」

「さーて、これから俺達の番だし、準備運動しないとな」

「誤魔化すにしても下手すぎだろ」

　すでに俺達は学校で体育着に着替え、校庭に出ていた。

　男子は野球なので外の校庭で試合を行う。

　校庭は結構広いので、二つの試合を同時に行っている。

　俺達の前の試合が終わったので次は俺達の番だ。

　本当の野球なら九回裏までやると思うが、球技大会で一試合にそんなに時間を使っていたらめちゃくちゃ時間がかかる。

　だから時間制にして三十分程度で終わりにしているようだ。

「司、絶対に勝つぞ！」

「ああ、まあお前がいれば大丈夫だと思うが」

「なんだよ、やる気ねえな」

「いやお前が強すぎるんだよ」

　すでに先程、俺達は一試合終えている。

　結果は完勝。理由としては、ほとんどが重しげ本もと勇一のお陰だ。

　こいつが投手をしているのだが、球速が百四十キロ後半は出ている。

　そこら辺の高校のエースよりも速い。

　変化球はさすがに投げられないようだが、素人しろうと相手にはその速さだけで十分だ。

　野球をやったことない人だったら、バッターボックスに立つのが嫌になるくらいの速さ。

　それを球技大会で素人が多い中、全力で投げてるからなぁ、こいつ。

　百四十キロ後半の球速なんて、野球部でもギリギリ打てるかどうかだろう。

　特にうちの高校は野球部が強くないから、打てる者は本当に少ない。

　こいつの球を打たないといけない相手チームの人を不ふ憫びんに思うレベル。

「重本くーん！　久ひさ村むらくーん！」

　そんなことを思いながら試合が始まるのを待っていたら、後ろから声が聞こえた。

　振り向くと手を振りながら近付いてくる藤ふじ瀬せ。その隣には聖せいちゃんがいた。

　今日は球技大会なので、もちろん二人は体育着を着ている。

「これから試合？」

　藤瀬がそう問いかけてきたので、勇一が答える。

「ああ、うちのクラスはこれから試合だ。女子はもうバスケの試合は終わったのか？」

「うん、終わったよ」

「勝った？」

「勝ったよ！　まあほとんど、聖ちゃんのお陰だけどね」

　そう言って藤瀬が聖ちゃんの方を向く。

　聖ちゃんは恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「いや、その……大人気なく全力を出してしまったな」

「ふふっ、そうだね。聖ちゃんすごくいっぱいシュート決めちゃうんだもん」

　聖ちゃんは全力を出したことが少し恥ずかしいのか、頬を赤らめていた、可愛い。

　というか聖ちゃんの体育着姿を、こんな真正面からしっかり見るのは初めてだ。

　半はん袖そで半ズボンの白を基調とした体育着で、飾り気がない服なのになぜ聖ちゃんが着るとこんなにも可愛いと思えてしまうのか。

　あと……ちょっとその、お胸が強調されているのが、男の性として気になってしまう。

　体育着は薄手なので、やはりそこが大きいと目立ってしまうだろう。

　対して……藤瀬は、その、うん、原作で知ってたけど、控えめだね。

「久村くん？　なんか失礼なことを思ってない？」

「いえとんでもないです、藤瀬様」

　ちょっと待って、なんでみんな本当に読心術を使えるんですか？

　原作では全員読心術が使える、なんて設定はなかったと思うのですが。

　だけど今のは俺が悪い、反省しよう。

「勇一、次は貴方あなた達の組の試合でしょう？」

「あ、歌か織おり」

　俺達が話しているところに、東條院さんも来た。

「私も勇一達のクラスを、というよりは勇一を応援しに来たわ」

「ありがたいが、いいのか？　次の試合、俺達が戦う相手は歌織のクラスだぞ？」

「好きな人を応援したいという気持ちを抑えられるほど、私は自分のクラスの男子に思い入れはないわね」

「そ、そうか」

　東條院さんの言葉で勇一は少し照れているが、東條院さんのクラスの男子にも聞こえたようで……とても士気が下がっているようだ。

　うん、そうだよね、こんな美女に「お前らに応援するほどの価値はない」なんて言われたら、そりゃ落ち込むよね。

「むぅ……し、重本くん！　私も応援してるからね！」

「ああ、ありがとう、藤瀬」

　対抗するように藤瀬も勇一に応援の言葉を送った。

「クッソ……！　あの野郎、うちのクラスのマドンナである東條院様だけじゃなく、藤瀬さんにも応援されやがって……！」

「許さぬ、許さぬぞ……！」

「ぶちのめしてやる！」

　……なんか相手チームの士気が、逆に上がっている。

　まあここまで可愛い女の子に応援されてるやつがいたら、男子高校生としては恨みたくなるだろうな。

「おっ、そろそろ試合が始まるみたいだ」

　勇一の言う通り、審判をしている生徒が笛を吹いて「次の試合のクラスは集合してください」と叫んでいた。

「じゃあ行ってくる！　応援頼んだぜ！」

「逆に私が応援してあげるんだから、負けるなんて許さないわよ、勇一」

「重本くん、頑張ってね！」

　勇一は気合いが入ったようで、「よし！」と言いながらその場から走っていく。

　あいつがいれば負けることなんてないだろうからなぁ、まあ適当にやるか。

「久村」

「ん？　どうしたの、聖ちゃ……！」

　周りに誰もいないから聖ちゃんと呼びそうになって止めようとした。

　しかし今の止め方は、俺の意思じゃない。

　後ろを向いたら聖ちゃんの顔がすごく近くにあり、息を呑のんだので言葉が止まってしまったのだ。

　とても近い、もう少し近づいてしまったら鼻と鼻がくっつきそう。

　聖ちゃんもおそらくここまで近づくとは思っていなかったのか、少し戸惑った雰囲気が伝わってきたが、その距離で聖ちゃんは言葉を続ける。

「応援してるから……頑張れ」

　とても間近で見つめ合った状態で、そんな言葉を囁ささやかれた。

　そして聖ちゃんはすごい勢いで顔を離して、顔を真っ赤にしたまま俺から離れていく。

　俺はそれを見送った後、自分の身体が熱くなっていくのを感じて……勇一や他のみんなが集まっている場所へとふらふらとしながら向かう。

　幸運なことに今の俺と聖ちゃんが顔を近づけたところを見ている男子はいなかったようで、俺がなぜふらふらになっているのかみんなわかっていない。

「司！　ヤバい！　なんかさっきの試合で俺が強すぎるからって言って、俺が投手やるの禁止になっちまった！」

「……勇一」

「なんだ？　なんか司、ふらふらだぞ？　それに顔も赤いし……どうしたんだ？」

「俺が投手やる」

「えっ、お前出来るのか？」

「小学校の時はやってた。お前よりも球速は遅いと思うがな」

「おお、そうか！　誰が投手やるか迷ってたんだ！　司、頼むぜ！」

「よっしゃぁぁ！　ぜってぇ勝つぞおらぁぁぁぁ!!」

「お、おお!?　司、なんかいきなり気合い入ってるな」

「当たり前だろ馬鹿野郎！　やってやらぁぁぁ!!」

「ちょっと待て司、お前そんなキャラだったか!?」

　キャラが崩壊してる？　そんなのどうでもいい！

　聖ちゃんにあんなこと言われて本気出さないなんてありえねえ！

　全力でやってやらぁぁぁ！




　　　　◇　◇　◇




「すごいね、久村くん」

　聖の隣にいる詩し帆ほが、試合を観ていて思わずそう呟つぶやいた。

「ああ、そうだな。まさか久村が、あそこまで野球が出来るとは」

　聖と詩帆が観ている試合では、久村が投手をやっていた。

　聖は久村が小学校の頃に野球をやっていたと聞いたが、ここまで投手が出来るとは。

　球速は重本ほどはないが、コントロールは重本よりも上だ。

　そして変化球でカーブを投げているようで、相手チームは翻ほん弄ろうされている。

　今も久村が投げた球を打者が空振りをして、三振で攻守交代になった。

「っし！」

　軽く汗をかいている久村が、三振を取った瞬間に小さくガッツポーズをした。

　重本や他のクラスメイトの男子達が久村に近寄って、ハイタッチをしている。

　聖は軽く拍手をする程度に抑えたが、内心ではかなり喜んでいた。

（よし、よし！　ナイスだ久村！）

　思わず口角が上がってしまったが、今は誰も見ていないだろう。

　隣にいる詩帆や、同じクラスの女子達も興奮しながら試合を観ていた。

　一緒に応援しているクラスの女子達が、久村について会話しているのが聞こえる。

「久村くん、カッコいいね！」

「ね！　いつもクラスであまり目立ってないけど、運動結構出来るんだね！」

「顔立ちも重本くんほどじゃないけど普通にカッコいいよね。久村くん、彼女いるのかな？」

「そういう話は聞いたことないよね。いないんじゃないかな？」

「私、久村くん狙ってみようかなぁ」

（なっ!?）

　そんな声が聞こえてきて、思わず聖はそれを言っている女子の方をバッと見てしまった。

「えっ、本当に？」

「うん、私結構、久村くんタイプだなぁ。それにギャップもよくない？　いつも教室では重本くんの隣にいてあまり気づかなかったけど、普通にカッコいいじゃん」

「まあそうだね。それなら私も狙ってみようかなぁ」

（なっ、なっ……!?）

　クラスの女子達の会話に、聖は内心とても動揺していた。

　まさか他の女子達が、久村にこんなに興味を持つなんて思いも寄らなかった。

（くっ、誤算だった……！　確かに久村は顔は悪くない、私もその、カッコいいと思っているが……）

　聖はまだ久村について会話をする女子達に、視線などは向けずに耳を全力で傾けていた。

「えっ、あんた、前に隣のクラスの子と付き合ってなかった？」

「この間別れたよ。今はフリーだから、別にいいでしょ」

「まあいいと思うけど、そんな簡単に男の子と付き合っていいの？」

「別に一生付き合うというわけじゃないんだし。試しに付き合ってみる感じで」

（なっ、そ、そんな軽い感じで……！）

　詩帆が前に言っていたが、好きじゃないけど試しに付き合ってみるという選択があると聞いていた。

　だけど聖はそんな不誠実なことはせず、本気で向き合って付き合うことを決めた。

（別にそういう考えで付き合うことを否定するわけじゃないが……久村がそんな感じで付き合う人間だと思われていることが、少しムカッとするというか……）

　人それぞれ、異性と付き合う時に考えることは違うだろう。

　だが久村は、自分に本気で惚ほれてくれて、あんなに真剣に告白してくれて……。

（こ、ここで思い出すことではなかった……！）

　球技大会の男子の野球を観ている時に、久村の告白とかを思い出して聖だけ顔を真っ赤にしてしまう。

　ただ一つ聖が思うのは、自分も久村もそんな軽い気持ちで付き合ったわけじゃないということだ。

（くっ、それをあの女子達に言いたいのだが、それをするには私と久村が付き合っているということを話さないといけなくなる。それは無理だ……！）

　そんなことを考えていると、野球の試合の展開は進んでおり、久村が打者としてバッターボックスに立とうとしていた。

「聖ちゃん、久村くんが打つよ！」

「あ、そ、そうだな」

「ほら、久村くんがこっち向いてるよ」

　詩帆の言う通り、バッターボックスに入る前に久村がこちらを向いているのがわかった。

　こちらを向いてないでしっかり集中しろ、と思うと同時に、自分の方を向いて特別に思ってくれているのが伝わってきて、嬉うれしくも思ってしまう。

　頑張れ、という意味を込めて周りにあまりバレないように、小さく手を振った。

　すると伝わったのかわからないが、久村が胸の辺りを苦しそうに押さえた。

「ど、どうしたんだ久村は、胸を押さえているが。どこか怪我をしたのか？」

「うん、聖ちゃんのせいだから、大丈夫だよ」

「な、なぜ私のせいなんだ？」

「そりゃ聖ちゃんが可愛すぎるからだよ」

　どういう意味かわからず、聖は首を傾げる。

　もう一度聞こうとした瞬間、

「「久村くーん、頑張ってー！」」

　と二人の隣からそんな黄色い声援が響いた。

　そちらを見ると、先程久村を彼氏にしたいと話していた二人が大声で応援していた。

　バッターボックスに入る直前の久村にも声が届いたのか、ちょっと驚きながらも軽く会釈をしているのがわかった。

「あはは、久村くん可愛いー」

「ふふっ、そうだね。これであとで話しかけに行けば、好印象を持ってもらえるかな」

　どうやら遊びなのか本気なのかわからないが、久村と絡みに行こうとしているようだ。

「……」

「聖ちゃん聖ちゃん、ちょっと雰囲気怖いよ」

「……すまない」

　思わずあの二人の女子を睨にらんでしまい、詩帆に注意される。

　久村のことを応援してくれているのは、彼女としてもありがたい話である。

　しかし久村を彼氏にしたい、狙いたいというのであれば、話は別だ。

「嶋しま田ださん、うかうかしてられないのでは？」

　重本を応援するために近くにいた東條院が、聖に話しかけた。

「っ！　東條院……何がだ？」

「あら、わかるでしょう？　久村くん、今回の球技大会で人気者になってしまうわよ？」

「そ、そうかも、しれないな」

　自分が久村を応援して焚たきつけたのが原因だが、まさかここまで注目を浴びるほど活躍するとは思わなかった。

「先程の声を上げたメス達も、久村くんを狙う気よ」

「メスって酷い言い草な……」

「人の男を奪おうとしている女なんて、メスでいいのよ」

「……東條院、お前はその、私と久村が付き合っていることを、知っているのか？」

　聖は周りの目を気にしながら、小さな声でそう問いかける。

　久村も聖も東條院には付き合っていることを言っていないはずだ。

「もちろん知っているわ。あなた達を見てれば誰でもわかるわよ」

「だ、誰でもか？　もしかしてクラスの人達も……」

「いえ、クラスの人達は知らないんじゃないかしら？　昼休みに私達を隠かくれ蓑みのにして、机の下で手を繋つないでイチャイチャしているってことは」

「っ!?　な、なんでお前もそれを知って……！」

「目の前にいるんだからわかるわよ。多分、勇一は気づいてないと思うけれど」

　まさか昼休みに手を繋いでいることが、詩帆だけじゃなく東條院にもバレているとは思わなかった。

「と、東條院、頼むから私と久村が付き合っていることは、誰にも言わないでくれよ」

「なぜかしら？　私が勇一と付き合ったら、大々的に発表するわよ」

「そ、それはお前がもうすでに重本のことを好きだと周知されているからだろ！」

「まあそうね。だけど私が今のあなたの状況なら、身内だけじゃなく他人にもわかるくらい久村くんとくっつくわよ」

「なっ、それは……！」

「さっきのメス達はわかりやすいけど、久村くんのことを狙ってる女が他にいないとは限らないじゃない。私だったら他の人に『久村は私のものよ』と周知させるくらいに見せびらかすけど」

「そ、それは、その……」

　確かにそれをやれば、他の女子が久村を狙うということはなくなるだろう。

　だが聖としては、さすがにそんな恥ずかしいことは出来ない。

　二人がそう話していたら、試合をやっているところからカキーンという音が響いてきて、同時に歓声も上がった。

　そちらを見ると久村がヒットを打ったみたいで、一塁ベースを駆け抜けていた。

「あら、久村くんはまた活躍したみたいね。ほら、さっきのメス達以外にも、久村くんを熱い視線で見ている女子が出てくるかもしれないわよ」

「くっ……！」

　確かにクラスの女子達が久村を見る目は変わっていた。

　それが全員久村を狙っている目だとは思わないが、狙っている女子がいると思うとムカムカとしてしまう。

　だが……一塁ベースの上に留とどまっている久村が、こちらを向いた。

　そして軽く笑みを浮かべて、小さく拳こぶしを握ってガッツポーズをした。

　その仕草にドキッとして、自分にだけ向けられた特別感を嬉しく思い、先程のムカムカが消えてしまった。

　久村のその仕草に応えるように、聖も小さくまた手を振った。

　今度は胸の辺りを押さえなかった久村だが、より一層無邪気な笑みを浮かべたことに、聖も思わず笑ってしまう。

「……アツアツね、心配した私が馬鹿みたいだわ」

「あっ……」

　今の久村と自分のやりとりを隣で見ていた東條院が、ため息をつきながらそう言った。

「まあそれでもあなた達が付き合っているって知らない人は、久村くんにアピールすると思うわよ」

「くっ……わ、わかってる」

「ならいいわ。じゃあ私は、私の仕事をしないとね」

　東條院はそう言って一歩前に出て、大声で叫ぶ。

「勇一ー！　絶対に打ちなさいよー！」

　久村の次のバッターは重本だった。

　バッターボックスに入る前の重本に東條院がそう叫ぶと、重本は笑みを浮かべて拳を上げながら「おう！」と叫んだ。

「重本くーん！　頑張ってー！」

　詩帆も東條院に負けていられないと思ったのか、あまり出さないような大声を出して応援した。

　重本はそれにも応えるように「ありがとう！」と叫んだ。

　重本のやる気も上がったようだが、敵のやる気も上がってしまったようだ。

　上がった理由としては、確実に嫉しつ妬とだとは思うが。

　久村に投げていた時よりも、思いっきり力を入れて投げる投手。

　野球部に所属している投手なので、やはりなかなかいいボールを投げる。

　しかし、相手が悪かった。

　久村が打った時よりもさらに大きな音が響き、ボールは宙を舞う。

　そのまま外野の頭を越え、場外へと消えていった。

　瞬間、校庭に大きな歓声が響いた。

「さすが私の勇一だわ！　軽々とホームランね！」

「重本くん、すごーい！」

　重本のことが好きな東條院と詩帆が興奮してそう言っている。

　今のを見ていた同じクラスの女子達、他クラスの女子達も黄色い歓声を上げていた。

　先程まで久村を狙っていると話していた女子達も、久村がヒットを打った時よりも顔を輝かせている。

　確かにヒットよりもホームランの方がすごいし、重本の方が人気なのはわかっている。

　久村が狙われるよりも重本が目立って女子達の視線を集めた方が、久村の彼女の聖としては安心出来るだろう。

　だがそれでも……。

（なんだか気に食わない……私の久村だって、負けてない）

　と思って表情が硬くなる聖だった。




　　　　◇　◇　◇




　はぁ、疲れた……。

　東條院さんのクラスとの試合を終えて、俺は一息ついていた。

　なんか勢いと流れで俺が投手をやることになったが、久しぶりに投げたけど結構調子がよかった。

　まあ調子がよかった要因は、一つしかないけど。

　俺は今、試合が終わった後のクールダウンとして、軽く勇一とキャッチボールをしてる。

　いきなり練習もほとんどなしに全力で投げたから、終わった後にしっかりケアしないと肩か肘ひじがぶっ壊れてしまう。

　まあ多分大丈夫だろうが、念には念をだ。

　勇一と軽いキャッチボールをし終わり、クラスのみんなが集まっている場所へと行く。

　男子の野球が勝ったからか、校庭の一角でみんなが興奮した様子で談笑していた。

　俺と勇一が行くと数人の女子が気づき、こちらに近づいてくる。

「勇一くん！　ホームランすごかったね！」

「野球部のエースから打っちゃうなんて、本当にすごいよ！」

「おう、ありがとう！」

　さすが勇一、クラスの女子からの人気度も高いので、すぐに女子達に囲まれてしまった。

　勇一が爽さわやかな笑みを浮かべると、近くにいる女子達が頬を赤く染めていた。

　いやー、さすがイケメン主人公だな。

　まああのホームランは本当にすごかったが。

「ごめんなさい、通してくれるかしら？」

「あっ、と、東條院さん……どうぞ」

　東條院さんが来て、笑顔でクラスの女子達を退かせた。

　さすがにクラスの女子達も、東條院さんと競い合う気はないようだ。

　まあ東條院さんに立ち向かうのは勇気いるよな。

　容姿的にも、権力的にも。

「勇一、お疲れ様」

「ああ、歌織、ありがとう」

　東條院さんが勇一に近づいたことにより、勇一の周りにほとんどの女子がいなくなった。

　ただ一人、藤瀬詩帆を除いて。

「重本くん、お疲れ様。はいこれ、冷たいタオル」

「おっ、ありがとう、藤瀬。はぁ、気持ちいいな」

「藤瀬さん？　そのタオル、あなたのなのかしら？」

「もちろんそうだけど……」

　タオルを勇一のために冷やしておいてあげるなんて、献身的なマネージャーみたいだな。

　こんな可愛い子がマネージャーになってくれたら、どこまでも強くなれそうだ。

「そのタオル、言い値で買うわ」

「えっ？」

「勇一の汗を染み込ませたタオル……価値は相当よ。わかるわね？」

「いや意味わからんわ」

　さすがの勇一も東條院さんの言葉にツッコミを入れた。

　うん、多分東條院さんしかその意味はわからないと思う。

「何よ勇一。あなたの汗は私にとって、ダイヤモンドよりも価値があるのよ？」

「いや絶対にダイヤモンドの方が価値があるだろ」

「それは人によって違うわ。もちろん本当なら直接舐なめ……摂取したいんだけど」

「ちょっと待て、今舐めるって言おうとしなかったか？　えっ、汗を？　あと摂取ってのも舐めるよりはマシかもしれないが、相当ヤバいだろ」

「大丈夫よ、摂取量は適量にするから、禁断症状は出ないと思うわ」

「だから意味わからねえって、俺の汗をヤバい薬と勘違いしてないか？」

　やっぱり東條院さんって……ちょっと性癖が変わってるというか、ヤバいというか……。

「あら、久村くん、何か私に言いたいことでもあるのかしら？」

「いえ何もありません」

　もう心は読まれるもの、と考えた方がいいかもしれない。

　特にそういうちょっと失礼なことを考えた時は、余計に。

「それで藤瀬さん、どうかしら？　億までは出せるわよ」

「億……!?」

　さすがに俺も声が出てしまった。

　ちょっとそれは出しすぎではないのか？

　たかだか勇一の汗が染み付いたタオルにそこまで金を出すなんて。

　俺にとっては、聖ちゃんの汗が染み付いたタオルということに……。

　やめよう、これ以上考えるのは。

　俺も東條院さんと同様に、ヤバい性癖になってしまう可能性が高い。

「ふふっ、ごめんね東條院さん。これは私のお気に入りのタオルだからあげられないかな」

　藤瀬が笑みを浮かべて、そう断言した。

　億もくれるという提案を、簡単に蹴けった。

「えっ、藤瀬、これお気に入りなのか？　俺が使っちゃっていいの？」

「うん、大丈夫だよ。重本くん、汗は拭ふけた？」

「ああ、すごく気持ちよかった」

「そっか、よかった」

　藤瀬はそう言いながら勇一からタオルを受け取った。

「よかったら俺の家でそれ洗って返すけど……」

「大丈夫、私がしっかり洗うから。東條院さんみたいなことはしないから、安心してね」

「あ、ああ、それはもちろん疑ってはないけど」

　うん、藤瀬は原作でも特にそういう描写はなかったから、ヤバい性癖はないだろう。

　……ないよね？




　東條院さんと藤瀬がまた勇一を奪い合うように言い争っているが、俺はもう関係ないので逃げるようにその場を離れる。

　勇一にちょっと「助けてくれ」という目線を向けられた気がしたが、気のせいだろう。

　そういえば聖ちゃんはどこにいるだろうか。

　試合を終えてから聖ちゃんの姿を見ていなかった。

　周りを見回して聖ちゃんの姿を捜すと、藤瀬と東條院さんが争っているところから少し離れた場所にいた。

　意外と近くにいたようだ。

　俺が聖ちゃんの方に向かって歩き出すと、聖ちゃんも俺が近づいてくることに気づいたのか、俺と目線が合って軽く笑ってくれた。

　可愛いなぁ、付き合いたい、あ、付き合ってた。

　そう思いながら俺が聖ちゃんに声をかけようとした、その瞬間。

「久村くん、試合お疲れ様！」

「投手すごかったね！　球もすごく速かった！　野球やってたの？」

　俺と聖ちゃんの間に入ってくるように、二人の女子が俺に話しかけてきた。

「えっ、あ、ありがとう。野球は小学校の頃だけ、やってたな」

　いきなり話しかけられてビックリしたが、無視するわけにもいかないので話す。

　というかこの子達、誰だっけ。

　同じクラスってことは覚えてるんだけど、名前が思い出せない、申し訳ないが。

「そうなんだ！　運動神経いいんだね、すごい！」

「そうだね、カッコよかったよ！」

「あ、あはは、ありがとう」

　褒められるのは素直に嬉うれしいけど、なんか裏がありそうで怖いな。

　それに運動神経がいいっていうが、小学校の頃に野球をやってただけで、経験者だから素人しろうとだらけの中で活躍出来たというだけだ。

　相手が野球部のエースで素人なのにホームランを軽く打つ勇一に比べれば、俺の運動神経なんて全然だ。

　それに聖ちゃんも……そうだ、聖ちゃんに話しかけようとしたんだ。

　俺はそう思って二人の女子と軽く話しながら、チラッと聖ちゃんの方を見る。

「っ！」

「ん？　どうしたの久村くん？」

「い、いや、なんでもない」

　危うく声が出るところだった、危ない。

　女子二人の後ろに聖ちゃんがいるから二人は見えていないようだが……聖ちゃんがなんか、ちょっと怖い目で二人を睨にらんでいる。

　雰囲気としては、東條院さんが勇一の周りにいる女子を追い払う時に似ている気がする。

　えっ、もしかして聖ちゃん……嫉しつ妬としてくれてるの？

　嘘、えっ、マジで？

　いや、こう言っちゃ悪いと思うけど……なんかすげえ嬉しい。

　俺がそう思って聖ちゃんを見ていると、聖ちゃんが俺の視線に気づいた。

　聖ちゃんはハッとして頬を赤らめて、気まずそうに顔を背けて俺から逃げるように遠くへ行ってしまった。

　嫉妬してくれていたのかはわからないけど、今の姿を見られて恥ずかしかったのだろう。

「ごめん、用事思い出したから」

「えっ、あ、うん」

　話しかけてくれた女子にそう謝ってから、俺は聖ちゃんの後を追った。

　聖ちゃんはそこまで遠くには行ってなくて、校庭の端っこの方、校舎が太陽を遮って影になっているところにいた。

　そこは陽が当たってないので涼しく、動いた後に休憩するにはピッタリな場所だ。

　聖ちゃんはそこで壁を背にして寄りかかっている。

　壁に寄りかかっているだけなのに何をしても絵になるなぁ、さすが聖ちゃん。

「聖ちゃん、お疲れ様」

「久村……そっちこそ、お疲れ様」

　俺が話しかけると、聖ちゃんは視線を合わせずに下を向きながら言った。

　周りに何人か生徒がいるがそれぞれ話しているので、俺と聖ちゃんの方を向いている人はいない。

「俺の活躍見てくれた？　聖ちゃんに応援されたから、自分でも驚くぐらい頑張ったけど」

「もちろん見てたぞ。その、カッコよかった……」

「んっ!?　あ、ありがとう……」

　聖ちゃんにそんな真っ直ぐ褒められるとは思わなかったから、お礼の言葉が思わず詰まってしまった。
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「野球をやっていたとは聞いていたが、まさかそんなに上手いとは思わなかったよ」

「まあ、特別上手いわけじゃないけどね。さっきのは聖ちゃんに応援されたから、アドレナリンがバンバン出たって感じ」

「そ、そうか……クラスの女子達も、見直したみたいなことを言っていたぞ。よかったじゃないか」

「ん？」

　いきなり何でクラスの女子達の話に……あっ、もしかしてさっきの俺にいきなり絡んできた女子二人のことかな？

「クラスの女子達の評価はまあ嬉しいけど、そこまで興味ないかな。聖ちゃんからの俺への評価は上がったかだけが気になるな」

「っ……もちろん上がったさ。私のためにその、頑張ってくれたのだから。結果が出ていなくても、私は嬉しかったよ」

「……あ、ありがとう」

　嬉しすぎて可愛すぎる……！

　なんかさっきからカウンターパンチを食らっている気分だ。

　いや、多分聖ちゃんも恥ずかしがってるから、お互いにクリーンヒットを食らい合ってる感覚だろう。

　俺もちょっと聖ちゃんの方が見られずに一度視線を外して、もう一度聖ちゃんの方を見る。

　すると聖ちゃんも一緒のタイミングで俺の方を見たのか、バッチリと視線が交わった。

　一瞬だけお互いに戸惑ったような仕草をしてから……耐えきれずに一緒になって笑ってしまう。

「あはは、なんか今の面白かったね」

「ふふっ、そうだな。よくわからない瞬間だった」

　こういう何気ない会話、何の意味もない会話ですら、聖ちゃんとしていると楽しい。

　なんだかちょっと気まずい雰囲気が流れていたが、それで一気に和やかな空気になった。

「そろそろ女子のバスケの試合じゃない？」

「ああ、そうだな。じゃあ体育館に向かうとするか」

　しかも次の試合は、東條院さんのクラスとやるのだ。

　今までは聖ちゃんのお陰で簡単に勝っていたうちのクラスだが、東條院さんのクラスと戦うとなるとそうはいかないだろう。

「次の試合、東條院さんとだね」

「ああ、そうだな。今回の球技大会で一番の強敵だろう」

「頑張ってね、聖ちゃん」

　聖ちゃんは東條院さんに勝つために、昨日と一昨日おとといに練習をしたのだ。

　主にスリーポイントの練習をしてたが、最後の方は本当にずっと外していなかった。

　何本連続で入ったのかは数えてないからわからないが、俺の体感では百本は連続で入っていた気がする。

「久村にあんなに手伝ってもらったのだから、久村のために必ず勝つさ」

「っ……！」

　軽く口角を上げながら、さらっとそんなことを言われてしまった。

　カウンターとかではなく、完全な不意打ちで顔面へストレートパンチを食らった。

「イケメンすぎる……！」

　俺は顔を両手で覆いながら思わずそう呟つぶやいた。

「なっ!?　い、いきなりそんなことを言うな！」

　聖ちゃんは恥ずかしそうにしながら、俺に向かってそう言った。

　そんなやりとりをしながら、俺と聖ちゃんは体育館へと向かった。




　体育館に着き、聖ちゃんはコートの方へ行って、俺は二階のキャットウォークに上がる。

　体育館は校庭ほど広くはないから、応援する場合は二階に上がるのだ。

「聖ちゃん、応援してる」

「ああ、ありがとう」

　最後にそう会話をして、俺と聖ちゃんは別れた。

　二階のキャットウォークの、俺のクラスの男子が固まっているところに行き勇一と合流する。

「おっ、司、来たか。そろそろ試合始まるぞ」

「ああ、多分今回の球技大会で、一番の接戦になるだろうな」

「そりゃそうだろ。こっちのクラスには嶋田がいて、相手には歌織がいるんだから」

　どちらも今まで何試合かやっているが負けなし、圧倒的大差で全試合に勝っている。

「勇一はどっちが勝つと思うんだ？」

「十中八九、歌織のクラス。嶋田も強いけど、バスケは一人が強くても限度があるだろ」

　相手のチームには東條院さんだけじゃなく、女子バスケ部が三人いて、こちらには一人もいない。

「同じクラスだし、頑張ってほしいけどな」

「東條院さんを応援しなくてもいいのか？」

「うーん、難しいところだよなぁ。敵チームだからすげえ応援しづらい」

　確かに今回はうちのクラスとの対決だし、普通ならば敵チームに仲の良い友達がいても応援しづらいだろう。

「だけどそんな状況で、東條院さんはお前を応援してくれてただろ」

「そういえばそうだったな」

「まああの人は特殊だが」

　東條院さんは勇一至上主義だから、自分のクラスの男子なんて本当にどうでもいい、みたいな感じだった。

「敵チームを応援するというよりは、東條院さんを応援するぐらいだったら大丈夫じゃないのか？」

「そうだな、学校のちょっとした行事なんだし、そこまで固くなくていいよな」

「ただの応援だしな」

「あとでここから歌織に応援の言葉かけるか、じゃあ」

　勇一が東條院さんに声をかけたら、あの人だったらめちゃくちゃ頑張るんだろうなぁ。

　さっきの俺みたいに。

　いや、聖ちゃんに応援されて頑張る俺と、勇一に応援されて頑張る東條院さんだったら、頑張り度で言えば俺が勝つはずだ。

　そのくらい俺は聖ちゃんに応援されて頑張ったからな、うん。

「そういえば司はどっちなんだ？」

「ん？　何が？」

「そりゃ、うちのクラスか歌織がいるクラス、どっちが勝つと思うんだ？」

　勇一には俺が聞いたけど、俺からは答えていなかった。

　だがまあ俺の答えは、当然決まっている。




「──聖ちゃんがいるんだ、うちのクラスが勝つに決まってるだろ」




「あっ、聖ちゃんって言った」

「今のなし、嶋田ね、嶋田」

　二人きりの時以外は言っちゃいけない呼び方だった。

「あとてめえが聖ちゃんって言うなぶっ飛ばすぞ」

「理不尽だな!?」




　　　　◇　◇　◇




　試合が始まる前の、軽いシュート練習。

　聖は自分のシュート感覚を確かめるため、スリーポイントを何本か打つ。

　全てリングに吸い込まれるように入る。

「よし」

　シュートタッチの感覚は悪くないと確認して、係の者の「整列ー」という声が聞こえたので、コートの真ん中にスタメンが集まる。

　もちろん聖はスタメンに入っているので、コートの真ん中あたりに行く。

　自分の目の前に並ぶのは敵チーム、その中の一人……東條院歌織だ。

「ご機嫌よう、嶋田さん。負ける準備は出来ているかしら？」

　自信満々の顔をした東條院が、挑発をするようにそう言ってきた。

「勝つ準備しかしてないな。そちらこそ、重本の胸を借りて泣く準備は出来ているか？」

「あら、その準備ならぜひしておきたかったわ。ただ残念、そうなることは絶対にないから準備はしていないわね」

「なら今のうちから心の準備だけはしておくんだな。重本なら準備なしでもお前の泣き顔を隠すくらいはしてくれるさ」

「そうね、勇一ならそれくらいは簡単にしてくれるわ。それなら嶋田さんこそ、あの人に胸を借りる準備は出来ているのかしらね？」

「あ、あいつにそんなことしてもらう予定は、今のところはない」

「へー、そうなのね、今のところ、ね」

「くっ……！」

　試合前の軽い言い争い、最後の最後で東條院にしてやられた感が否めない。

　バスケの試合は、最初に両チームの代表が出てのジャンプボールからゲームが始まる。

　身長も高くジャンプ力もある聖がやるのは当然、そして相手チームも東條院がジャンプボールを務めるようだ。

　センターサークルの中に二人だけが入り、その周りを他のメンバーが囲む。

「そういえば、負けた方の罰ゲームを決めてなかったわね」

「罰ゲームか？」

　東條院からいきなりの提案に、聖は少し戸惑う。

「これだけの勝負、何もなしじゃつまらないでしょう？　勝った方が何か負けた方に命令出来ることにしましょうか」

「……まあいいだろう。私が負けることはないからな」

「ふふっ、私が勝った時にあなたに命令することはもう決まってるわ」

　東條院がそう言うと同時に、審判が笛を吹きながらボールを宙に投げた。

「──久村くんと付き合っていることを公表する、よ」

「なっ!?」

　東條院の言葉に驚いてしまった聖は、ジャンプするタイミングがズレてジャンプボールに負けてしまった。

　そして、試合は開始した。




　試合が始まるとすぐに東條院チームが最初に点を決める。

　五人中三人がバスケ部員、さらに運動神経抜群の東條院歌織が相手。

　攻撃を止めるのは難しすぎる。簡単にシュートを決められてしまう。

　そして聖のチームの攻撃。

　ハーフコートまでボールを運んでから、聖にパスが回る。

　スリーポイントラインの外でボールをもらう聖。

　聖をディフェンスする相手はもちろん、東條院歌織だ。

「さっきの命令……あれは本当にするつもりか？」

　聖はボールを保持したまま、目の前で腰を落としてすぐに動けるようにしている東條院に問いかける。

「もちろんよ。私は嘘はつかないわ」

「っ……そうか、なら負けるわけにはいかないな」

　そう言って聖もボールを保持したまま、攻撃を仕掛けるタイミングを探る。

　ただ東條院が聖の近くでディフェンスをしてきているので、スリーポイントは打てない。

（こいつ、私のスリーポイントを潰つぶすつもりか……）

　聖の思う通り、東條院は聖のスリーポイントを警戒していた。

　だからこそ打たれないように近くで守っている。

（嶋田さんはスリーポイントでより多くの点数を稼ごうとしている。それなら打たれないようにするだけの話だわ）

　そう思いながら守っている東條院。

　そして──聖が仕掛ける。

　東條院の横を抜けるように一歩踏み出し、ゴール方向に向かってドリブルを始める。

　ディフェンスは近くにいるとシュートを打たせないことは出来るが、近くにいるから簡単に抜かれやすくなってしまう。

　だが東條院の身体能力だと、並のバスケ部員でも簡単に抜くことは出来ない。

　しかし聖の身体能力は東條院歌織を上回る。

　一瞬にして東條院を抜き去ろうとする聖。

「くっ……！」

　聖の速さにギリギリで反応して、東條院は聖の横をついていこうとする。

　しかし……東條院がついていこうとしたのに、聖は一歩踏み出して一回ドリブルをついただけで、急に後ろに下がった。

「なっ!?」

　東條院はさすがにそれを予想しておらず、聖から引き離されてしまう。

　聖はすでにシュート体勢に入っており、引き離された東條院は止めることが出来ず。

　綺き麗れいなフォームでシュートを放った聖、ボールは綺麗な弧を描きリングのど真ん中に吸い込まれていった。

　その入った点数は、三点。

　つまり聖が打った場所は、スリーポイントラインよりも外であった。

（ステップバック、スリーポイント……！）

　一歩だけ前に出て、一回だけドリブルをついてすぐに後ろに下がってシュートを打つという技、ステップバック。

　形だけやるのは簡単だが、その後のシュートを決めるのは至難の業だ。

　身体がいつもよりも難しい体勢になるから、シュートを決めるのは難しい。

　それがスリーポイントというロングシュートになったら、難易度はさらに上がる。

　そんな難しいシュートを、東條院歌織を相手に簡単に決めてしまった。

　シュートが入ってからは一瞬の静寂……それから、体育館に爆発的な歓声が上がった。

「嶋田さん、カッコいい……！」

「めちゃくちゃ速いし！　あれが女子の素人しろうとの動きかよ！」

「おい、お前バスケ部だろ。あれと同じこと出来るのか？」

「いや、あんなにべったりディフェンスがいて、ステップバックスリーなんて不可能だろ」

　男子も女子も、見ている者全員が口々に今の聖のプレイに感嘆の声を上げていた。

「やってくれるわね……」

　一番警戒して、絶対に決められないようにしていたスリーポイントを、こうも簡単に取られてしまった。

「まだまだこれからだ。これくらいで心折れるなよ、東條院」

　そう言って不敵に笑う聖。

「カッコよっ……！　聖ちゃん、マジで聖ちゃんだわ……！　惚ほれる……いや、もう惚れてるけど、さらに惚れてしまう……！」

「司、独り言がちょっと大きいぞ」

　そんな会話が二階のキャットウォークで繰り広げられているのを、聖も東條院も知る由もなかった。




　球技大会のバスケの試合は、二十分で終わる。

　本来のバスケの試合は十分を一回としてそれを四回繰り返すのだが、さすがにそれをやるだけの時間も体力もない。

　聖のクラスと東條院のクラスの試合は、前半の十分が終わった。

　スコアは、二十対十五。勝っているのは、東條院のクラスであった。

　さすがに聖が一人でバスケ部員三人、そして東條院を相手にするのは厳しかった。

　いや、聖が一人でずっとオフェンスをしていれば、勝つことは出来るかもしれない。

　しかしこれは球技大会の試合。もちろん聖以外にも女子生徒はいて、彼女らにもパスを回さないといけない。

　楽しむことを目的にしている試合で、聖が全てボールを持っていたらさすがに他の生徒はつまらなすぎる。

　何回かに一回のペースで聖にボールが回ってくる、前半の十分だったら五回ほど。

　そしてその五回、全て聖は東條院チーム相手にシュートを決めた。

　スリーポイントが三本、二点シュートを二回、合計十三点だ。

　聖のチームが決めた十五点中十三点を聖が決めているのだから、聖がいなかったら試合になっていないというのは誰の目から見ても明らかだった。

　前半の十分が終わり、後半の十分もすでに始まっていた。

　しかし聖は出ていない。

　バスケを全力で十分もやれば、普通の女子だったら体力の限界を迎える。

　だが聖はまだ全然動ける。

　それなのに出ていない理由は、やはり球技大会で他の女子生徒もいるからだ。

　聖がずっと出ていたら五人チームの一枠をずっと埋めることになってしまう。

「ふぅ……」

　聖は試合の行方を見ながら、壁に背を預けて水を飲んでいた。

　一人で座っている聖のもとに近づいていく影が一人、聖もその人に気づく。

「嶋田さん、お疲れ様。やはりあなた、凄すさまじいわね」

「お疲れ、東條院。褒め言葉として受け取っておく」

　東條院は話しかけながら、聖の隣に腰かける。

「水はいるか？」

　聖は持っているペットボトルに入った水を差し出そうとする。

「いいえ、大丈夫よ。それに間接キスは勇一としかしないつもりなの」

「そ、そうか……」

　いらぬ情報が返ってきて、少し戸惑いながらもう一口水を飲む。

「そういえば嶋田さんは、久村くんとキスくらいはしたのかしら？」

「ぶっ……！」

　東條院のいきなりの質問に、聖は危うく水を吹き出すところだった。

「い、一体何を……！」

「あら、普通の恋話よ。それで、したのかしら？」

「い、いや、まだしてないが」

「そうなの？　あなた達ならもうしていると思っていたわ」

「なぜだ!?」

「だってあなた達、すごくイチャイチャしているじゃない。ぶっちゃけ嫉しつ妬とするわ」

「し、してない！　って、えっ、嫉妬？」

「あっ、もちろん久村くんを狙ってるわけじゃないわよ？　ただ私も早く勇一と付き合ってそうやってイチャイチャセッ……したいと思っただけよ」

「そ、そうか……ん？　なんかお前、最後に何か言いかけてなかったか？」

「気のせいよ」

　一度、それで会話が途切れる。

　二人は一緒に試合を観るが、どうやら試合は一進一退の様子だ。

　聖も東條院も出ていないし、東條院のチームにいるバスケ部の女子も出ていない。

　完全な素人同士の戦い。

　前半のガチ感とは違い、球技大会ならではの上手い下手関係なく、楽しんでいる感じが出ている。

　試合を二人並んで座って観ていたが、聖は気になっていることを東條院に問いかける。

「東條院、さっき話していた罰ゲームについてなんだが……」

「ああ、久村くんと付き合っていることを……」

「そ、それ以上喋しやべるな！」

　聖は周りを見回して誰か聞いているかどうか確認して、周りに誰もいないことを見てホッとする。

「……嶋田さん、私も聞きたいことがあるのだけど、いいかしら」

「なんだ？」

「あなたはなんで、久村くんと付き合っていることを隠しているのかしら？」

「なっ!?」

　いきなりそんなことを直球で聞かれるとは思わず、頬を赤く染める聖。

「私だったら絶対に公表するわ。みんなに話して『私の勇一よ！』って自慢するわよ」

「お前だったらそうするだろうな……」

　むしろ付き合っていない今でも、勇一のカッコよさを周りに自慢している感じがする。

「それに他人に言い触らすことによって、他の女達への牽けん制せいになるわ。『勇一は私のものよ、手出しは許さないわ』ってね」

「お前は今でもそれをやってるだろ……」

「あら、そうね。だけど藤瀬さんだけが対抗してくるから、早く排除したいわね」

「物騒な言い方をするな。私の友達の詩帆に手を出したら、絶対に許さないぞ」

　聖は睨にらみながらそう言うと、東條院はふっと笑って続ける。

「大丈夫よ、そういう排除は藤瀬さんにするつもりはないわ。まあ勇一の害になるのであれば、やっていたかもしれないけど」

「……お前、まさか他の女性にやったことあるのか？」

「ふふ、黙秘権を使うわ」

「……」

　ほとんど「やった」という自白なのだが、詳しく聞くのが怖い。

「犯罪はしてないわよ。むしろ勇一の害になった女が罪を犯していたのよ、勇一の荷物を盗むとかね」

「まあそれなら仕方ないが……本当に大丈夫なのか？」

「ええ、殺してはいないわ」

「……そ、そうか」

　これ以上聞くのはやめておこう、と思った聖。

「話を戻すわね。私が嶋田さんの立場だったら、久村くんと付き合っていることを普通に周りに公表するわよ。特に今、久村くんは他の女達から目をつけられているのだし」

「うっ……」

　聖は痛いところを突かれて声を漏らす。

　先程の野球の試合で、久村は活躍していろんな女子に「カッコいい」と言われていた。

　実際、行動に移して久村に話しかけている女子もいたくらいだ。

　その光景を見た時は「この女が、私の久村を……！」と思って睨んでしまい、その顔を久村に見られてしまった。

　あれは不覚だった、あんな顔を久村には見られたくなかった。

「それで、なんで公表しないのかしら？　公表すれば他の女に牽制も出来るし、教室でもイチャイチャ出来るし、いいことしかないわよ」

「……それは、その」

「ん？　何かしら？」

　小さな声で呟つぶやく聖の顔を覗のぞき込む東條院。

「……は、恥ずかしいだろ、他の人に知られるのは」

「っ……！」

　体育座りで顔を隠すように膝ひざに顔を埋うずめる。

　鼻から上が見えている状態で、頬を赤くした状態で東條院から目線を逸らすようにそう言った。

「……まさか私をドキッとさせるなんて、やるわね、嶋田さん」

「ど、どういうことだ？」

「それを久村くんにいつも見せているの？　それはもう久村くん、糖分の過剰摂取になるのも時間の問題ね」

「だ、だからどういうことだ!?」

　東條院の言っていることの意味はわからないが、からかわれている感じが伝わるので聖は少し声を荒らげる。

「だけどまさか嶋田さんが、そんな可愛らしい理由で他の人に言わないなんてね」

「くっ……あまりからかうな」

　そう言いながらまた顔を逸らす聖。

「てっきり久村くんが彼氏ってことが恥ずかしくて、隠しているのかと思ったわ」

「そ、そんなわけないだろ！」

　聖は話していた中で一番大きな声を上げて否定した。

　さすがに大きな声を出しすぎたのか、周りにいた数人の生徒達が聖と東條院の方を見た。

　聖はそれに気づいてハッとして、気まずそうに顔を俯うつむかせる。

　東條院は聖の反応を見て笑みを浮かべていた。

「冗談よ、ごめんなさいね、そんなに反応するなんて思わなかったから」

「くっ、性格の悪いやつめ」

「だけどあなたが本当に久村くんを好きで付き合っていることがわかってよかったわ」

「うっ……！」

　真正面からそう言われてさすがに恥ずかしくなる聖。

　東條院はその様子を見てまたふっと笑い、バスケの試合を眺める。

「ラスト三分くらいになったら私はまた出るけど、嶋田さんは？」

　そう言われて聖もバスケの試合を見てみると、残りはあと五分くらい。

　そして点差はほとんどなく、聖のチームがまだ負けているが二点差である。

「……そうだな、私もその頃になったら出ようか」

「そう。ラスト三分はこっちのバスケ部の子も出ないわ」

「ほう、いいのか？」

　前半はバスケ部の三人と東條院がいて、聖一人に対して五点差で勝てていた。

　バスケ部三人がいなくなると一気に聖が有利になるだろう。

「バスケ部が三人もいて僅きん差さで勝って、勝ち誇るほど私は安い女じゃないわ」

「そうか。では私も全力で相手しよう。重本には胸を借りる予約はしたか？」

「未み来らい永えい劫ごう、独占契約で予約をしたいのだけれどね。だけど今日、胸を借りるのはあなたよ、もちろん久村くんのね」

　二人は同時に立ち上がり、顔を見合わせて笑い合う。

「私が勝ったら久村くんとの関係を公表する、いいわね？」

「まだそれを忘れてなかったか」

「もちろんよ。恥ずかしいのはいいけれど、公表した方がメリットは多いと思うわよ」

「……別にメリットを考えて公表しないわけじゃない」

「そう、まあ公表する心の準備はしておきなさいね」

「いや、お前の罰ゲームを決める準備だけしておこう」

　二人はそう言い合って、お互いに自分のクラスメイトがいる方へ歩いていった。




　そして数分後、聖と東條院がまたコートに入った。

　今度は東條院が言っていた通り、バスケ部の女子は入ってこない。

　正真正銘、聖と東條院の一対一だ。

　同じチームの女子達や、その試合を観ている男女の生徒全員が、二人の一対一をもう一度見たいと思っていた。

　二人が出てきただけで歓声が上がる体育館。

　その歓声を二人は受けながらも、お互いのことを見て笑っていた。

　点差は二点、東條院のチームがリードをしている。

「点差を広げて勝ってやるわ」

「寝言は寝てから言うんだな」

　絶対に負けるつもりはない、二人はそう宣言してからラスト三分が始まった──。

　ラスト三分は、全てのボールが二人に集まった。

　チームメイト達も空気を読むなどではなく、二人の戦いを観たかったからだ。

　二回の攻防を終えて、勝負は互角のように見えた。

　聖が一本決めれば、東條院も一本決める。

　それを二回繰り返した、だから実力は互角……かと思ったが。

　聖は二回の攻撃で、どちらもスリーポイントを決めたのだ。

　前半は東條院が聖にベッタリつくように守っていたが、それは抜かれてもヘルプが来るという前提があったからだ。

　だが今は完全な一対一、ヘルプなど来ないから抜かれないようにしないといけない。

　だから少し離れてディフェンスをしていたのだが、その隙をついて軽く一本目のスリーポイントを決められてしまった。

　聖はスリーポイントが二本、東條院はツーポイントが二本。

　決めた本数は同じだが、二点の差がある。

　つまり……最初に東條院チームがリードしていた点差は消えて、同点になった。

　残り三十秒を切って、東條院が攻める番だ。

　時間的に東條院が攻撃を仕掛けるのは最後だろう。

「やるわね、嶋田さん」

　スリーポイントラインあたりでボールを持っている東條院が、目の前で腰を落としてディフェンスをしている聖に言った。

「東條院、お前もな。だが今度は止める」

　点数は追いついたがしっかり勝ち切るためには、聖はこの攻撃を止めないといけない。

「そんなに、久村くんのことを隠したいのかしら？」

「っ、それはさっき言っただろう」

「私だったら自慢の彼氏をいろんな人に知ってもらいたいわ。『この人が私の彼氏よ』ってね。そういう気持ちはないのかしら？」

「っ、それは……！」

「久村くんが恥ずかしい彼氏じゃないのなら、なおさらね」

　瞬間、東條院が仕掛ける。

　素早いドリブルで右にフェイントをし、すぐ左に切り返す。

「くっ……！」

　聖は翻ほん弄ろうされてしまい完全に出遅れて抜かれてしまった。

　東條院の目の前には誰もおらず、ゴールに簡単にシュート出来る。

　そのまま走りながらボールを持ち、レイアップシュートを放つ──。

「なっ!?」

　東條院の手からボールが離れる瞬間、後ろから追いかけてきた聖がボールを叩たたいた。

　完全に抜き去ったのに、まさか後ろからブロックされるとは思わなかった東條院は声を上げて驚く。

　叩かれたボールは東條院の足に当たってからコートの外に出た。

　時計は止まり、聖のチームからのスローインで始まる。

　残りは十秒。

　聖のチームの女子生徒がスローインをしてくれて、聖がボールを貰もらう。
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　すぐに聖はセンターラインまで運び、コートの真ん中あたりでドリブルを続ける。

　残り八秒。

　東條院は聖から少し離れて、スリーポイントラインから一歩外のあたりで聖の攻撃に備えている。

　聖が仕掛けるとしたら時間ギリギリ、その時にドリブルで自分を抜こうとしてくるだろう。

　残り六秒。

　ツーポイントでも勝ち、スリーポイントでも勝ち、聖ならどちらでも決められるはずだ。

　だからスリーポイントも警戒しているが、まだ聖はセンターラインあたりでドリブルをしているから、少し距離を空けている。

　残り四秒。

　まだ聖が仕掛けない。

　そろそろ仕掛けてくると思って身構える東條院、だが──仕掛けてこない。

　残り二秒。

（っ、まさか！）

　そこで東條院は気づく、聖が仕掛けようとしている最後の攻撃を。

　瞬間、聖がドリブルをやめてボールを持つ。

　そして、シュートを放った。

　スリーポイントラインから三メートル以上離れている場所からの、超ロングシュート。

　そんな遠くから打ってくるわけがないと思って離れて守っていた東條院、何も出来ずにその綺き麗れいなフォームを見つめるしかない。

　遠くから打ったからこそ、ボールはいつもより大きな弧を描いていた。

「東條院、私は大事な宝物を……誰にも見せずに自分だけのものにしたいタイプなんだ」

　聖がそう言った瞬間──ボールはリングに吸い込まれた。

　体育館に一瞬の静寂が走り、次の瞬間には爆発的な歓声が響き渡った。

　勝者は、聖だ。




　　　　◇　◇　◇




　球技大会の全試合が、終わった。

　最後に総合で優勝したクラスの発表があったが、もちろん俺らのクラスだった。

　男子の野球、女子のバスケ、どちらも全クラスで一位なのだから。

　俺ら男子はやはり勇一の存在が大きいだろう。

　一試合に一回はホームランを打ち、打ち損じても二塁打くらいは打つ。

　投手は俺がほとんど投げたが、まあまあ活躍した……と思う。

　女子ももちろん、聖ちゃんの存在がほとんどだろう。

　今回の球技大会で一番注目を浴びた試合は、男女合わせても聖ちゃんと東條院さんの試合だ。

　試合をやっている時の熱気、そして終わった後の興奮度はすごかった。

　あんなヤバい試合を見せられちゃ、そうなるのは当然だと思うが。

　いやー、本当にすごかった。

　もう聖ちゃんがカッコよすぎて、最高すぎた。

　男子も女子もみんな聖ちゃんと東條院さんに熱中していただろう。




　今現在、時刻は六時過ぎくらいだろうか。

　俺達のクラスは球技大会の打ち上げに来ている。

「じゃあみんな！　グラスは持ったか!?　酒は二十歳になってからだからダメだぞ！」

　勇一が代表としてみんなが座ってる中で立ち上がり、音頭を取る。

「じゃあ今日はお疲れ！　優勝おめでとう！　かんぱーい！」

　一拍遅れて、「かんぱーい！」という男女の声が入り乱れた。

　ここは学校近くの大きな居酒屋で、座敷の大部屋を貸し切りにしている状態だ。

　酒を頼まなければ別に高校生でも居酒屋に入っていいと思うが……なぜこんな大部屋を貸し切りに出来ているか。

　普通の高校生だったらそんなこと出来ないが……普通じゃない高校生が一人、いるんだよなぁ。

「勇一、お疲れ様。いい挨あい拶さつだったから動画はしっかり撮っておいたわ」

「歌織、ありがとう、だけど動画は消してくれ。あとなんでお前、違うクラスなのに打ち上げにいるんだ？」

　そう、勇一の隣にいる東條院歌織だ。

「あら、私がいなかったらここを貸し切りに出来ないのよ？」

「それはとてもありがたいんだが……お前のクラスの打ち上げはないのか？　一応お前のクラス、二位だろ？」

「いいのよ、勇一がいない打ち上げなんて行く価値はないわ」

「お前、自分のクラスで友達いるか？　大丈夫か？」

「心配してくれてありがとう、勇一。大丈夫よ、女子とはしっかりコミュニケーションは取れてるわ、男子とはあまり取らないけど」

　ということで、なぜかこちらのクラスの打ち上げに東條院さんがいるのだ。

　まあこんな大きな部屋で、料理もめちゃくちゃ豪華で美味おいしいものが食べられるのは、全部東條院さんのお陰だ。

　普通のクラスだったらファミレスで打ち上げとかだろう。

　このお店は東條院グループが運営しているようなので、俺達生徒は一円も払わずに打ち上げが出来ているのだ。

　なんという権力と金だ、さすが東條院グループ。

　その後、打ち上げは適当に進んでいき、みんながお腹いっぱいになりそれぞれグループに分かれ、雑談をしている。

　俺と勇一は最初の席から移動せず、勇一の隣にいる東條院さんも同様だ。

　みんなお腹いっぱいになった頃なのに、勇一はずっとご飯を食い続けている。

「さすがね勇一、マイペースにずっとご飯を食べてるなんて」

「んっ……だってめちゃくちゃ美味うまいし、残すのはもったいないだろ」

　みんなで取り分けるような食事が多いので、食べ残っている飯が多い。

　そんな中、ずっと一人で食べながら隣にいる東條院さんと喋しやべる勇一。

「ふふっ、そういう勇一が好きよ」

「んんっ！　そ、そうか……」

「あら、今、照れた？」

「て、照れてねえよ！」

　……なんか二人だけの世界を作ってやがる。

　今回の球技大会の立て役者である勇一の側に女子がいないのは、やはり東條院さんのせいだろう。

　しかしそんな東條院さんに唯一挑む、勇気ある女子がようやく勇一の隣に座る。

「重本くん、お疲れ様。今日の球技大会、すごくカッコよかったよ！」

「おっ、藤瀬、ありがとう。藤瀬こそお疲れ様。こう言っちゃ悪いが、意外と運動出来たんだな」

「あはは、聖ちゃんと比べたら全然だよ」

「いやまあ、嶋田はちょっと規格外だな」

　そんなことを言って二人はチラッと聖ちゃんの方を見る。

　俺もつられてそちらを見ると……聖ちゃんは女子に囲まれていた。

「嶋田さん、本当にすごかった！　カッコよすぎたよ！」

「あ、ありがとう」

「シュートのフォーム？　っていうのかな？　それがもう様になりすぎてて、超カッコよかった！」

「東條院さんのシュートをブロックした時も、すごく跳んでて……もうそこら辺の男子生徒よりも全然イケメンだった！」

「そ、そうか」

　色めいた女子達が聖ちゃんを囲んで、とても楽しそうに球技大会の時のことを話している。

　聖ちゃんは女子達の熱に圧倒されながらも、少し恥ずかしそうに微笑んでいた。

　可愛い……が、打ち上げに来てから全然、聖ちゃんと話せてないのは少し寂しい。

　まあしょうがないか、あれだけ活躍していればそりゃ注目されるよな。

「歌織もめちゃくちゃ上手かったが、嶋田には勝てなかったな」

　……おっと、さすが勇一くん、地雷を簡単に踏み抜いていきますね。

　ここら辺の気温が少し下がった気がした。

　それに触れないようにしていた感があったと思うが、勇一は普通に聞くんだな。

「……ええ、そうね。今回は完敗だわ」

　東條院歌織は今まで勉学や運動において、ほとんど負けなしだった。

　小中高でテストがあれば学年一位は当たり前、それ以外取ったことがない。

　運動においても部活動をやっていないのに、そのスポーツの部活をやっている子に勝つレベル。

　だけど今回、初めてスポーツで完膚なきまでに負けたのだろう。

　さすがにちょっと落ち込んでいるようだ。

「嶋田さんがあそこまでやるとは思っていなかったけど、次があれば絶対に勝つわ。だって私は、東條院歌織よ？」

　そう言って不敵に笑う東條院さん。

　その強さ、カッコよさこそ、東條院歌織というものだろう。

「そうか、頑張れよ」

「ええ、ありがとう」

　勇一の言葉に、東條院さんは可愛らしい笑みを見せる。

　また二人の世界が出来た……と思ったら。

「あっ、重本くん、口元にご飯ついてるよ」

「えっ、マジ？　どこ？」

「こっちだよ」

　藤瀬が勇一の頬あたりについてるご飯粒を指で取り、それをパクッと食べる。

「ふふっ、可愛い」

「っ……！」

　自分の頬についたご飯粒を食べ、至近距離での悪戯いたずらっぽい微笑み。

　鈍感で有名な勇一も、さすがに顔を赤くした。

「……ちょっと藤瀬さん、男性の頬についた米粒を食べるのは、はしたないのでは？」

「えー、そう？　だけど東條院さんだって、重本くんの頬についたものだったら取って食べるんじゃない？」

「取って食べはしないわ。それならまだ頬に直接口をつけて食べた方が絶対にいいわね」

「あっ、それをするのもよかったね」

「いやいやさすがにそれはやめよう、恥ずかしすぎるから」

　顔を赤くして呆ぼう然ぜんとしていた勇一も、二人の会話にツッコんだ。

「勇一、こっち側の頬にもご飯粒をつけなさい。私が取ってあげるわ」

「いや、ワザと頬につけたわけじゃないから。それにお前、今の流れだったら頬に直接口をつけて取るつもりだろ」

「あら、いけないのかしら？」

「いろいろと恥ずかしいからダメだ」

「ふふっ、残念だったね、東條院さん」

　……なんで俺はこの三人の修羅場を見ていないといけないのだろう。

　なんか勇一がまた俺に助けを求めている顔をしているが、どうでもいいや。

　さて、俺は他のグループのところに行こうかな。

　そう思って自分の飲み物のグラスだけを持って立ち上がり、修羅場を放っておいて大部屋の座敷を歩き回る。

　聖ちゃんと話したいが、聖ちゃんは女子に囲まれているからさすがに話しかけづらい。

　俺はいつも勇一とつるんでいるが、普通に他の男子とも話す。

　友達がいないわけじゃないからな。

　だけど今からどこかのグループに入るのも、なかなか気まずいな。

「久村くーん、一人なの？」

「ん？」

　後ろから声が聞こえて振り向くと、女子が四人ほど俺の方を見て笑いかけていた。

　その内の二人は、確か球技大会の男子の試合が終わった後に話しかけてくれた人達だ。

「私達と一緒に喋らない？」

「俺がそこに入っていいの？」

　女子しかいないグループに、男子の俺が入っていいものなのか。

「大丈夫だよー、ちょうど久村くんの話してたからさ」

「俺の話？」

　俺はそう言いながらそのグループのところに行き、適当に座る。

　試合終わりに話しかけてくれた女子二人、それに加えてあと二人の女子。

　……ぶっちゃけ、誰一人として名前をしっかり覚えていない。

　話しかけてくれた女子二人の名字は勇一に聞いたのだが……確か佐さ藤とうと伊い藤とう、だったかな。

　どっちが佐藤でどっちが伊藤か、マジでわからない。

「久村くん、野球ですごく活躍してたじゃん。それがカッコよかったよねー、って話」

「特に後ご藤とうちゃんがねー、ふふっ、すごく興奮してたもんね」

「ちょ、ちょっと！」

　最後にからかわれた感じの子が、後藤さん。

「それに加か藤とうちゃんも久村くんのことカッコいいって言ってたよね」

「さ、佐藤さんだって言ってたじゃん！」

　ちょっと待って。

　なんで君達、佐藤、伊藤、後藤、加藤で固まってるの？

　全員の名前は聞けたのに、絶対に交ざって覚えてしまう。

　これはここで彼女達の名前を呼んだら間違えてしまう可能性が高い。

「久村くん、投手がすごく上手かったけど、野球やってたの？」

　野球の試合の後に話しかけてくれた女子の内の一人、だから佐藤さんか伊藤さんがそう話しかけてくれた。

「ああ、小学校の時だけね」

「そうなんだ。結構意外、久村くんって運動出来るんだね」

「まあ人並み程度だと思うけど」

「えー、そんなことないよ。だってすごく活躍してたじゃん」

「経験者だったからね。やっぱり経験者と素人しろうとの差は大きいよ。まあ、例外を除いて」

　俺はそう言って勇一の方を見る。

　勇一はまだあの二人に囲まれながらご飯を食べていた。

　すげえな、本当によく食べるなぁ。

「あはは、重本くんは特別だよね」

「重本くんって本当に野球やったことないのかな？」

「あいつはどんなスポーツも才能があるからなぁ」

　あそこまで出来る人間なんて普通いないと思うが、さすが漫画の主人公だよな。

「重本くんもすごいけど、久村くんもカッコよかったよ！」

「うん、久村くんがいなかったら男子は優勝してないと思うしね」

「あ、ありがとう」

　加藤さんか後藤さんにそう言われて、少し驚きながらもお礼を言った。

「私達は全然スポーツ出来ないよねぇ」

「そうだね、球技大会のバスケも活躍出来なかったし」

「私達が優勝したのも、全部あの嶋田さんのお陰だもんね」

　そう言って女子達も、俺も聖ちゃんの方を見る。

　聖ちゃんはまだ女子達に囲まれながら、楽しく話しているようだ。

「嶋田さん、本当にカッコよかったよね……」

「うん、ほんと……惚ほれるかと思った」

「私、女子だったら惚れてた」

「あんた女子でしょうよ」

　女子達がちょっと惚れるような目をしながら、聖ちゃんを見つめながらそう言った。

　えっ、ちょっと、やめてね。

　聖ちゃんのことをすごい、カッコいいと思うのは俺も嬉うれしいけど、君達が聖ちゃんに惚れるのはなんか、ドキッとするから。

　しかも「カッコよかった……」ってボソッと言う感じがすごくマジな気がする。

　女子でもライバルになるのはちょっとやめてほしい。




　そんなことを話していると、また会話の話題が変わった。

「ねえねえ、久村くんって好きな人いるの？」

「んー、好きな人か……」

　俺は悩む様子を見せながら考える。

　もちろん、いる。

　好きな人と言われて、聖ちゃん以外に名前が思い浮かばない。

　ただここで聖ちゃんが好きだと言うのはどうだろうか。

　絶対に追及してくるだろうし。

　俺と聖ちゃんが付き合っていることは内緒だから、追及されるのは厳しい。

　だけどここで好きな人いないって答えるのも、なんかなぁ。

「……一応、いるよ」

　正直に答えることにした。

　ここで「いない」って答えるのは、なんか違う気がしたから。

　一応、と言ったけど、全然そんな軽い気持ちじゃなく、めちゃくちゃ本気だけど。

「えっ！　ほんとっ!?」

「まさか久村くんに好きな人がいるなんて思わなかった！」

　やはり華の女子高生、恋話にはすごい食いつきを見せる。

　全員が目を丸くして驚き、そして一気に目を輝かせた。

「えっ、誰!?　クラスの女の子!?」

「それとも他のクラスの女子!?　部活が同じ女の子とか？」

　やっぱり聞いてくるよなぁ。

　どうしようか、正直に聖ちゃんだと答えるのはさすがに出来ない。

「部活はやってないから、俺」

「そうなんだ、じゃあうちのクラスの誰か？」

「んー……秘密だな」

「えー!?」

　俺が秘密と言うと、女子達は少しつまらなそうな声を上げるが、顔はまだ輝かせている。

「さすがにいきなり教えるのは無理だな」

「ぶーぶー！」

「ここまで来たら教えてもらいたいなぁ」

「そうだ、じゃあ私達が当てるよ！　当てたら教えてね！」

　一人の女子がそう言うと、全員が俺の好きな人を当てようとしてくる。

　俺はまだ当たったら教えるとは言ってないんだけど……。

「ヒントちょうだい！」

「ヒント求めるの早くない？　まだ一人も答えてないのに」

「いいじゃん！　久村くん、ヒント！」

　ヒントと言われてもな……。

「じゃあ、めちゃくちゃ可愛い」

「へー、そうなんだ。意外と久村くんって面食い？」

「そうじゃないけど、好きになった人がたまたま世界一可愛かっただけだな」

「きゃー！」

　俺の言葉を聞いた女子達が黄色い歓声を上げた。

「なにそれなにそれ！」

「ガチじゃん！　久村くん、その人のことめちゃくちゃ好きじゃん！」

　思わず本音を言ってしまったら、意外と盛り上がってしまった。

　周りの人達から視線が来るのを感じた。

　聖ちゃんからは……。

「あれ、嶋田さん、どうしたの？　すごく顔が赤くなってるよ」

「大丈夫？　疲れで熱が出ちゃったのかな？」

「い、いや、大丈夫だ……」

　なんか周りの女子達に顔が赤いことを指摘され、心配されていた。

　どうしたんだろう、俺も心配なんだけど。

　やっぱりあれだけバスケの試合を頑張ったら、疲れも出るよな。

「じゃあさじゃあさ、久村くんはその人のこと顔で好きになったんじゃないんでしょ？」

「そうだな、まあ今は顔も好きだけど」

「ふふー、ご馳ち走そうさま！　じゃあ久村くんはその人のどんなところが好きになったの？」

　まさかそんなところまで聞かれるとは。

　聞いてきたのは佐藤さんか伊藤さんだけど、他の三人もすごく聞きたそうにしている。

　んー、まあこれを話して聖ちゃんだとバレることはないから大丈夫かな。

　少しボカして話すつもりだし。

「そうだな……その人がすごく友達想いなところかな？」

「そうなの？　どういうところでわかったの？」

「説明が難しいけど……友達のために自分の気持ちを押し殺して、優しい微笑みをしたところ、みたいな？」

「うわー、なんかよくわからないけど素敵！」

　うん、ボカそうと思うと説明が難しいな。

　だけど俺の答えに満足してくれたようで、女子達は目を輝かせていた。

「嶋田さん、どうしたの？」

「いや、その……ちょっと今は、無理だ……！」

「何が？」

　聖ちゃんの方をチラッと見ると、なぜか聖ちゃんが顔を見られないようにするためか、両手で顔を覆っていた。

　どうしたんだろうか。

　そう思って聖ちゃんを見ていたら、聖ちゃんが両手の隙間から目を覗のぞかせた。

　瞬間、俺と目が合った。

「っ……！」

　真っ赤な顔が見えて、潤んだ瞳ひとみが俺を少し睨にらんでいた。

　聖ちゃんはすぐにまた視線を外すように、両手で顔を覆ってしまった。

　あれ……あの反応。

　もしかして聖ちゃん、こっちの話、聞こえてた？

　だけど俺がいる場所と聖ちゃんの場所、結構離れている。

　これだけ離れていたら聞こえることはないと思うんだけど……。

　わからない、聖ちゃんは人よりも身体能力が高い。

　もしかしたら耳も人よりいいから、聞こえているのかもしれない。

　だけどここじゃ確かめようがないなぁ。

「ねえねえ久村くん！　もっとヒントちょうだいよ！」

「ん？　あー、そうだなぁ」

「というかヒントというよりはもう、久村くんのその人への想いを聞きたい！」

「なんか趣旨変わってね？」

　うーん、どうしよう。

　女子達の質問に答えながらも、聖ちゃんが聞こえているかどうかも確かめたいな。

「意外と甘いものが好き、とか？」

「女子だったら甘いものは、ほとんどみんな好きだと思うけど」

「そうかも。だけどなんだろう、俺の好きな人はあんまりそうは見えない人というか。甘いものを美味おいしそうに食べている姿がすごく可愛い」

「へー、そうなんだー」

　これはあまり女子達には響かなかったようだ。

　多分あれだ、俺が聖ちゃんを好きすぎるから、どんなことでも可愛いと思ってしまうという病気なのかもしれない。

　とりあえず聖ちゃんの方を見ると……。

「べ、別に、しょっぱいものも好きだから……」

「嶋田さん、なんでいきなり残ってるポテト食べ始めたの？」

　聞こえている、のかな？

　俺が甘いものを好きなのが好き、と言ったら、聖ちゃんがしょっぱいものを食べ始めた。

　俺は聖ちゃんの声が聞こえないのでよくわからないが、頬が少し赤いのは見てわかる。

　聞こえているのかよくわからないな。

「えー、久村くんの好きな人誰だろうなぁ」

「これだけのヒントじゃわからないよねぇ」

　女子達が俺の好きな人を当てようとしているようだが……。

「一応言っておくけど、当たっても教えないからな」

「えー、なんで？」

「そりゃ……恥ずかしいし」

　本当は俺は別にそんなに恥ずかしくはないけど。

　聖ちゃんのことを好きっていう気持ちに全く嘘偽りはないから、それを人に話すのは恥ずかしいとは思わない。

　だけど聖ちゃんが人に話すのがあまり好きじゃないみたいだからな。

　付き合っていることを他人に知られたくないみたいだから、俺が聖ちゃんが好きということもあまり言いふらさない方がいいだろう。




　その後も、女子達に好きな人についていろいろと聞かれたが、適当に答えていった。

　聖ちゃんだということを隠して、そして悟られないように話すのは少し大変だったが、俺も惚のろ気けが出来て少し楽しかったかもしれない。

　そう思いながら話していたら、ポケットに入っていたスマホが震えるのを感じた。

　佐藤さんや加藤さん達が話している中、スマホを出して画面を見るとＲＩＮＥが来ていた。

　相手は……聖ちゃん？

　一瞬だけチラッと聖ちゃんの方を見る。

　聖ちゃんはさっきまでと同様、周りを囲んでいる女子達と話しているが……手には持っていなかったスマホが。

　今、メッセージを送ってくれたのかな。

　ＲＩＮＥを開いて送られてきたメッセージを見る。

『この後、二人でどこかで待ち合わせして話さないか？』

　……顔がニヤけるのを必死に我慢する。

　まさかのデートの誘いだった。

　聖ちゃんからこんなお誘いを受けるとは思わなかった。

　すぐに返事をする。

『もちろん。すぐに打ち上げ抜ける？』

　それを送ると、聖ちゃんがスマホの画面を見るのが視界の端に映った。

　すると既読がついて、すぐに返信が来る。

『私はいいが、そっちはいいのか？　何やら盛り上がっていたようだが』

　聖ちゃん、俺達の会話聞こえてたのかな？

　盛り上がっているかどうかなんて、聞こえてないとわからないと思うけど……。

　いや、さっき俺が聖ちゃんのどこが好きかを答えていた時、佐藤さん達が黄色い声を上げて盛り上がってたからな。

　それが聞こえていたのかもしれない。

『聖ちゃんと話したいから、俺は今すぐ抜けたいな』

　そう返信をすると、聖ちゃんもすでにトーク画面を開きっぱなしなのか、すぐに既読がつく。

「んっ!?」

「嶋田さん、どうしたの？」

「い、いや、ちょっと軽く咳せき払ばらいをしただけだ、すまない」

　聖ちゃんが咳払いをしたのが聞こえたが、大丈夫だろうか。

『わかった。じゃあ近くの公園で待ち合わせでいいか？』

『了解。じゃあ俺が先に抜ける。数分後に聖ちゃんが抜けてね』

『わかった。すぐに行く』

　俺はそのメッセージを見てから、スマホをポケットにしまう。

　よし、抜けるか！

「俺、そろそろ帰るわ」

　俺が立ち上がりながら一緒に喋しやべっていた女子達にそう言った。

「えー、早くない？　まだ八時前だよ？」

「そうだよ、もっと一緒に喋ろうよ」

　ありがたいことに止めてくれるが、俺は聖ちゃんと二人で話したいからな。

　この打ち上げ中、ずっと早く聖ちゃんと話したいと思っていた。

「ごめん、そろそろ帰んないと妹に怒られるからさ」

「えっ、久村くん妹さんいるんだ」

「ああ、めちゃくちゃ可愛い妹だ」

「あはは、久村くんシスコンなんだー」

「そうかも。だからごめん、今日は楽しかった。また明日あした学校でな」

　俺の妹、凛り恵えについて聞かれてまた話し込んでしまいそうだったから、適当に別れを告げてその場を離れる。

　荷物は最初に座った席、つまり勇一と東條院さん、藤瀬がいる位置にある。

　勇一は……まだ飯食ってるのかよ。

「ん？　司、もう帰るのか？」

「ああ、お疲れ。ちょっと用事が出来てな」

「そうか、じゃあまた明日な」

「……久村くん、ご機嫌よう」

「……じゃあね、久村くん」

「ああ、また明日」

　三人に軽く別れの挨あい拶さつをして、俺は荷物を持って離れる。

　なんか東條院さんと藤瀬がチラッと違う方向を見て、含みある感じで言っていたのが気になるが……まあいいか。

　座敷の大部屋を出る際、チラッと聖ちゃんの方を見ると目が合った。

　視線で「待っている」と伝えるように軽く頷うなずくと、聖ちゃんも「わかった」と言うように頷いてくれた。

　なんか、こういうちょっとしたことで嬉うれしくなるのは、俺だけなのかな。




　五月半ばで暖かくなってきたとはいえ、やはり夜は肌寒い。

　だけどそこまで寒くはなく、心地のいい涼しさといったところだ。

　店を出て少し歩いたところに、ちょっと広い公園がある。

　俺はそこに行き、近くの自動販売機で温かい飲み物を二つ買う。

　微糖のコーヒーと……ココアがいいかな。

　その二つを買ってベンチに座り、空を見上げて聖ちゃんを待つ。

　空は雲一つないので、星や月がよく見える。

　公園の街灯がなくても周りが見えるくらい明るいかもしれないな。

　聖ちゃん、早く来ないかなぁ。

　スマホの画面をチラチラ見て、時間を確認する。

　俺が店を出てから五分経った、まだ来ない。

　十分経った……まだ来ない。

　あれ、俺が出てから数分後には行くって言ってたけど、どうしたんだろう。

　もしかして、騙だまされた？

　と一瞬思ったが、聖ちゃんがそんなつまらないことをするわけがない。

　勇一だったらやる可能性があるから、ここでＲＩＮＥを送ると思うが、聖ちゃんは絶対に来るだろう。

　だから信じて待っていると、俺が出て十五分後くらいに聖ちゃんが公園にやってきた。

　聖ちゃんは急いできたのか、少し走って公園に入ってきた。

　焦った表情で周りを見回している聖ちゃんだが、ベンチに座っている俺を見つけてホッとしたように息をついた。

　その仕草すら可愛いと思ってしまい、頬が緩む。

「すまない、遅れてしまった。言い訳になってしまうが、一緒に喋っていた人達がなかなか放してくれなくてな……」

「大丈夫だよ。今来たところだから」

「いや、そんなわけないだろう」

「あはは、そういえばそうだったね」

「ったく……」

　俺の冗談に軽く笑ってくれた聖ちゃん。

　別に俺は全く気にしてないけど、遅れたことを少し気にしているようだったから。

　聖ちゃんが一息ついて、俺の隣に座った。

　月明かりに照らされている聖ちゃんの横顔、そして美しい銀色の髪。

　隣に彼女が座っているだけで、その景色が絵画のような幻想的な世界に見える。

　俺がそう思って聖ちゃんを見つめていると、聖ちゃんが不思議そうに首を傾げた。

　その際に揺れる月明かりを反射して光る銀色の髪、それすら美しすぎてドキッとする。

「どうした、久村」

「いや、いつも通り、聖ちゃんは綺き麗れいだなって」

「んっ!?　な、なんだいきなり……」

　聖ちゃんは恥ずかしそうにしながら、垂れてきた髪を耳にかける。

　なんだろう、もう聖ちゃんがやる仕草が全て芸術に見えてくるから、もはや怖いな。

「聖ちゃん、これ」

　俺はさっき買ったココアを渡す。

「ん？　これは？」

「ココア」

「えっ、いいのか？」

「うん、ちょっと冷めちゃってるかも」

「それは遅れた私のせいだ。ありがとう、お金はいくらだ？」

「そんくらい大丈夫だよ」

「だが……」

「いいから。ほら、一緒に乾杯しよう？」

　俺は持っている缶コーヒーを聖ちゃんの方に向ける。

　先程の打ち上げで勇一の掛け声で乾杯はしたが、聖ちゃんとはしていない。

　席も離れていたから、グラスを重ねることも出来なかった。

　俺が聖ちゃんの方に缶コーヒーを向けると、聖ちゃんはふっと笑いココアの缶を開ける。

「ああ、ありがとう。今日はお疲れ様、久村」

「お疲れ様、聖ちゃん」

　俺と聖ちゃんはカツンと乾杯をしてから、一口飲んだ。




「聖ちゃん、バスケ、優勝おめでとう」

　やはり話すとしたら、球技大会の話題だろう。

「ああ、ありがとう。そっちこそ、優勝おめでとう。最後まで久村が投手だったが、肩や肘ひじは大丈夫か？」

「うん、大丈夫。ちゃんとクールダウンしたから」

　全部で百球以上は投げたと思うが、まあ大丈夫だろう。

　聖ちゃんに応援された直後の試合はめちゃくちゃ本気で投げたが、あとは無理しない程度に投げたし。

「そうか、それはよかった。その……カッコよかったぞ」

「っ！　あ、ありがとう……」

　まさかこんなに真っ直ぐ褒められるとは思わず、声が詰まってしまった。

　聖ちゃんも俺の方に顔を向けず、チラッと目線を向けるくらい。

　だけどこの暗い中でも、聖ちゃんの頬が少し赤いのが見える。

　俺と聖ちゃんは照れ隠しのように、ほぼ一緒のタイミングで一口飲んだ。

「聖ちゃんも、めちゃくちゃカッコよかったよ。特に東條院さんとの試合」

　聖ちゃんのカッコよさに比べれば、俺のカッコよさなんてミジンコ並みだろう。

　東條院さんとの試合は、本当にカッコよすぎた。

　男子も女子も聖ちゃんと東條院さんに夢中になっていた。

　特に女子からの人気が聖ちゃんはすごかったな。

「ありがとう。東條院に勝てたのも、久村のお陰だ」

「俺は何もしてないよ」

「昨日と一昨日おととい、バスケの練習に付き合ってくれたじゃないか。あれがあったお陰で東條院に勝てたのだ、ありがとう」

「……ど、どういたしまして」

　ヤバい、聖ちゃんに口説かれている気分だ。

　カッコよすぎて聖ちゃんの顔を見ることが出来ない。

　聖ちゃんは普通にお礼を言っているという感じで、何も恥ずかしがることなく笑みを浮かべているから、俺だけが恥ずかしい。

　心臓がドキドキしすぎて、隣にいる聖ちゃんに聞こえたらどうしようと考えてしまう。

「そ、そういえば聖ちゃん、さっきの打ち上げでも女子に囲まれてたけど、試合終わった後もすごかったよね」

　露骨に話を変えてしまったが、俺の平静を保つためにはこうするしかない。

　あの試合が終わった後、聖ちゃんは同じクラスの女子だけじゃなく、ほかのクラスの女子達にもめちゃくちゃ話しかけられていた。

　それはもう、本当にアイドルのように。

　聖ちゃんが話すだけで「きゃー！」という歓声が上がり、「手を振ってー！」みたいな言葉すら上がっていた。

「そうだな、嬉しい限りだが……あそこまでの反応をされると、私もどうすればいいかわからないが」

「ははっ、ちょっと困ってたもんね」

　女子にキャーキャー言われている聖ちゃんは笑みを浮かべてはいるものの、とてもぎこちない笑みだった。

　まあそんな笑顔も新鮮で可愛かったけど。

「むっ、それを言うなら久村だって、女子達にモテていたじゃないか」

「えっ、俺が？」

「そうだ、さっきの打ち上げだって、女子に囲まれて喋しやべっていただろう」

「あれはあの子達が一人でウロウロしてた俺を助けてくれたんだよ」

　勇一達がいる場所から逃げ出した俺を拾ってくれたのは、正直助かった。

　だけど申し訳ないことに、誰一人として顔と名前が一致してないけど。

　佐藤さん、伊藤さん、後藤さん、加藤さんがいたことは覚えているが。

「……今日の球技大会、東條院と戦う前に罰ゲームをしようと話していた」

「ん？　そうなの？」

　いきなり話が変わったな、どうしたんだろう。

「ああ、負けた方が勝った方の言うことを聞くというシンプルな罰ゲームだ。それで東條院が勝った時に求めていた罰ゲームは……私と久村の関係を、公表するというものだ」

「えっ、なんで？」

　その罰ゲームの内容に、俺もシンプルな疑問の声を上げてしまった。

　なんで東條院さんが俺達の関係を公表する、という罰ゲームを選んだのだろうか。

「東條院にとっては、付き合っていることを隠すというのが意味わからない、という感じのようだ。公表した方が、その、イチャつけるとも言っていたが……」

「それは魅力的だ」

　イチャつけると聞いて、思わずそう呟つぶやいてしまった。

　すると聖ちゃんが頬を少し赤らめながらも、ちょっと考え事をするように眉まゆをひそめる。

「もちろん私が勝ったからその罰ゲームはなくなったが、久村が望むなら……公表してもいい、と思っている」

「えっ、いいの？」

　公表するのは恥ずかしい、と聖ちゃんが言うから俺達が付き合っていることは、親しい人達以外には言っていない。

「もともと公表したくないというのは私が言い出したことで、私のワガママだ。東條院が言っていた通り、確かに公表した方がメリットはあるしな」

「……メリットって？」

「さっき言っていた、その、イチャつけるとか……」

　恥ずかしそうにそう言う聖ちゃんは可愛かったが、今は真面目な雰囲気なので茶化すことはしない。

「公表することで、他の異性を近づかせないというか……」

　少し落ち込んだように、申し訳なさそうに言った聖ちゃん。

「……そっか」

　聖ちゃんが公表をするという選択を迷っているのは、おそらくそれが理由だろう。

　とても意外だが、聖ちゃんは嫉しつ妬とをしてくれている。

　野球の試合が終わって俺に近づいてきた女子に向けた視線。先程の打ち上げでも俺が女子と喋っているのを気にしている様子だった。

　ぶっちゃけ、嫉妬してくれているということがめちゃくちゃ嬉うれしい。

　もう翼が生えて飛び回って踊れるくらい嬉しい。

　だけど聖ちゃんが嫌な気持ちになっている、不安な気持ちになっているのはダメだ。

　聖ちゃんが嫉妬してくれるのが俺はめちゃくちゃ嬉しいが、聖ちゃんにそんな気持ちを抱かせるのを阻止するのが絶対的に優先だ。

　それに俺ももちろん、聖ちゃんが他の男子に言い寄られているのを見たら、死ぬほど嫉妬するというか、不安な気持ちになるだろう。

　それはお互いに解消すべき問題だ。

「聖ちゃんは、公表したくないんだよね？」

「そう、だな。公表したくない理由は恥ずかしいという気持ちもあるが、それよりも……私は大事なものを人に見せびらかすよりも、大切にしまって……自分だけのものにしておきたいんだ」

「っ！」

　な、なんだそれは……！

　嬉しすぎるし、可愛すぎる……！

　まさか聖ちゃんがそんなことを思ってくれていたなんて。

　俺が驚きと嬉しさに絶句していたら、聖ちゃんもハッとして顔を真っ赤にした。

「あ、いや、その……！　これは言葉の綾あやというか、私の気持ちを大おお袈げ裟さに言うと、って話で……あ、別にその、久村を宝物に思ってないわけじゃなくて……！」

「わかった、聖ちゃん落ち着こう。このままじゃ共倒れするから」

　お互いに恥ずかしさで死んでしまう。

　俺も聖ちゃんも顔が真っ赤になっているので、一度深呼吸をして落ち着く。

　深呼吸をしている間、俺は少し考える。

　聖ちゃんの気持ちはわかった。

　聖ちゃんは俺のことを大事に思ってくれている、とても、本当にとても嬉しいことに。

　だからこそ付き合っていることを他の人に教えたくはない、自分だけのものにしたいと。

　……自分で整理するとさらに嬉し恥ずかしくなるんだけど。

　落ち着け、自滅はするなよ俺。

　聖ちゃんは大事に思ってくれているからこそ誰にも教えたくない。

　だけど意外と聖ちゃんは嫉しつ妬と深ぶかいから、俺が他の女子と話しているのを見て不安な気持ちになってしまう。

　そこのジレンマに、聖ちゃんは少し苦しんでいるのだろう。

　聖ちゃんのために、それを解消しないといけない。

　ただそれなら、やることは単純かもしれない。

「聖ちゃん、一つ提案があるんだけど」

「なんだ？」

「公表するってのはいいけど、俺達が付き合っていることは言わなくていいんじゃないかな」

「……どういうことだ？」

「だから俺も聖ちゃんも『誰かと付き合っている』ってことは公表して、その相手を言わなくてもいいんじゃない？」

　聖ちゃんが嫌なのは、俺が他の女子に狙われること……だと思う。

　本当に狙われているのかはイマイチわからないけど、聖ちゃんからはそう見えてしまうのだろう。

　俺だって聖ちゃんが他の男子に言い寄られるのを見るのは絶対に嫌だ。

　それなら、他人にはもうチャンスはないということを伝えればいい。

「彼氏、彼女がいるって周知させれば、少しは安心するよね。誰と付き合っているのかって聞かれたら、秘密って答えれば終わりだと思うし」

「……そうか、その手があったか」

「それに誰と付き合っているか秘密って言えば、俺達二人だけの秘密ってことで……なんか嬉しいじゃん」

　あまり説明出来ない嬉しさだが、恋人同士で秘密を共有してる感じが、俺にとってはなんか宝物みたいで好きだ。

　俺がそう言うと聖ちゃんは目を見開き、そして嬉しそうに頬を緩める。

「そう、だな。とても、素敵なことだ」

「まあ、俺達が付き合っていることを知っている人もいるから、二人だけの秘密ってわけじゃないけどね」

「ふふっ、そうだな。詩帆や東條院、重本も知っているからな」

　そう言って可愛らしい笑みを見せた聖ちゃん。

　うん、やっぱり聖ちゃんはそうやって笑っている方が好きだな。

　俺もそう思って頬が緩んでしまっていると、聖ちゃんがさらに穏やかな笑みを浮かべて。

「ありがとう、司」

「いや、大したことじゃ……えっ？」

　返事の言葉を途中で止めてしまった。

　俺が目をまん丸にして聖ちゃんを見つめていると、聖ちゃんはイタズラっぽく笑う。

「ふふっ、どうした、司」

「えっ、いや、名前……」

「名前がどうした？　お前の名前は、司だろう？」

「っ……ずるいなぁ、聖ちゃん」

　聖ちゃんにしてやられた感じがして、思わず笑ってしまう。

　まさかここで名前を呼ばれるとは思ってもいなかった。

　自分の顔が少し赤くなっているのもわかってしまう。

「ふふっ、今までやられてばっかりだったからな。こうしてやり返すのも、なかなか楽しいものだ」

「……そっか。じゃあ聖ちゃん、やり返すのも楽しいってことは、やられるのも楽しいってこと？」

「っ！　そ、そういうわけじゃ……！」

「じゃあどういう意味かな？」

「くっ……！」

　俺のことをキッと睨にらんでくる聖ちゃんだが、頬が赤いので怖くはない。

　むしろ可愛い、という感想しか出てこない。

　やっぱり俺は聖ちゃんの可愛らしい反応を見るのが好きだな。

　……やり返されるのも、嫌いじゃないけど。

　もちろんそれは、聖ちゃんには言わないでおく。




　　　　◇　◇　◇




「ふぅ……」

　お風ふ呂ろに浸かり、その気持ちよさからため息が漏れた。

　ここ三日ほど、あまりしていなかった激しい運動をしているので、このお風呂の時間が心地よくなっている聖であった。

　しかしその激しい運動も今日の球技大会のためだったので、これからまたしばらくはあそこまで本気で運動をすることはないだろう。

　球技大会で優勝したので、クラスで打ち上げがあった。

　なぜか一番競い合った相手である東條院が店を貸し切ってくれたので、高校生の打ち上げとは思えないほど豪勢なものだった。

　聖はいつも一緒にいる詩帆とじゃなく、クラスの他の女子達と一緒に話すことが多かった。

　新鮮で楽しかったが、打ち上げの最中はずっと気にしている部分があった。

　彼氏である司が、ずっと女子のグループと会話をしているのだ。

　しかもその中には司を狙う、と言っていた者もいたので、彼女として気にしてしまうのは当然だろう。

　ただその時の会話を聞く限り……と、その時に司が話していた内容を思い出して、顔を赤くする。

「くっ……あいつ、あんなことを恥ずかしげもなく他人に言って……！」

　司が好きな人がいる、と言った時はドキッとした。

　そのまま付き合っているということを言うのでは、と思って。

　しかしそれは伝えずに、ただ片想いという体ていで女子達に惚のろ気けだしたのだ。

　聖はそれを聞いていて嬉し恥ずかしくて、ニヤけるのを我慢するのに必死だった。




　そして……打ち上げを抜け出して、近くの公園で司と二人きりの二次会。

　聖から司にＲＩＮＥで抜け出そうと連絡するのは、少し緊張した。

　司が断るとは考えにくかったが、あれだけ女子に囲まれて楽しそうに話していたのだ。

　断られたらどうしよう、と考えていたが、杞き憂ゆうに終わった。

　すぐに返事が来て、一緒に話したいと言ってくれた。

　聖はその返事を見て、またもやニヤけるのを我慢した。

　今この場でその時のことを思い出してニヤけてしまっているので、あの時はよく我慢したと自分を褒めたい。

　だが自分から誘っておいて、少し司を待たせてしまったのは反省すべきところだ。

　抜け出そうとした時に、周りにいた女子達の足止めにあったというのは言い訳にならない。

　しっかり謝ったが、司は少しも気にしていない様子だった。

　そして、二人だけの打ち上げが始まった。

　最初は軽く球技大会の時のことを話して……それから、東條院との罰ゲームについて話した。

　その時に、聖が悩んでいたことを打ち明けた。

　他人にこの関係を公表した方がいいのか。

　聖は司が女性に言い寄られるのを見て、自分でも予想以上に嫉しつ妬としてしまっていた。

　東條院が重本の近くに女性を近寄らせないためにいろいろしていたが、今だったらその気持ちが少しわかってしまう。

　やはり不安なのだ、自分の好きな相手が他の女子に取られたらどうしよう、と。

　司が女子と普通に話していたらそこまでの気持ちは湧いてこなかったが、今日は司と話していた女子が完全に「狙う」と宣言していた。

　だからこそ嫉妬、そして不安な気持ちが大きく出たのだろう。

　聖としては、やはり司との関係を隠していたい。

　二人だけの秘密にして、宝物にしたいのだ。

　だけどそれをしていたら、他の女子に司が言い寄られてしまう。

　そんな不安な思いを抱くなら、公表した方がいいと思ってしまった。

　それを司に話したら……自分の隠したいという気持ちも大事にしてくれて、さらに不安な気持ちにさせないような提案をしてくれた。

　確かにお互いに「付き合っている人がいる」と公表して「その相手は内緒」としておけば、言い寄られる心配は少なくなるだろう。

　とてもシンプルな対策だが、聖には思いつかなかった。

　司は聖の気持ちをしっかり考えてくれて、とてもいい提案をしてくれた。

　とても優しく、頼りになって……それでいて可愛いところもある。

「ああ……好きだなぁ、司」

　聖はお風呂に浸かり頬を緩めながら、心の内を思わずこぼした。

　これを司を目の前にしてこぼしてしまっていたら、顔を真っ赤にして言い訳を重ねるかもしれない。

　今の「好きだなぁ」という呟つぶやきにどういう言い訳をすればいいのかは不明だが。

　しかし今は、お風呂で一人の時間。

　彼氏のことを想って呟くのは悪くない……むしろ心地よいとさえ感じる聖だった。




「むっ、そういえば、東條院に対する罰ゲームを伝えなければな」

　聖はお風呂を出て自分の部屋に戻り、スマホを見て思い出した。

　司と二人きりの打ち上げをしている時に、その話題になって司に「どんな罰ゲームがいいか」と聞いたのだ。

　聖は罰ゲームを受けたくない、絶対に勝つという気持ちで勝ったが、どんな罰ゲームを受けさせるかなんて全く考えていなかった。

　そもそも罰ゲームの提案をしたのは東條院だったので、そんなにすぐ思いつけという方が無理な話だろう。

　なので東條院への罰ゲームを司と一緒に考えようと思い、相談したのだ。

　そうしたら司は……とてもいい罰ゲームを思いついてくれた。

　もちろん倫理観などは全く問題なく、むしろいいことをする罰ゲームだ。

　だけど東條院にとっては、なかなか屈辱的なものだろう。

　それを伝えるために、東條院へＲＩＮＥをしなければ。

　東條院とは学校で一緒に昼ご飯を食べ始めた時くらいにＲＩＮＥの交換をしている。

　だが今まで特にＲＩＮＥをするようなことはなかったので、今回が初めてのメッセージだ。

　東條院とのトーク画面を開き、メッセージを打ち込む。

『東條院、罰ゲームの話を忘れていないだろうな？　先程、罰ゲームの内容が決定した』

　それを打って、送信。

　さすがにすぐに返事はこなかったが、五分後くらいに返事は来た。

『もちろん覚えているわ。それで、どういった内容かしら？』

　聖はその罰ゲームの内容を打ちながら、少しニヤついてしまう。

　東條院の悔しがる顔が目に浮かぶようだ。

『罰ゲームの内容は、今週の土日のどちらかの時間で──』

　送信、すぐに既読がつく。

　既読がついてからしばらく時間が経ち、返事が来る。

『まさか私に、そんなことをさせるなんて……なかなかやるわね。これは嶋田さんが一人で考えた内容かしら？』

『いや、ほとんど久村が考えた内容だ。罰ゲームのことを伝えたら、すぐにこれを出してくれたよ』

　ここは正直に答えておく。

　そして司の呼び方は、「久村」だ。

　司のことを下の名前で呼ぶのは、司が「聖ちゃん」と呼ぶ時と同様にもちろん二人きりの時だけだ。

『やっぱりそうなのね。わかったわ、土曜日でいいかしら？　予定を空けておくわ』

『了解だ。罰ゲーム、せいぜい楽しんでくれよ』

『やるからには本気でやってやるわ』

　そして二人のＲＩＮＥは、そこで終わった。

　土曜日が楽しみだ、と思いながらスマホを置くと、また聖は司と二人で打ち上げした時の会話を思い出す。

「……そういえば、司がご褒美をあげるとも言ってたな」

　罰ゲームの話をした後、司が『じゃあ俺は聖ちゃんに勝利のご褒美をあげるよ』と言ってくれた。

『ご褒美？』

『あの東條院さんに勝ったんだし、球技大会でも優勝したしね』

『それなら男子も、司も優勝してただろう』

『そういえばそうだね。だけど聖ちゃんの方が頑張ってたし』

『よくわからんが……なんでもいいのか？』

『俺が出来ることなら。さすがにお高いジュエリーが欲しいとかは無理だけど』

『私もそこまで物欲があるわけじゃないからな？』

　そこでは保留にしたので、近いうちに司からのご褒美を考えないといけない。

（特に何かやってもらいたいことはないんだが……カフェで奢おごってもらう？　いや、金銭的なご褒美はどうなんだろうか）

　何がいいのだろうか、と考えていたのだが……不意に、詩帆や東條院との会話を思い出してしまう。

『えっ、もしかしてまだキスしてないの？』

『そういえば嶋田さんは、久村くんとキスくらいはしたのかしら？』

　二人ともなぜか、自分と司がもうキスはしただろう、という前提で話していた。

「まだ付き合ってから一ヶ月くらいだぞ……」

　思わず一人でそう呟く聖。

　だが聖も別に、キスをしたくないわけではない。

「……司は、どう思ってるんだろうか」

　司からは特にそういった、キスをしたいという欲望が見えたことはない。

　聖のことを大事にしてくれている、というのはわかる。

（ただ、恋人としてそこまでの進展がないのは、少しな……）

　一ヶ月経つが、まだ恋人らしいことは手を繋つなぐ、くらいしかしていない。

　デートも学校の帰りにカフェに寄って喋しやべる、というだけだ。

　前に学校帰りにアラウンドワンに寄ったが、あれはデートというよりもバスケの練習に近かった。

　少女漫画が意外と好きな聖は、もう少し漫画の主人公やヒロインがしている、恋人らしいことをしたいという気持ちもあった。

　頭を撫なでられたい、甘えたい、という気持ちもあるのは否めない。

　ただ司が思った以上に紳士で、そういったことを求めてきたり、手を出そうとしてきたりすることもなかった。

（別にキスくらいは、求められれば、断ることはないんだが……）

　そこまで考えてしまい、聖は顔が赤くなる。

（くっ、と、とりあえず、ご褒美のことはまた今度考えよう。このままだと、ご褒美を変なことに使ってしまいそうだ）

　そう思ってベッドに入って寝ようとした聖だが、変なことを考えてしまい、眠るのが遅くなってしまった。
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　球技大会があった週の、土曜日。

　土日は特に何もなければゆっくり寝ることが出来る日だが、今日は少し早めに起きる。

　しっかりとした用事があるからだ。

　楽しみでもあり、少し恐怖でもあるような用事が。

　楽しみが八割、怖さが二割、といったところか。

「ふぁ……おはよう、凛り恵え」

　リビングに降りると、すでに凛恵が起きてご飯を作っている最中だった。

　いつも通りのサイドテールに、少し控えめで可愛らしいシュシュだ。

「おはよう、お兄ちゃん。珍しい、今日は早いね」

「今日は用事があるからな。俺の分の昼飯はいらないからな」

　昨日の夜の時点ですでに言っていたが、一応確認としてもう一度言っておく。

「んっ、わかってる。じゃあ私も久しぶりに外で食べてこようかな」

「凛恵、今日は予定ないのか？」

「えっ、うん。別に友達と遊ぶ約束もないし、宿題も終わらせてるし」

「そうか……うーん、なぁ凛恵、今日は俺と一緒に来ないか？」

「えっ？　なんで？　お兄ちゃん、今日は聖せいさんとデートじゃないの？」

「いや、聖ちゃんもメンバーにいるけど今日はデートじゃない」

「仲いい友達同士での遊びってこと？　それならなおさら私、行ったら気まずい気がするけど」

「遊びってわけでもないな」

「……いったい何するの？」

「……料理修業かな？」

「えっ、聖さん料理出来ないの？　意外、出来ると思ってた」

「いや、聖ちゃんはめちゃくちゃ出来る。問題は聖ちゃんの友達の子でな。その子に料理を教えるって話なんだ。どうだ、凛恵も来るか？」

　そこまで話して凛恵の反応を見ると、少し迷っている様子だった。

「本当に私なんかが行っていいの？　邪魔じゃない？」

「邪魔じゃないよ。それに凛恵は料理すげえ上手いし、むしろ歓迎されると思うぞ」

「べ、別にそこまで上手いわけじゃないけど……」

「いやいや、いつも美味おいしいご飯作ってくれるだろ」

「あ、あのくらい、誰でも出来るよ」

「誰でも出来るなら、藤ふじ瀬せという子は生まれないんだよなぁ……」

　あの親友思いの聖ちゃんですら匙さじを投げかけているような子だぞ。

「それで、どうする？　もちろん無理にとは言わないが」

「うーん、聖さんとそのお友達の人にもＯＫもらえたら、行こうかな」

「おっ、わかった。じゃあ連絡してみる。あと今回のメンバー、聖ちゃんとその料理が出来ない友達の人と、もう一人いるんだ」

「誰？　前に家に来た、重しげ本もとさん？」

「いや……お嬢様、だな」

「お嬢様？」

　あの人を説明するのに、お嬢様という言葉はとてもお似合いだろう。




　その後、今日のメンバーに俺の妹、凛恵が増えてもいいかとＲＩＮＥで聞いた。

　料理が上手いから活躍すると思う、ということも伝える。

　聖ちゃんは凛恵のことを知っているからすぐにＯＫを出してくれて、藤瀬も「教えてくれるなら嬉うれしい！」とのことだ。

　そしてお嬢様であるあの人、東とう條じよう院いんさんもＯＫのようだ。

　凛恵に全員の了承を得たということを伝えると、喜び半分不安半分といった感じだった。

「嬉しいけど、大丈夫かな？　私、邪魔にならないかな？」

「大丈夫だよ、凛恵なら料理上手いし、めっちゃいい子だしな」

　俺がそう言って安心させるように頭を撫でる。

「な、なんで頭撫でるの、お兄ちゃん！」

「いや、不安そうにしてる凛恵が可愛くてな」

「り、理由になってないでしょ！」

　俺の手から逃れるように離れてしまう凛恵。

「そ、それで、何時に家を出るの？」

「十一時ぐらいだと思うぞ。そのくらいに迎えに来てくれるらしい」

「迎えに？　どういうこと？」

「まあ、それはその時のお楽しみで」

　俺の言うことがよくわかっていない様子の凛恵だったが、とりあえず十一時までに準備をしてくれた。

　服はもちろん制服とか部屋着ではなく私服である。

　赤くてタイトなシャツに白の綺き麗れいなカーディガンを着込み、下は膝ひざ上うえ丈たけくらいの黒のスカートだ。

　とてもシンプルだが可愛らしく、凛恵にとても合っている。

　靴も赤の少しヒールが高いパンプスを履き、シャツに色味を合わせていた。

「凛恵、可愛いな。めちゃくちゃ似合ってるぞ」

「っ、あ、ありがと……」

　少し頬を赤くした凛恵は恥ずかしさを誤魔化すように、垂れてきた髪を耳にかけ直す。

　いつも通りのサイドテールだが、やはり服が違うと印象が全然変わるな。

　俺ももちろん私服なので、濃いめの色のジーンズに白いシャツ、その上にちょっと綺麗めのジャケットを羽織っている。

　少し決めすぎた感はあるが、これから行くところがアレだからなぁ。




　そして約束の十一時、俺と凛恵が家を出ると……。

「待たせたわね、久ひさ村むらくん。それに妹さん」

「いや、待ってはないぞ」

「そう？　ならよかったわ。じゃあ乗りなさい」

　家の前にはお嬢様である東條院歌か織おりがいて、リムジンを背に立っていた。

　リムジンが黒に対して、東條院さんが来ている服は真っ白なワンピース。

　腰あたりに黒の大きなベルトを巻いていて、腰の細さが強調されて身体の細さがより良く見えるようになっている。

　金色の髪も優雅に流れていて、これほどお嬢様という言葉が似合うような格好はないと言っても過言じゃないだろう。

「え、えっ？　こ、これって、リムジン？」

　そうだよなぁ、初めて見たらそんな反応になるよなぁ。

　俺も前に初めて見た時は、勇ゆう一いちを家に呼んだ時にいきなり目の前にあったからビックリした。

　だけど俺は東條院さんがそれだけのお嬢様ということを知っていたし、原作知識として東條院さんがリムジンに乗っているということを知っていたから、驚きは凛恵よりも少ないだろう。

「久村くんの妹さん、名前は確か凛恵さんだったわね。ご機嫌よう、東條院歌織よ」

「と、東條院、さん……！」

　凛恵が恐る恐るといった感じで、チラッと俺の方を見た。

　下の学年とはいえ、同じ高校に通っていれば東條院歌織の名前はさすがに聞いたことがあるだろう。

　緊張した面持ちで凛恵は挨あい拶さつを返す。

「は、初めまして、久村凛恵です。兄がいつもお世話になってます」

「いえこちらこそ、彼にはとてもお世話になったわ。返しきれない借りがあるくらい」

「えっ……！」

　東條院さんの言葉に凛恵が目を見開いて驚いた。

　まさか自分の兄があの東條院歌織に貸しがあるなんて、思いも寄らなかったのだろう。

　というか俺もビックリしてる。

　借りってなんだ？　俺なんかしたっけ？

「久村くん、その顔は覚えてないって顔ね」

「ああ、ごめん。東條院さんに貸しなんてあったっけ？」

「あの遊園地でのことよ。発破をかけてくれたでしょう？」

「……ああ！　あれか！」

　先日の遊園地デートで、東條院さんは勇一と藤瀬の邪魔をしないと判断していたが、それを俺が「邪魔をしろよ」と言った話だ。

　確かにあれは俺がいなかったら東條院さんは何もせずに、勇一を奪われていただろう。

　だけどあれはちょっと俺が出しゃばり過ぎたというか、俺がこの漫画の世界に入ったせいだから、貸しっていうのは烏お滸こがましいというか……。

「そんなに借りって思わなくていいよ、別に。あれは俺が身勝手にやったことだし」

「あなたの身勝手のお陰で私はまだ勇一と結婚出来る可能性があるし、それにお父様との関係も良好になったわ」

　そうか、俺は東條院さんとその父親の関係性に口を出したんだった。

　……今思うと、なかなかヤバいこと言ってたよな？

「ふふっ、いろいろと気になることはあるけど、今はいいわ。とりあえず車に乗りなさい、お二人とも」

「あ、ああ、ありがとう」

「お、お邪魔します……」

　俺と凛恵はとても高級で素晴らしいリムジンに乗ったのだが、いろいろと居心地が悪い感じで座った。




　リムジンの椅子はどんなソファよりも柔らかく座り心地がいいが、居心地はよくない。

　凛恵もそんな感じなのか、背もたれがあるのに寄りかからずに姿勢を正していた。

　その様子を見てクスッと笑う東條院さん、凛恵に話しかける。

「楽にしていいわよ。この後、藤瀬さんと嶋しま田ださんのところにも寄って少し長くなるから、そんなに硬くなっていたら疲れてしまうわ」

「あ、ありがとうございます、東條院先輩」

「ふふっ、可愛らしいわね。私、後輩と呼べる方がいなかったから、先輩と呼んでくれて嬉しいわ。下の名前、歌織でいいわよ」

「い、いいんですか？」

「ええ、私も凛恵さんって呼んでもいいかしら？」

「もちろんです、歌織先輩。光栄です」

「凛恵さん、よろしく」

　おおー、まさかの東條院さんが凛恵に好印象を抱いている。

　俺は少し、この二人を会わせるのを心配していた。

　なぜなら原作ではこの二人、犬猿の仲だったのだ。

　原作では凛恵が「勇一のこと好き」となっている中で東條院さんと出会うから、第一印象がどちらも最悪なのだ。

　今の名前の呼び方も、原作ではどちらも苗字呼びだ。

　下の名前で呼び合っているのが、原作を知る俺としては少し違和感がある。

　まあこの世界では凛恵が勇一のこと好きじゃないしな、今は。

　これからどうなるかはわからんが……。

「あら、凛恵さんは毎日ご飯を作ってるの？　すごいわね」

「い、いえ、もう慣れたことですし……」

「慣れたことでも、そこまでいくのにとても努力をなさったでしょうし。それにすごいことには変わりはないわよ」

「あ、ありがとうございます……」

　今はとても仲良く話している。

　原作では一切見なかった光景だ。

　今後はどうなるか不明だが、仲良くなるのは悪いことじゃないはずだ。

　凛恵の兄としても、いろんな人と仲良くなるのはとても喜ばしいことである。
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　あ、だけど男と仲良くなるのはちょっとダメだ、特に勇一。

　勇一のことを好きになってしまったら、凛恵は負けヒロインが確定してしまうから、やめておいた方がいい。

「凛恵さんは可愛らしいわね。久村くんの妹っていうのがもったいないくらい。私の妹になる？」

「ちょっと待て。なんでいきなり俺の妹を口説いてるの？」

　いきなりだな、東條院さん。

　凛恵のことそんなに気に入ったの？

　ビックリだよ、会ってまだ十分も経ってないんじゃないか？

「私、一人っ子なのよ。だから姉妹が欲しいって何度も思ったことあるわ」

「そうなんだ」

　うん、それは原作読んでるから知ってるけど。

「だから凛恵さんが私の妹になれば、全部解決じゃない？」

「それは意味わからない」

　確かに凛恵はとても可愛い妹だしめちゃくちゃいい子だけど、凛恵は俺の妹だ。

「どうかしら、凛恵さん？」

「えっ、本気なの？　マジなの？」

　俺がそう問いかけると、東條院さんは俺に向かって微笑む。

　いや、どっちだ、わからん。

　本気だとしたら、いくら東條院さんでも奪われるわけにはいかない。

　そう思って口を挟もうと思ったら……。

「すみません、歌織先輩。私は久村家の家族で……お兄ちゃんの、妹だから」

「っ、凛恵……！」

　凛恵は下を向いて、俺や東條院さんとは顔を合わせずに言った。

　しかし頬が赤くなっているのは見えてしまっている。

　凛恵、なんて嬉うれしいことを……！

「お兄ちゃんは一人じゃ生活出来なくて、私がいなかったらすぐに死んじゃうと思いますから！」

「いやいや、そんなことないぞ。えっ、もしかしてそれが理由なの？」

「も、もちろん」

　いきなり悲しいことを……と思ったが、凛恵の性格上、これは照れ隠しかな？

　はぁ、可愛いなぁ。

　こんな妹を持てて、俺は幸せ者だ。

「な、何よお兄ちゃん、なんでニヤニヤしてるの」

「いや、なんでもない。凛恵は可愛いなぁ、って思っただけだ」

「バ、バカにしてるでしょ！」

「いやいや、そんなわけないだろう。お兄ちゃんが凛恵をバカにするなんてこと、あるわけない」

「ニヤニヤしてんじゃん！　お兄ちゃんのバカ！」

　口元が緩んでしまうのはしょうがないだろう、凛恵が可愛いのが悪い。

「あらあら、この私をフっていきなり目の前でイチャつくなんて、凛恵さんもなかなかやるわね」

「イ、イチャついてないですから！　誰がこんなバカお兄ちゃんと！」

「ふふっ、仲が良いようで微笑ましいわね。私も凛恵さんのような妹が欲しかったわ。久村くんが羨うらやましいわね」

「ふっ、凛恵は誰にも、東條院さんにもやらんぞ」

　俺がそう言うと東條院さんはニヤッとした。

　ん？　なんだ？　なんか企んでるような顔だ。

「そろそろ嶋田さんの家に着くわね。藤瀬さんも一緒にいるようだから、これで全員ね」

「そ、そうだな」

　なんか少し怖いが……何かするつもりなのか？

　わからんが、何をするのかもわからないから阻止する術すべがない。

　その後、リムジンが止まった……めちゃくちゃ滑らかに止まったな、さすが一流の運転手。

　東條院さんがリムジンを出て藤瀬と聖ちゃんを迎えにいく。

　またすぐにリムジンのドアが開いて、三人が入ってきた。

「うわー、リムジンだ……初めて乗ったよ」

「もちろん私もだが、さすが東條院だな」

　藤瀬も聖ちゃんもやはりリムジンに驚いているようだ。

「あ、凛恵ちゃん、だよね？」

「はい、久村凛恵です、よろしくお願いします」

「藤瀬詩し帆ほです、よろしくね！　詩帆でいいからね、凛恵ちゃん」

「わかりました、詩帆先輩」

　凛恵と藤瀬は初対面なので挨あい拶さつをしている。

　藤瀬は青色のブラウスに白のショートパンツを穿はいていて、とても春らしい爽さわやかで可愛らしい格好だ。

　藤瀬はフレンドリーなのですぐに仲良くなれるだろう。

「おはよう、聖ちゃ……嶋田」

「……おはよう、久村。あとこのメンバーだったら、その呼び方でも構わない。だけど気をつけてくれよ」

「あはは、ごめん聖ちゃん、気をつけるよ」

　呼び方を間違えてしまったから、ちょっとジト目をしている聖ちゃん。

　すごく可愛いけど、俺も気をつけないとな。

　聖ちゃんの今日の格好は……可愛すぎて辛い。

　以前の遊園地デートのようにお腹が見えていたりはしないが、そんなものなくても聖ちゃんは可愛いのだ。

　俺と同じような濃い色のジーンズ、やはり聖ちゃんは足が長くて細いのでジーンズがとても綺き麗れいで似合う。

　……ショートパンツとか、スカートも穿くのだろうか。

　めちゃくちゃ見てみたいけど、見たら俺死ぬかもしれない。

　そこは気をつけないとな。

　上はシンプルな淡い灰色のニット、大きめでふんわり着ている感じが可愛らしい。

　そして首元が少し緩いから、覗のぞき込んだら何か見えてしまうのではと、少しドキドキしてしまう。

　さすがにそれはないとは思うのだけれど。

「聖ちゃん、今日もすごく可愛い、似合ってるよ」

　俺は聖ちゃんの耳元あたりで、他の人に聞こえないように小さな声で言った。

「っ！　あ、ありがとう……」

　聖ちゃんは頬を赤らめて、口元を手で隠しながらお礼を言った。

　その仕草すら可愛いなぁ。




　そして全員が乗り込み、またリムジンは出発した。

　凛恵は藤瀬と会ってまた緊張していたようだが、少し話してすぐに打ち解けていた。

　藤瀬は誰とでも仲良くなれるような性格だからな、さすがだ。

「というか久村くん、こんなに可愛い妹いたんだね。知らなかったよ」

「か、可愛いって、別にそんな私は……」

「藤瀬には言ってなかったからな。自慢の妹だ、藤瀬には渡さんぞ」

「別に欲しいって言ってないけど、こんな可愛い妹なら欲しいかもー」

　そう言って藤瀬は凛恵に抱きついた。

「あ、あの、その……」

　反応に困っている凛恵は固まってしまっていた。

「詩帆、凛恵が困っているだろう」

「あっ、ごめんね凛恵ちゃん」

「い、いえ、大丈夫です」

「凛恵、詩帆は悪いやつじゃないんだ。ただ可愛い女の子が好きで時々残念な子になるから、許してやってくれ」

「もう聖ちゃん、そんな紹介やめてよー」

「ふふっ……」

　聖ちゃんと藤瀬のやりとりを見て、凛恵が控えめに笑った。

「だけど凛恵さんはとてもいい子だから、私も妹に欲しいわ」

「そうだよね、東條院さん」

「でもさっき私の妹にならないかって聞いたら、凛恵さんにフラれてしまったのよ」

「何をやってるんだ東條院は……あんまり凛恵を困らせるなよ」

　東條院さんの言葉を聞いて、聖ちゃんが呆あきれながら言う。

　すると……東條院さんがニヤッとした。

　先程と同様、何か企んでるような顔だ。

「だから私、久村くんが羨ましいって思ってね。ねえ、藤瀬さん」

「そうだね、東條院さん。私も一人っ子だからなぁ。聖ちゃんはお兄さんがいるんだっけ？」

「ああ、そうだな。だけど私も凛恵のような妹が欲しい、とは思うぞ」

「も、もう、聖さんまで……！」

　何やら凛恵ハーレムが巻き起こっている。

　凛恵は顔を真っ赤にしていて恥ずかしそうだ、可愛いな。

　みんな凛恵のことが好きなようだが、凛恵は俺の妹だぞ。

「あら、私は嶋田さんも羨ましいわよ」

「ん？　私の兄のことか？」

「いえ、違うわ。だって──いずれ、凛恵さんが妹になるのでしょう？」

「ん？　どういう意味……っ!?」

　聖ちゃんが聞き返そうとした瞬間、その意味に気づいたように顔を真っ赤にした。

　それと同時に、俺も片手で顔を覆って赤くなった顔を隠す。

　くっ……東條院さんは、これを狙っていたのか……！

「何年後になるかわからないけど、最短で一年くらいかしら？」

　俺らは高校二年生で、まだ十七歳。

　聖ちゃんが凛恵を妹に出来るのは、最短でも十八歳……くっ、ヤバい、俺にもダメージがすごい。

「いいわね、こんな可愛い凛恵さんが妹になるなんて」

「くっ、お、お前……！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしながら、凛恵と俺の方をチラチラと見てきた。

　やめて、聖ちゃん、さらに意識してしまうから。

　これはなんて作戦だ、東條院さん。

　俺にも聖ちゃんにもダメージを与え、凛恵がいることによって聖ちゃんが否定しづらいようにしている。

　否定してしまったら、凛恵を妹にしたくないという感じになってしまうから。

「ねえ、藤瀬さん。とても羨ましいわよね」

「ふふっ、そうだね！　いいなぁ、聖ちゃん」

「し、詩帆まで、何を言って……！」

　そうだよなぁ、藤瀬はこういう時、そっち側に回るよなぁ。

　聖ちゃんは俺の方を見てくるから助けてあげたいが、ここで俺が何か言ったら悪化する予感しかしない。

「凛恵ちゃんも、聖ちゃんがお姉ちゃんになったら嬉うれしい？」

「し、詩帆、何を聞いて……！」

「……ふふ、そうですね、すごく嬉しいです」

　凛恵、お前もか。

　凛恵ももちろんこの流れがわかっているようだが、あっち側についてしまった。

　さっきまで恥ずかしがっていた凛恵だが、今度は俺と聖ちゃんを辱めようとしている。

「だって聖さんはとても優しくて、綺麗で可愛くて、カッコいいですから」

「そ、それはその、素直に嬉しいが……」

「ふふっ、凛恵ちゃん、練習しておいた方がいいんじゃない？　ほら、呼び方とか、ね」

「し、詩帆、いい加減に……！」

「……聖、お姉ちゃん」

「っ──！」

「ふふっ、私も少し恥ずかしいです」

　凛恵がそう言って頬を少し赤らめるが、それ以上に顔を真っ赤にしたのは聖ちゃんだ。

　まさか凛恵にトドメを刺されるとは。

　そして凛恵の言い方も可愛い、お姉ちゃんもいいなぁ。

「あら、久村くん。自分の彼女が辱められてて、何も言わないのかしら？」

　こっちにまで飛び火が。

　東條院さんは俺を見逃してはくれないようだ。

　どうすればいいのか、俺には全くわからないんだが。

　もうここから助けるのは無理、というか最後まで辱められただろう、これは。

「……勘弁してください」

「あら、何がかしら？　久村くん、凛恵さんもお姉さんを欲しがっているようよ。あと何年後に出来るのかくらい、言ってもいいのでは？」

「ふふっ、私も聞きたいなー、久村くん」

「お兄ちゃん、どうなの？」

「も、もうやめてくれ……！」

　……その後、東條院さんの家に着くまで、俺と聖ちゃんはいじられ続けた。




　幸いにも、藤瀬と聖ちゃんが車に乗り込んできてから十分程度で、東條院家へと着いた。

　東條院さんや藤瀬はまだいじり足りない、といった感じだったが……。

　東條院家に着いた瞬間、少なくとも藤瀬にその気持ちはなくなった。

「す、すごい……！」

　リムジンの中から見えたその豪邸に、藤瀬が思わず呟つぶやいていた。

　藤瀬以外にも凛恵、それに聖ちゃんも目を丸くしている。

　窓の外にあるのは、もう見たこともないような大豪邸。

　いや、漫画とかではこのくらいの大豪邸は見たことあるかもしれないが、現実では見ないだろう。

　……一応ここ、漫画の世界だったな。

　俺は原作を読んでいたから東條院の家がこれくらい大きいってことは知っていたが、現物を見ると、すごすぎてもう笑えてくる。

「少し待ってちょうだい、今、門を開けてもらっているから」

「も、門……」

　リムジンは今止まっているが、それはこの豪邸に入るために門が開くのを待っているのだ。

　豪邸の敷地内に、リムジンが入るだけの庭があるということだろう。

　……本当にすげえな。

　そして学校の門よりも大きな門が開き、リムジンは敷地内に入った。

　大豪邸に近づいていき、ようやくリムジンは止まり俺達は外へ出た。

　見上げるほど大きな豪邸、入り口のドアはもう扉と呼んだ方が遜そん色しよくないくらい立派だ。

「やっぱり東條院さんって、お嬢様なんだね……」

　藤瀬がぼーっとしながらそう呟いた。

「あら、逆にそれ以外なんだと思っていたの？」

「いや、お嬢様だと思ってたけど、すごいね……」

「私にとってはここはそこまで大きくないと思うけれど……普通の方からすると、この家も大きいのよね」

「えっ、これ以上大きな家があるの？」

「海外にある別荘で、これの数倍の大きさの家があるわね」

「……想像つかない」

　これの、数倍って……藤瀬の言う通り、一般人には想像がつかない世界だ。

「外装を見るのは十分かしら？　もう入るわよ」

　東條院さんがそう言って扉の方へと進むので、俺達も後ろについていく。

　その時、聖ちゃんと隣同士になって視線が交わったのだが……。

「っ……！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤に染めて、俺から顔を逸らした。

　さっきまであれだけ俺と結婚するのかしないのか、みたいなのでからかわれていたのだ、その反応もしょうがないだろう。

　俺もなんだか恥ずかしくて視線を逸らそうと思ったくらいだ。

　だけど聖ちゃんの照れる顔も可愛いな。




　そのまま豪邸の中に入ると、やはり家の中もめちゃくちゃ広いし豪華だ。

　俺達は広すぎる玄関、高すぎる天井、シャンデリアなどを見回してしまう。

　東條院さんだけは慣れた様子でそのまま中へと入っていく。

「では、どうしましょう？　すぐに調理室で料理を練習するのであれば、このまま案内しますが」

「そ、そうだね……お願い出来る？」

　今日の目的は藤瀬の料理の練習だ。

　藤瀬は料理が本当に出来ない、素晴らしいほど出来ない。

　あの聖ちゃんが匙さじを投げるほどだ。

　前に聖ちゃんに「久村も手伝ってくれ」と言われていたけど、ぶっちゃけ「何の罰ゲーム？」と思っていた。

　だって味見役が毒味役で、気絶する可能性が高いんだから。

　だから東條院さんと聖ちゃんが球技大会の試合で負けた方が罰ゲームを受けると聞いて、すぐに藤瀬の料理の手伝いということを思い出した。

　藤瀬の料理の手伝いというだけで罰ゲームなのに、東條院さんにとっては恋敵の手伝いをしないといけないのだ。

　しかも大きなアドバンテージを持っている料理で。

　それを聖ちゃんに提案すると、すぐに採用してくれた。

　東條院さんにその罰ゲームを話すと、とても屈辱だと言いながらもやってくれるということで。

　だから今日は東條院さんの家で、藤瀬の料理の修業だ。

　広すぎる豪邸を東條院さんに案内される。

　その間も招待された俺達は、チラチラと周りを見てしまう。

　だって周りに執事とかメイドがいて、俺達が通る度に頭を下げてくるのだ。

　東條院さんは慣れた様子だが、俺達が浮き足立ってしまうのはしょうがないだろう。

　そうして廊下を歩いていたら……前から一人の男性が歩いてきた。

　って、あの人は……!?

「お父様!?」

　一番先頭を歩いていた東條院さんが立ち止まり、大きな声を上げた。

「えっ、東條院さんのお父さんって……」

　藤瀬が思わずそう呟いたが……そう、全員の頭に思い浮かぶ通り。

　総資産が一千兆を超えるほどの大企業の社長……東條院光こう輝きだ。

　四十歳を超えているとは思えないほど若々しい見た目、黒髪で耳がしっかり見えるほど短く揃えている。

　顔立ちもとても整っていて、目は東條院さんに似ている。

　いや、逆か、東條院さんがお父様に似ているのか。

　スーツで無表情で近づいてくるお父様に、東條院さん含めて俺達は緊張度が増す。

「歌織、おはよう。元気にしてたか？」

「お、おはようございます、お父様。はい、お陰様で」

　緊張した面持ちの東條院さんは、硬い笑みを浮かべている。

　後ろにいる俺達も先程よりも背筋がピンと伸びているだろう。

　お父様はなぜか一瞬眉まゆをひそめたが、すぐに俺達の方に顔を向けた。

「そちらの方々は、歌織の友達か？」

「は、はい、私の友人で、今日はこの家に招いております」

「そうか。初めまして、私は歌織の父親、東條院光輝だ」

「は、初めまして、藤瀬詩帆です」

　藤瀬が最初に喋しやべってくれて、俺達もそれに続いて挨あい拶さつをした。

　凛恵も聖ちゃんもやはり少し緊張しながら挨拶をし、最後に俺が話す。

「久村司つかさです」

「……君が久村くんか」

「えっ？」

　俺の名前知ってるの？　なんで？

「君には随分とお世話になった、ありがとう」

「え、えっ、いや、何がですか……？」

「先日の歌織からの電話、君の言葉で歌織が電話をかけたと聞いたが」

「あっ、その件ですか」

　まさか東條院さんが電話の件で、俺のことをこの人にも話していたとは。

　東條院さんからも借りが出来た、と言われたが、俺的にはそこまでの貸しだとは思っていないのだが。

「君にはお礼が言いたかった、ありがとう」

「い、いえ、そんな、大したことはしてないです」

「私達からすれば大したことなのだ。とりあえずお礼に、これを」

　お父様が懐から出した紙を、両手で受け取る。

　なんだこれは？

　……えっ、小切手？

「好きな額を……と言いたいところだが、上限はすまないが百億で頼む」

「え、えっ、あ、はっ？」

　何を言っているのか全くわからない。

　百億って、百億円……？

　……いやいやいやいや!?

「こ、こんなの受け取れませんよ!?　あとそんな額、書けるわけないです！」

「そうか？　では軽井沢にこの家くらいの小さな別荘があるのだが、それはいらないか？」

「いらないです！」

　この家くらいの小さなって何？

　大豪邸すぎますけど？

「そうか。今は君の求めるものが思い浮かばないが、いずれお礼の品を送らせてもらいたい」

「気持ちだけで十分なんですが……」

「そうもいかない。君は私達家族の氷を溶かしてくれたのだから」

　そう言ってお父様は東條院さんの方を見て、優しく微笑んだ。

　東條院さんは少し気まずそうに目を逸らしたが、耳がとても赤い。

「お、お父様、なぜ今日はこのお家に？」

「歌織が勇一くん以外に初めて友達を家に呼ぶと聞いたからな」

「は、恥ずかしいのでやめてください……」

「すまない。だが気になりすぎて仕事を放り出してきてしまった」

「それは大丈夫なのですか!?」

　ああ、だから今さっきからお父様の内ポケットで、バイブ音が鳴り響いているのか。

　おそらく仕事関連の電話なのだろうが……本当に大丈夫なのか？

「もうそろそろ行く。歌織、来週の食事会なのだが……本当に歌織が料理してくれるのか？」

「は、はい、まだまだ練習中ですが腕を振るって作ります」

「歌織が料理をしてくれるだけで、私にとってはどんな高級な料理よりも価値があるものだ」

「っ……あ、ありがとうございます……」

　俺達は、とても珍しい光景を見ている。

　あの東條院歌織が、とても恥ずかしそうに身を縮こませて、消え入りそうな声を出しているのだ。

　先程までリムジンの中であんなにお嬢様だった東條院さんが、可愛らしい女の子になっている。

「それと歌織……もうあの呼び方はしてくれないのか？」

「うっ!?　そ、その……」

「……そうか」

　少し寂しそうに、落ち込んだように目線を下げたお父様。

　それを見た東條院さんは顔を真っ赤にしながらも、意を決して……。

「……パパ、お仕事頑張ってください」

「っ……ああ、ありがとう、歌織」

　東條院さんの言葉にお父様……パパは、とても優しい笑みを浮かべた。

「君達も、ゆっくりしていってくれ」

「あ、はい、ありがとうございます」

　パパは最後にそう言ってから去っていった。

　パパが去っていってから数秒、沈黙が流れる。

「……随分とパパと仲がいいようだな、東條院」

「っ!?」

　最初にその言葉を発したのは、意外にも聖ちゃんだ。

　いや、意外でもないか、リムジンの中であれだけいじられたのだ。

「し、嶋田さん……？」

「いや素晴らしいことだ、親子仲がいいことは。これからもパパと仲良くするようにな」

　聖ちゃんは優しい笑みを浮かべようとしているようだが、ニヤつきが抑えきれていない。

　ただ俺も……口角が上がるのが止められないな。

「そうだね聖ちゃん。パパと仲がいいのはいいことだよね」

「ああそうだな。とても素晴らしいことだ」

「東條院さんがパパと仲良くなったのに俺が役立ったなんて、とても嬉うれしいよ」

「よくやったな、久村。お前のお陰で東條院とパパがさらに仲良くなったようだぞ」

「っ……」

　その後、調理室に着くまで俺と聖ちゃんは、顔を真っ赤に染めている東條院さんをからかい続けた。




　そして、ようやく俺達は調理室に着いた。

　めちゃめちゃ綺き麗れいで、高級レストランの厨ちゆう房ぼうかと思うくらい大きな調理室だ。

「調理器具は全て最新でとても優れているものを揃えているわ。だけど藤瀬さんの家にもあるような、庶民的な調理器具も揃えているから、今日はそっちで練習した方がいいでしょうね」

「そ、そうだね、ありがとう」

「私は罰ゲームとはいえ、やるからには全力でやるわよ」

　東條院さんはガチで藤瀬に料理を教えてくれるようだ。

　完全な恋敵なのに、とても律儀で優しい人だ。

「さすが東條院、パパと同じように優しい人のようだ」

「……嶋田さん？　もうやめてくれないかしら？」

　聖ちゃんはリムジンの中でのことを意外と根に持っていたのか、ずっと言っている。

　東條院さんは言われ慣れたのか顔を真っ赤にはせずに落ち着き払っているようだが、耳はいまだに真っ赤だった。

「ふむ、まだ言い足りないがわかった。詩帆の料理を手伝ってもらうのだから、他に集中力を割いていたら最悪死んでしまうからな」

「そ、そんなに危険なことをやるんですか？」

　藤瀬の料理の腕前を全く知らない凛恵が、顔を引きつらせながらそう問いかける。

「もう聖ちゃん！　凛恵ちゃんを怖がらせないでよ！　大丈夫だよ凛恵ちゃん、私、そんなに危ないことしないから！」

「は、はい、よろしくお願いしますね」

「こちらこそ、今日はよろしくね！」

　凛恵も今日は藤瀬の料理修業を手伝ってもらうために来たのだ。

　毎日料理をしている凛恵なら、力になってくれるだろう。

　凛恵がエプロンを借りて着けようとした時、

「凛恵さん、着けなくていいわよ」

「えっ？」

　東條院さんがエプロンを着けてそう言った。

「私にかかれば、一人で藤瀬さんの料理を上達させることなんて朝飯前だわ。どこかの誰かさんには、出来なかったようだけど」

　東條院さんがチラッと聖ちゃんの方を見た。

　おそらくさっきまで仕返しをされていたから、聖ちゃんを挑発したのだろう。

「……ああ、そうか、頑張ってくれ」

「むっ……」

　だが聖ちゃんは挑発には全く乗らず、笑みを浮かべていた。

　狙い通りにいかなかったからか、東條院さんが頬を膨らませる。

「とりあえず、凛恵さん。まずは見ていてちょうだい。手伝いに来てもらったのは嬉しいけど、もしかしたら手伝うことなく終わらせてしまうかもしれないわ」

「それならそれでいいんですけど……」

　凛恵はエプロンを空いている台の上に置いて、俺と聖ちゃんの方に来た。

　俺達三人はとりあえず東條院さんが藤瀬に料理を教えるのを見ておく。

　だけどさっきの聖ちゃんの笑顔……大人の対応の笑顔、というような感じにも見えたが、さっきのは違うのだろう。

　目は遠くを見ていて焦点が合わず、何か諦あきらめているような笑顔だった。

　聖ちゃんが挑発されてもそんな笑みを浮かべるほど……藤瀬の料理は、アレなのか。

「さて、藤瀬さん。私が徹底的に教えてあげるわ。嶋田さんがどうだったか知らないけど、私は教えるとしたら甘くないわよ」

「よ、よろしくお願いします！　何からやればいいでしょう!?」

　藤瀬はエプロンを着けて、やる気全開といった感じで両拳こぶしを握っている。

「まず、そうね……エプロン、逆よ」

「えっ？　あっ……」

　だよね、誰がどう見ても逆だよね。

　エプロンの前後ってどう間違えようがあるの？

　後ろってほとんど紐ひもしかないのに、なんでそれを前につけようとしたの？

「あ、あはは、ごめんなさい。毎回やっちゃうんだよねー」

「そ、そうなのね」

　さすがの東條院さんもこれほど藤瀬がアレだとはわかっておらず、動揺が隠せないようだ。

　……幸先がとても不安だ。




　東條院さんが藤瀬に料理を教え始めてから、三十分が経過した。

「ごめんなさい、無理だわ」

　先に音を上げたのは、東條院さんだった。

「えっ、どうしたの、東條院さん？」

　藤瀬は真っ黒になった料理をお皿に添えながら、そう言った。

　……こっわ。

　えっ、何が起こったの？　奇跡？

　確かに俺は見ていた、東條院さんがしっかりと藤瀬に料理を教えていたのを。

　最初にエプロンを反対に着けて、次に包丁を逆手に持ったところから。

　包丁を逆手に持つ人とか初めて見たわ、すげえな。

　だけど一つ一つ東條院さんは直して、教えていった。

　間違える部分は常人よりも何倍も多かったが、一つずつ直していった藤瀬。

　だけど出来上がったのは……漫画でよく見る、黒い煙を上げているダークマターである。

　ここは漫画の世界だったが、まさか本当にダークマターを目にするとは思わなかった。

「なんで、どうしてこうなるのかしら……？」

「えっ、何が？」

　藤瀬は東條院さんが落ち込んでいるというか、疲れている理由がわからないようだ。

「普通のハンバーグを作っていたはず……フライパンの蓋ふたを閉める前までは普通だったはず、それなのに開けたらなんで暗黒物質が現れるのかしら？　しかも私の分まで……」

　二つのフライパンを使い、片方に東條院さん、もう片方に藤瀬の分があったのだが、蓋を開けたらどちらもダークマター。

　もうマジックとかイリュージョンの域でしょ。

　だけどこれはイリュージョンじゃない、なぜなら本当にタネも仕掛けもないから。

　どうやったら普通にハンバーグを作っていただけなのに、ダークマターが出来るのか。

「……嶋田さん、凛恵さん、助けてくれるかしら？」

　東條院さんが前言撤回、完全に助けを求めた。

　まああれは仕方ない、東條院さんでも不可能なことはある。

　それがわかっていたから、聖ちゃんも挑発に乗らず仏のような笑みを浮かべたのだろう。

「助けを求められてもどう手伝えばいいのか、外から見てても全くわからないんですが」

　凛恵は一応エプロンをつけながらそう答える。

「私もだ。やはり詩帆はもう料理をしない方がいいんじゃ……」

「えー、これもダメなの？　私、結構上手くやったと思うんだけど……」

　藤瀬はお皿に盛ったダークマターを両手で持ち、ため息をついた。

　いや、それを見て上手くやれたと思っているのは結構ヤバいと思うんだが。

「自分で味見してもいい？」

「やめなさい、死ぬわよ」

　東條院さんが真顔で即答した。

　うん、あれは食いたくない。

　というか藤瀬もよく食べようという気持ちになれるな。

「だけどもったいないじゃん。あっ、久村くん食べる？」

「あはは、世界に絶望して死にたいと思ったら食べるかも」

　聖ちゃんと付き合っている限り、そんな時は永遠に訪れないが。

　藤瀬にダークマターを目の前に突き出されたんだが、なんで黒い煙を上げてるのに臭いが全くないのか。

　無臭なのが逆に怖いんだけど。

「まずなんで今回失敗したのか、わかる人いるかしら？」

「いろいろとミスはしてましたけど、あそこまでのヤバいものが出来るくらいのミスはしてなかったと思いますけど……」

「凛恵ちゃん、そんなヤバいものだったかな？」

「あんな料理見たことありません」

「えっ、褒められてる？」

「全く褒めてません」

　よく褒められてると思ったな。

「小さなミスであんなものになったのかもしれないな。私が前に教えた時も、少しずつ間違えてあの物質を作っていたから」

「多少の分量を間違えたくらいであれほどになるとは思えないけど……それ以外、改善点もないものね。とりあえずまた最初から作りましょうか、藤瀬さん」

「うん、頑張る！」
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　また両手を拳にしてやる気全開といった感じの藤瀬。

「じゃあまず玉ねぎを切る……藤瀬さん、なぜ逆手で包丁を持っているの？」

「あっ、間違えちゃった」

「……そう」

　とうとう東條院さんも先程の聖ちゃんと同じように、仏のような笑みを浮かべてしまった。

　これから凛恵も参戦するんだが、凛恵も同じような笑みを浮かべてしまうのだろうか……。

　俺も一応、今の料理を見てて思ったことを言おうかな。

「ちょっといいか？　これからやる料理の手順とかを紙に書いておくのはどうだ？　それと藤瀬が注意されたこと、注意すべきことも紙に書いておく、とか」

「そうね……私の頭の中に料理の手順があるから書かなくても大丈夫、と思っていたけど、確かに藤瀬さんにも見える形で書き記した方がいいわね」

「そうだね、何をすればいいかとかを聞いてもわかんない時があっても、見ればわかるのはありがたいかも」

「そういえば私が教えた時も、口頭で私が手順を説明するだけだったな」

「お兄ちゃん、ナイスアイディアだね」

「それはよかった」

　俺は前の世界でバイトをしていた時、カフェで軽く料理をしていた。

　もちろん俺も最初から出来たわけじゃない。藤瀬のように……いや、藤瀬ほどではないが、作るのに何回か失敗していた。

　だからその経験上、料理の手順が書かれた紙があると結構ありがたいのだ。

　口頭で言われると一発で理解しないといけないから少し難しいが、手順の紙があれば自分がどこで間違えたかもわかる。

　東條院さんがとりあえず、ハンバーグの作り方を一から紙に書き記していく。

「これくらいね。よし、じゃあまたやりましょう。次は何のミスも許さないわ」

「お、お願いします！」

「私達も頑張るか、凛恵」

「はい、聖さん」

　そして今度は聖ちゃんと凛恵、東條院さんという最強の布陣で、藤瀬の料理上達に取り組んでいく。

　……聖ちゃんのエプロン姿、めっちゃ可愛いな。




　最強の布陣で料理を作り始めて三十分、またハンバーグが完成した。

「……ギリギリ、ハンバーグね」

「そうですね。下手なハンバーグ、くらいにはなりました」

「なんという進歩だ……！」

「ねえ、それ褒めてるの？　褒められてるの、私？」

　藤瀬が作ったハンバーグは、普通のよりは若干形が崩れていたり黒ずんでいたりしているが、誰が見てもハンバーグと言えるくらいのものにはなっていた。

　最初に比べたら明らかな進歩と言えるだろう。

　東條院さんや凛恵は、「これだけ完かん璧ぺきにアシストしてもこれか」という感じに思っているようだが。

　だけど聖ちゃんだけはとても感動しているようだ。

　聖ちゃんは一人で藤瀬の料理を手伝ったことがあるから、その時の大変さを一人だけ知っている。

　しかも藤瀬のダークマターを勇気を出して食べて、気絶している経験があるからな。

　料理を作ってまともな食べ物が出来上がったことに感動しているのだろう。

「うー、なんかみんなと比べるとすごく不格好だなぁ」

　藤瀬の言う通り、確かに聖ちゃん達と比べると差が激しい。

　形も色も、食べてないけど味も多分違うだろう。

「藤瀬さん、最初から比べると成長したわよ。最初なんて食べ物を違うものに変えるという錬金術をしたんだから。そう思うと、ある意味劣化したとも言えるかもしれないけど」

「どうしたらあんな未知の物質を作れるのか謎ですよね」

「詩帆、よくやった。よく食べられる料理を作ったな」

「ねえ、だからこれは褒められてるの？」

　聖ちゃん以外、特に褒める気はないと思う。

　聖ちゃんも褒め方がなかなか酷い。

　小さい子供に「よく自分で手が洗えたねー、偉いねー」と言っているような感じだ。

　まあ……実際そのような感じなのだろう。

　だけど本当に、あの暗黒物質を作った後に、よくもこんなまともなハンバーグを作れたものだ。

　聖ちゃんや凛恵が加わって最強の布陣になっても、ぶっちゃけ無理だと思っていた。

　なぜなら原作でも、詩帆はずっと料理が壊滅的に出来ないというキャラだったからだ。

　何かを作れば暗黒物質を作り上げ、学校の調理実習でも一人だけ完全な見学を言い渡されるようなキャラだった。

　だから失敗するんだろうなぁ、と心のどこかでは思っていた。

「これは食べられるよね？　久村くん、味見してみて！」

「……わ、わかった」

　出来上がったハンバーグが盛り付けられた皿を藤瀬に手渡される。

　見た目は不格好なハンバーグだ、特におかしな点はない。

　匂いも少し焦げた感じだが、ハンバーグの匂い。

　……だがめちゃくちゃ怖い。

　さっきまで暗黒物質を作っていた人の料理を、何の警戒もなしに食べられるわけがない。

　チラッと聖ちゃん達の方を見る。

　聖ちゃんも固かた唾ずを呑のんで俺が食おうとしているハンバーグを見つめている。

　凛恵と東條院さんも味が気になるのか、こちらを見ていた。

　用意された箸はしで一口大にする。やわらかさもおかしな点はない。

　覚悟を決めて……一口！

「……あっ、美味うまい」

「ほんとっ!?」

　俺が思わず漏らした言葉に、藤瀬が目を輝かせて反応した。

「ああ、普通に美味いと思うぞ。ちょっと焦げてる部分とかはあるけど、普通に食える」

「よかった……！」

　俺は二口目も食って感想を伝える。

　うん、ハンバーグだ。

　見た目通り、少し焦げた感は否めないが、全然食える。

　俺の味見……いや、毒味したのを見て、聖ちゃん達も藤瀬が作ったハンバーグを食べる。

「本当ね、普通に食べられるわ」

「うん、食べられます。普通に美味おいしいです」

「き、気絶しない……！　すごいぞ、詩帆！」

「さっきよりは褒められてる気がするけど、なんか違う気がする。特に聖ちゃん、気絶しないのに驚くの？」

　逆に食べ物を食って気絶するって、どんな毒物を使ったんだって話だけど。

　毒物を一切使わずに一口食べただけで聖ちゃんを気絶させるなんて、本当に何かしらの錬金術だよなぁ。

「詩帆的に、何が一番変わった点だと思う？　私とやった時は何回やっても、こんな普通に作れなかったのに」

「なんか棘とげがある言い方だね、聖ちゃん。だけどそうだね、一番わかりやすかったのは、レシピが紙に書いてあったことかな」

「つまり……久村が言った案のことか」

「えっ、そうなの？」

　俺が言った案が、一番藤瀬に合っていたのか？

　こんなに料理が上手い人達が教えてくれていたのに？

「うん、紙に書いてあったことをなぞってやったらこれが出来たから。聖ちゃんと東條院さんが教えてくれたのは嬉うれしかったけど、やっぱり口頭だったから少しわかりにくかったのかも」

「紙に書いてあることを、口頭で説明しただけなんだけれど……」

「私もそんな感じだったのだがな」

　東條院さんと聖ちゃんが思わず苦笑いをした。

　ま、まあ人によってやりやすいとか、やりにくいとかあると思うからね。

「だけどそれだったら、今後はレシピを見てやればだいたいの料理は出来るんじゃないんですか？」

「あっ、そうなのかな？　もしかしたら私、もう一人で料理出来る!?」

「そんな簡単な話、なのか？　それだったら私がやってきたことは、なんだったんだ……」

　藤瀬のために身を粉にして頑張って料理を教えていた聖ちゃんは、少し落ち込んだようにそう言った。

　だけどそんな簡単な話なのだろうか？

　料理が壊滅的に下手な藤瀬が、ただレシピを見れば本当に出来るようになるのか？

「じゃあ藤瀬さん、私達が見ててあげるから、違うものを作ってみましょう。何か作りたいものはあるかしら？」

「うーん、お弁当に入るようなものがいいなぁ。ほら、重本くんにお弁当作ってあげたいし！」

「……この私に教わりながらよくそれが言えるものね、さすがだわ」

　完全な恋のライバル同士である、藤瀬と東條院さん。

　今回、東條院さんは恋敵である藤瀬に、塩を送る形となっているのだ。

　まあそれが罰ゲームだからな、しょうがないと思うが……藤瀬もライバルを意識させることを言うのか。

　藤瀬ってほんわかな見た目をしてるけど、意外とはっきりと物申すタイプなんだよな。

　そのくらいじゃないと東條院さんという規格外の女性と戦えないとは思うが。

「ふふっ、大丈夫だよ。私と東條院さんがそれぞれお弁当作って持っていっても、重本くんならどっちも完食してくれるよ」

「ええ、そうね。勇一の食欲なら食べきれると思うけど、あなたがさっきの暗黒物質を持ってきたら、勇一が食べようとしても絶対に止めてあげるわ」

「うっ……そ、そうならないように頑張るから」

「ふっ、せいぜい頑張ることね。お弁当の具ってなると、そうね……唐揚げとかはどうかしら。比較的簡単に作れて、お弁当にも入れやすいわ」

「そうだね！　それでお願い！」

　ということで、次は藤瀬が他の人の手を借りずに唐揚げを作ることとなった。

　レシピは藤瀬のスマホで調べたもので、わかりやすいように紙に印刷して見やすいように目の前に置いておく。

　あんなダークマターを作っていた藤瀬が、さすがにレシピを見ながら作れば料理が出来るようになるなんてことはないと思うが……。




　そして、二十分後。

「出来た！　どう？」

「……普通の唐揚げね」

「はい、唐揚げです」

「ほ、本当に出来ている……」

　めちゃくちゃ普通の、唐揚げが出来上がった。

　今回ももちろん、味見役、毒味役で呼ばれた俺が最初に食べる。

「……うん、美味い」

「やったぁ！」

　今回はハンバーグのように形が崩れていたりとか焦げていたりとかもなく、本当にシンプルに美味しい唐揚げだった。

　えっ、本当に？

　あの暗黒物質しか原作では作れなかった藤瀬が、本当に一人で料理が出来るようになったの？

「本当に最初にあんな暗黒物質を作ったのが意味不明なくらい、普通に出来てるわね」

「そうですね。むしろなんであんなヤバい物を作れたのかがわからないですが」

　東條院さんと凛恵も驚きながらも普通に食べている。

「ほ、本当にしっかり出来てる……」

「聖ちゃん、美味しい？」

「ああ、美味しかったぞ、詩帆。すごいな」

　聖ちゃんは笑みを浮かべてそう言うが、ただ少し複雑そうな顔だ。

　藤瀬が自分の作った唐揚げを食べに行ってから、聖ちゃんがため息をつく。

「レシピを紙に書いとけばよかったのか……くっ、そうすれば私は、あんなに苦労せずに済んだのに」

「……お疲れ様、聖ちゃん」

　俺は原作でどれだけ聖ちゃんが頑張っていたのか知っているから。

「ああ……まあ、詩帆が作れるようになってよかったさ」

　聖ちゃんは自分が苦労したことを誰かに悲観的に言うわけでもなく、ただ親友の藤瀬が料理が出来るようになったことを喜んでいた。

　そんな聖ちゃんが、やっぱり俺は好きだな。

「詩帆、次は卵焼きでも作ったらいいんじゃないか？　お弁当のおかずとしてよく入っているから、とてもいいと思うぞ」

　聖ちゃんの意見に、

「うん、そうだね。美味しいもんね、卵焼き」

「出だ汁し巻き卵とかいいんじゃないですか？　少し難しいかもしれないですけど」

「そうね。卵焼きを作る専用のフライパンがあればいいけれど、藤瀬さんの家にこのフライパンはあるかしら？」

「あっ、見たことあるかも」

「なら少しは簡単に作れるわ。練習してみましょう。まずはレシピを調べないとね」

　そしてまた新しく料理を作り始める。

　聖ちゃんも近くでまた見守ろうとしたが、東條院さんが思いついたというように話す。

「久村くん、隣の部屋に多分お弁当箱があるから取ってきてくれないかしら。今日はお弁当のおかずを作ってるから、お弁当箱があるとわかりやすいでしょ」

「わかった。調理室を出て隣の部屋ね？」

「そうよ、そこが準備室みたいになってるから。ちょっと散らかっていると思うけど」

「じゃあ私も見守ってるだけじゃ暇だし、久村についていこう」

　確かに藤瀬が普通に作れるようになったのであれば、三人も先生はいらないだろう。

「じゃあ聖ちゃん、行こうか」

　藤瀬の料理修業は東條院さんと凛恵に任せて、聖ちゃんと一緒に調理室を出た。




　調理室を出てすぐ隣の部屋に入る。

　そこも調理室と同様、結構大きな部屋だが物が色々と置いてあって、調理室のようにそこまで広くは感じない。

　準備室ということで調理器具などが色々と並んでいて、大きな器具なども置いてある。

　おそらく本当は調理室にあったものとかを、今回のためにこちらに移してくれたのだろう。

　ここのどこかにお弁当箱がある、という話だが……どこにあるんだろうか？

　こんなに広い部屋の中を探すのは、結構無理がある気がするんだけど。

「この中からお弁当箱を探さないといけないのか……東條院のやつ、どこらへんにあるかくらい教えてくれればいいものを」

「探すのは大変そうだ」

「まあ少し探して見つからなかったら、東條院に聞きにいけばいいか」

「そうだね」

　そして俺と聖ちゃんは適当に探しながら、雑談をする。

「しかし、本当に詩帆が料理を出来るようになってよかった。私一人ではどうしようもなかったから、罰ゲームで東條院に頼んでよかったな」

「あはは、そうだね。東條院さんにとっては、敵に塩を送る形だからね」

「これも司が罰ゲームを考えてくれたお陰だ」

「喜んでもらえて何よりだよ。藤瀬がレシピをしっかり見て、それ通りにやれば普通に出来るとは思わなかったよね」

「そう、だな。詩帆に教えた当初は、レシピを見ながらやっていた気がするんだが……もしかしたらその時も、私が口頭で早口で説明していたかもしれない」

　聖ちゃんもレシピを一緒に見ながらやったことはあるようだが、それを重視してはいなかったみたいだ。

「最初の方は……本当に、包丁をもたせたら人でも殺すんじゃないかというような持ち方をしていたから、それを直すのに精一杯だった」

「そ、そうなんだ」

　人を殺すような持ち方って何？

　今日も最初、包丁を逆手に持ってたけど、あれよりもヤバい持ち方とかあるの？

　二本を両手に構えて一本を口に咥くわえた、とか？

　それは全く違う漫画になるな。

「しかしレシピを紙に書いて見ながらやれば出来るとは、盲点だったな。私ももっと早く気づけばよかったのだが」

　聖ちゃんが苦笑するようにそう言った。

「だけど聖ちゃんが藤瀬に料理の基礎を教えてなかったら、今日の料理ももっと手こずってたと思うし、レシピ通りに作る以前の問題だったと思うよ」

「……それもそうだな」

　あっ、普通に肯定するんだね。

　本当にそれだけ最初は酷かったんだろうなぁ。

「聖ちゃんが基礎を教えてあげたから、藤瀬は料理が出来るようになったんだよ」

「ああ、ありがとう……大変だったなぁ」

　聖ちゃんが遠い目をして、仏のような笑みを浮かべている。

　そういえば聖ちゃん、あのダークマターを味見して気絶したって言ってたからな……。

　聖ちゃんにしかわからない大変さがあったのだろう。

「お、お疲れ様、聖ちゃん」

「ふふふ……ああ、そうだな。もう私は、あのダークマターから解放されてもいいのだな」

　聖ちゃん、トラウマになってる？

　……本当に、俺はダークマターを食べずに済んでよかった。




　その後、すぐに弁当箱はいくつか見つかった。

　小さな弁当箱もあれば、運動会に持っていくような重箱もあった。

　さすがに重箱はいらないよなぁ。

　だけど勇一に作る弁当だったら、重箱でも問題ないかもしれない。

「とりあえず、小さいのだけあっちに持っていこうか」

「ああ、そうだな」

　聖ちゃんを見ると、弁当箱を探し回っていたからか、髪の毛に埃ほこりがついていた。

「聖ちゃん、髪に埃が」

「えっ、どこだ？」

　聖ちゃんは慌てたように髪を触るが、場所が後頭部あたりなので、まだついている。

「ここだよ」

「ここか？」

　俺が自分の後頭部を指して教えたのだが、聖ちゃんは少しズレたところを撫なでる。

　なんだか可愛らしいが、俺は聖ちゃんの髪の埃を取るために手を伸ばす。

　聖ちゃんの髪に手を伸ばし、優しく撫でるように埃を取る。

　埃は取れたのだが、少しだけ聖ちゃんの髪が跳ねてしまった。

　俺は思わずそこを押さえるように、聖ちゃんの髪を撫でた。

　聖ちゃんの髪、すごくサラサラで柔らかくて……すげえ、語ご彙いがなくなるくらいすげえ。

「……つ、司？　いつまで撫でてるんだ？」

「あっ……」

　聖ちゃんの髪の魔力に惹ひかれて、ずっと撫でてしまっていた。

　ヤバい、女性にとって髪は命の次に大事といわれるほどだ。

　聖ちゃんの命の次に大事な髪だ、俺の命よりもずっと重い。

　それなのに許可もなくずっと撫でてしまっていた。

「ご、ごめん、聖ちゃん」

「あっ……い、いや、大丈夫だ」

　俺が手を離すと、聖ちゃんは顔が赤いまま、少し複雑そうな顔をしたが……もしかして怒ってるのかな？

　あれだけ綺き麗れいでサラサラの髪だ、とても気を遣っているのだろう。

　それを勝手に触られたら、怒るのも当たり前か。

「ごめんね、聖ちゃん。もう触らないから」

「えっ？　いや、その、本当に大丈夫だが」

　聖ちゃんは優しいからそう言ってくれたが、もう触らないようにしないとな。

　こういう恋人らしいことをしたいという想いはあるが、強引にしてしまったら嫌われてしまう。

　聖ちゃんに嫌われたら俺は全てに絶望して死んでしまうから、それだけは避けないと。

「じゃあお弁当箱も見つかったし、あっちに行こうか」

「っ……」

　俺がそう言ってこの部屋から出ようと一歩踏み出そうとした時、後ろに引っ張られた。

　振り向くと、聖ちゃんが俺の服の裾すそを掴つかんで引き止めていた。

「どうしたの？」

「その……前に言っていた、ご褒美が、あるだろう？」

「ご褒美？　球技大会で優勝した時のだよね？」

　なんで今それが出てくるのかわからないけど。

「司が出来ることなら、なんでもいい、って言ってたな？　笑わないでくれよ？」

「うん、もちろん」

「それなら……もう一度、頭を撫でてくれないか？」

「えっ、ご褒美がそれでいいの？　というか、頭撫でていいの？」

　むしろそれ、俺のご褒美になってない？

「わ、私がそれがいいと言ってるんだから、いいんだ」

　この広い部屋に二人きり、少し手を伸ばせば触れられる距離にいる聖ちゃん、とても恥ずかしいのか小さな声だったが、聞こえないわけがなかった。

　言った後に俺が何も言わないからか、不安そうに見上げてきた。

　上目遣いになっていることに気づいていないのだろうが、俺に効果抜群すぎて心臓が鳴る音が激しくなった。

　久しぶりに鼻血も出そうになった気がしたが、なんとか堪えた。

「だ、だめなのか？」

「……もちろん、大丈夫です」

　不安そうにしている聖ちゃんを安心させるために、俺は右手を聖ちゃんの頭に乗せ、撫で始める。

「あっ……」

　不安そうな顔が晴れて、少し嬉うれしそうに口角を上げたのを見て鼻血が……危ない！

　鼻血が出かけたが、なんとか耐えるんだ、俺。

　そんなよくわからないことに耐えながら、俺は聖ちゃんの髪を頭頂部から後頭部にかけて、ゆっくり優しく撫でる。

「んっ……」

　聖ちゃんはくすぐったいのか気持ちいいのかわからない声を出して、俺の方に擦り寄ってきた。

　近い、先程までは腕を伸ばせば触れられるくらいの距離だったが、今は少しでも前に出れば身体が当たってしまうくらいの距離だ。

　そちらの方が俺も撫でやすいが、ドキドキしてしまうのだが。

　聖ちゃんは頭を撫でられる感覚に集中するためか、目を瞑つぶっているのでこんなに近いことに気づいていないのかもしれない。

　くっ、こんなに近い距離で聖ちゃんの綺麗で美しく柔らかい髪を撫でながら、可愛い顔を見続けるなんて……！

　なんという拷問だ、一生受けていたい。

「聖ちゃん、その……頭撫でられるの、好きなの？」

　ずっと黙って撫でていたら色々とヤバい気がするから、なんとか話しかける。

　聖ちゃんも目を瞑り、穏やかな笑みを浮かべながら答えてくれる。

「ああ、そうだな、結構好きかもしれない。なんだか心地がいい」

「そ、そっか、それはよかった。だけど聖ちゃんが撫でられるのが好きって意外だね」

「だ、だから笑わないでくれって言ったんだ」

「笑わないよ。あ、だけど聖ちゃんが可愛すぎてちょっとニヤついちゃうのは許して」

「そ、そんな理由だったら言わなくていいから」

　……こんな会話をしながらも、俺の手はずっと聖ちゃんの頭を、髪を撫で続けている。

　いつまでやってればいいんだろうか、いや、俺としては一生やっていてもいいけど。

「聖ちゃん、そろそろ弁当箱を持ってあっちの部屋に行かないと、あっちも料理終わってるかもしれないし」

「むっ……そうかもな」

「うん、じゃあ……」

「でも、その……あとちょっとだけ」

「……了解です」

　ちょっと俺が手を離そうとした時に、「あとちょっと」と言って頭を俺の手に擦り寄せてきた聖ちゃん。

　なんだか飼ったことはないけど、甘えん坊の猫みたいだと思った。

　まさか聖ちゃんがこんな甘え方をしてくるなんて思わなかった。

　それにさっきからずっとめちゃくちゃ近いし。

　こんなに近くなんて今まで一度も……いや、あれだ。

　初めて俺がこの世界に来て、夢の中のテンションで告白した時に壁ドンしてたわ、俺。

　あれは恥ずかしすぎてちょっと記憶の彼方かなたにやっていたが。

　だけど今はあの聖ちゃんが彼女になって、こんな甘え方をしてきて……。

　可愛すぎて辛い、尊い……。

「ずっと頭を撫でていて、辛くないか？」

「いや大丈夫、あと半日は撫で続けられる」

「ふふっ、それは長すぎだ。だけど……それもいいかもな」

「くっ……聖ちゃん、なんでいきなりこんな可愛い甘え方を……！」

「うっ、そ、そんなにはっきり言うな……」

　聖ちゃんも恥ずかしくなったのか、少し下を向いて……。

「だって……司が言ったんだぞ。甘えてもいい、って」

「えっ？」

「わ、忘れたのか。球技大会の練習に付き合ってもらった時に、言ってくれたじゃないか」

「あっ……」

　そういえば、自転車で聖ちゃんの家に送った時に、そんなことを言った気がする。

　まさか聖ちゃんがその時のことをしっかり覚えてくれていたとは。

「あれは、言葉だけだったのか？」

「いや、もちろん違うよ。聖ちゃんに甘えられて俺も嬉しいし、幸せだよ」

「っ……そ、そうか、ありがとう。私もその、幸せだ」

　聖ちゃんはお礼を言いながら俺の顔を見上げてきた。

　すると聖ちゃんはこんなに近づいていたとはやっぱりわかっていなかったのか、一気に顔を真っ赤にした。

　いつもの聖ちゃんならそのまま後ろへと下がって、「す、すまない」と言って落ち着こうとしていたかもしれない。

　だけど……今はなぜか、離れない。

　聖ちゃんと目が合っている、ずっと。

　少しつり目で大きな瞳ひとみ、吸い込まれるような美しさ。

　女性の中では高身長の聖ちゃんだが、俺の方が十センチほど身長は高い。

　ほとんど身体がくっついているような距離、お互いの顔の距離は数十センチ。

　体勢は俺が聖ちゃんの後頭部に右手を回していて、聖ちゃんはいつの間にか俺の胸に右手をそっと添えていた。

　俺の心臓の音が聖ちゃんの右手に伝わっているだろうか、すごい音が鳴っているはずだ。

　聖ちゃんもドキドキしてくれているのだろうか、とても顔が真っ赤になって、綺麗な瞳が少し潤んでいるのが見える。

　だけどそれでも……お互いにその距離で、目を逸らさない。

　何も言わない。

　これは──その時、なのか。

　わからない、初めてで、何も。

　理性が「やめろ」と言うのだが、本能が「したい」と叫んでいる。

　だけど……付き合ってから、まだ一ヶ月弱。

　それをするのには、少し早すぎるのではないか？

　本能を押し殺し、理性を保つ。

　俺は我慢するように強く目を瞑って、聖ちゃんから距離を取ろうとする。

　しかし──近い距離のまま、聖ちゃんが話しかけてくる。

「司……お前にも、ご褒美をあげたい」

「ご、ご褒美？」

「私だけご褒美をもらっては、不公平だろう」

「そんなことは……」

「だから──」

　聖ちゃんが真っ赤な顔で、潤んだ瞳で俺の目を真っ直ぐに見てきて。

「今、司がしたいと思ってることを、することが……ご褒美じゃ、ダメか？」

「──っ！」

　俺の理性を溶かすような、そんな言葉を言われた。

　俺は緊張しながらも、少しだけ、聖ちゃんとの顔の距離を近づける。

「っ……」

　聖ちゃんの後頭部と首のあたりに置いている手を通して、聖ちゃんの身体が少しビクッとしたのを感じた。

　俺が何をしようとしているのか、何をしたいのかがわかったのだろう。

　少しでも嫌な素振りを見せたらすぐに離れようと思った。むしろ今の反応でも離れようと思ったくらいだ。
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　だけど……聖ちゃんが、目を瞑った。

　聖ちゃんが少し背伸びをするように、顔の距離を近づけた。

　──ドクンッと、心臓が一際大きく鳴る。

　俺も目を瞑り、覚悟を決め……聖ちゃんの首あたりに回した右手に力を入れ、少しだけ引き寄せる。

「んっ……」

　俺の力が強かったのか、聖ちゃんの色っぽく漏れた声が聞こえて……。

　そして──。




　　　　◇　◇　◇




「あー、また形が崩れちゃった……！」

　藤瀬詩帆はお皿に盛り付けた出だ汁し巻き卵を見て、残念そうに呟つぶやいた。

　二度目の出汁巻き卵の挑戦だったが、一番良い出来ではあるがやはり他の二人に比べると、明らかに出来が悪い。

「昨日まで、いえ、一時間前まで暗黒物質を作っていたのなら、これでも上出来だわ」

「そうですね。形は多少崩れてますが、味はそこまで変わらないと思いますよ」

「だけど出汁巻き卵って食感も大事じゃない？」

「まあ、確かに」

「だよね。やっぱりふわふわでやわらかいの作りたいよ！　よし、もう一回挑戦していい？」

「ええ、いいわよ。材料なんて山ほどあるわ」

「さっきめちゃくちゃ大きい冷蔵庫の中見ましたけど、本当に山ほどありましたね」

　そして三人は作ったものを軽く食べながら、また料理の準備をし始める。

「そういえば久村くんと聖ちゃん、帰ってこないね」

「そうね、意外と長くかかってるわね」

　二人が調理室を出て行ってから十分以上は経っていた。

「もしかして、何かあったんじゃ……」

「確かにあの部屋、器具とかがいろいろ置いてあるから、崩れたら危ないわね」

「じゃあ本当に……！」

　凛恵が心配そうに呟くのだが、東條院は安心させるように首を振る。

「特に何かが崩れたような音もしてないから大丈夫よ」

「だけど、もしその音が聞こえてなかったら」

「というよりも多分、二人でイチャイチャしてる可能性の方が高いんじゃないかしら？」

「えっ!?」

　今にも駆け出しそうだった凛恵が、頬を赤らめて止まった。

「私もそう思うなぁ。ほら、今日はあの二人全然イチャイチャしてなかったしね」

「し、詩帆先輩まで……」

「だからもう少し待っていいんじゃないかしら。嶋田さんも、彼氏とイチャイチャしている姿を見られるのは嫌なタイプでしょうしね」

「ふふっ、確かに。東條院さんも、聖ちゃんのことよくわかってるね」

「……その言い方だと私が嶋田さんと仲良いみたいじゃない」

　詩帆の言葉に、東條院は少し気に食わないといった感じだ。

「だって仲良いでしょ？　今日だって聖ちゃんがお願いしたから、こんな調理室まで貸してくれて」

「お願いじゃないわ、罰ゲームよ。罰ゲームじゃなければ、恋敵のあなたの料理を手伝うなんてことはしないわ」

「恋敵……？」

　また凛恵が知らない情報が出てきて、目を見開いてその言葉を呟いた。

「えっ、お二人は、恋敵なんですか？」

「あら、言ってなかったかしら？」

「そういえば言ってなかったね。ふふっ、恥ずかしいなー」

「そ、そうだったんですか。誰が好きかって聞いてもいいですか？」

「重本勇一って男よ。同じ学校で私達と同じ学年の」

「あー、重本さんですか」

「あれ、知ってるの？」

「前にお兄ちゃんが家に連れてきて、その時に知り合いました」

「そうなのね。凛恵さん、くれぐれも勇一のことは好きにならないようにね。あなたとはこうしていい関係を築けたのだから、それを壊したくはないわ」

「わ、わかりました」

　東條院がとてもいい笑顔で忠告してきたのを、凛恵は少し怖がりながら心に刻んだ。

「それで、私は別に嶋田さんと仲良いわけじゃないわ。ただそうね、藤瀬さんとは恋敵だけど、嶋田さんとはライバルって感じね」

「ライバル？　それはスポーツの面で？」

「そうね。私は勉強でもスポーツでもほぼ負けなしで生きてきたのに、初めてあそこまで完膚なきまでに負けたわ」

「初めて負けたっていうのもすごいですね」

　凛恵は今日初めて東條院と出会ったので、東條院歌織がどれほど超人的な能力を持っているか知らない。

　勉強は学年一位から落ちたことはなく、スポーツでも部活でやっている人よりも上手い。

　しかし球技大会で初めて、嶋田聖と真正面から戦い負けた。

　自分と同じくバスケ部などに入っていない、完全に対等な戦い。

　むしろバスケ部がチームに三人もいた東條院の方が有利だったのに、完かん璧ぺきに負けたのだ。

　あそこまでボコボコにされたら、負けを認めるしかない。

「いずれこの借りは絶対に返すわ……！」

　東條院は不敵な笑みを浮かべながらそう言った。

「ふふっ、東條院さんが聖ちゃんと仲良くなったみたいでよかったよ」

「だから別に仲良くは……はぁ、もういいわ。そういえば、本当に久村くんと嶋田さんは遅いわね。キスでもしてるのかしら」

「キッ……!?」

　東條院がサラッと出した言葉に、凛恵は頬を赤くして反応する。

「い、いくらなんでも、まだしてないんじゃないんですか？　付き合って一ヶ月くらいだし……」

「あら、凛恵さんは純情ね。私だったら付き合った当日に勇一と熱烈なキスをしたいわよ」

「ね、熱烈って……」

　その言葉にさらに凛恵は顔を赤くするが、詩帆は特に変わった様子もなく笑みを見せていた。

「ふふっ、私が重本くんと付き合うから、その妄想は違う人といつかしてね、東條院さん」

「あら、なかなか言うわね。藤瀬さんこそ、そんな妄言は夢の中で言うからこそ許されるのよ」

「夢の中だったらもっとすごいことしてるから大丈夫だよー」

「ちょ、ちょっと、喧けん嘩かしているのか仲良いのか、わからないんですけど」

「仲良くしてるんだよ」

「喧嘩してるのよ」

「どっちなんですか」

　詩帆と東條院だけだったらずっと言い合いになっていた可能性が高いが、凛恵がいたことによってそこで言い合いは終わった。

「だけど聖ちゃんと久村くんは多分、キスはしてないんじゃないかな？　聖ちゃんはすごく純情でいい子だし、久村くんはそんな聖ちゃんに合わせてあげそうだしね」

「そ、そうですよね。付き合って一ヶ月でキスは、早いですよね」

「うーん、だけど私も重本くんと付き合ったら初日でキスはしたいけどね」

「そ、そうなんですか……!?」

　凛恵はとても清せい楚そそうで真面目そうな詩帆が、サラッとそんなことを言うとは思わなかった。

「まあ人それぞれだと思うし、あの二人ももうキスくらいは済ませてるかもね。もしかしたら今してるかも」

「そ、そうですか……」

　顔を真っ赤にしながら想像してしまう凛恵。

「あっ、ごめんね凛恵ちゃん、なんか変な話しちゃって」

「い、いえ、大丈夫です……」

「だけど多分まだしてないよ。してたら聖ちゃんの反応で、私はすぐにわかると思うし」

「すごい能力だけど、嶋田さんにとっては嫌な察し能力ね」

「聖ちゃん、そういうの隠すのは上手くないしね」

　ちょっとだけニヤッとした詩帆に、凛恵は苦笑いをした。

「とりあえず、もう弁当箱も探し終わってると思うし、そろそろあちらの部屋に迎えに行くのもいいわね」

「えっ、行くんですか？」

「ええ、こんなに時間が経っているのに弁当箱を探し終えていなかったら、あちらの落ち度だし……弁当箱を放って先に進んでいるのなら、ガッツリ見てやるわ」

「さ、先に進む……それに見るって……！」

「大丈夫だよ凛恵ちゃん。いってたとしてもキスくらいだと思うしね」

「え、えっ、本当に行くんですか？」

　凛恵が戸惑っている間に詩帆と東條院は調理器具を置いて、調理室を出ようとする。

「最悪、本当に事に進んでいたらそれはそれね。ここは私の家だし、落ち度があるのはあっちだわ」

「さすがにそれはないと思うけどねー。凛恵ちゃん、お兄ちゃんのそういうシーンを見たくないなら、来なくてもいいと思うよ」

「っ……い、行きます！」

「ふふっ、凛恵さんも好きモノね」

「ち、違います！」

　そう言いながら三人は調理室のドアを開けて廊下に出て、隣の部屋のドアに向かう。

　数歩歩いたところにあるドア、そこのドアを全く躊ちゆう躇ちよなくガラッと開けた東條院。

　その後ろで中を興味深そうに覗のぞく詩帆と、少し躊躇しながら覗く凛恵。

「……お二人さん、何をしているのかしら？」

　東條院は準備室にいる聖と久村を見て、そう言った。

　二人はどちらも顔を真っ赤にしながら、数メートル離れたところで互いに背を向けていた。

　久村が動揺しながらも入ってきた東條院達の方を向いて話す。

「あ、い、いや、言われた通り、弁当箱を探していたんだ」

「あら、じゃあお弁当箱を探すのは終わっているようね」

　ドアのすぐ側にあるテーブルの上に弁当箱がいくつかあった。

　久村と聖がこの部屋から見つけ出して置いていたのだろう。

「そ、そうだな。何個持っていけばいい？」

「二つくらいでいいんじゃないかしら。探してくれたのはいいけど、さすがに重箱はいらないわね」

「あ、あはは、そうだよね」

「それでお弁当箱を見つけた後、お二人は何をやっていたのか……と聞くのは野暮かしら？」

　東條院がニヤッとして、からかうようにそう問いかけた。

　この広い部屋で大きな調理器具が並んでいる中、弁当箱を見つけるのは多少大変だが、そこまで難しくないはず。

　十分もかかるような作業ではないことは確かだ。

　だが久村と聖がこの部屋で二人きりになってから、十分以上は経っている。

「あー、えっと……」

　久村がまた少し顔を赤くして、チラッと聖の方を見た。

　聖も同じタイミングで久村の方を見たのか、二人は目が合い……すごい勢いで目を逸らした。

「べ、別に、普通に話してただけだよ。ねえ、聖ちゃん」

「そ、そうだな、うん、話してただけだ」

「……へー、そうなのね」

「ふふっ、そうなんだー」

「……」

　東條院と藤瀬、凛恵の三人が心の中で思うことは一つ──何かあったな、と。

　この部屋でイチャイチャしていたことは確かだが、何か二人の関係に進展する出来事が起こったのだろう。

　そうでないとこんなにも二人が挙動不審にはならない。

　問題は……どこまでいったか、だ。

　東條院と藤瀬は一瞬目を合わせてから、二人の様子をザッと見る。

　聖の服装……特に乱れた様子はない。

　聖の服が乱れていたら……かなり先に進んだと判断していたが、そうではないようだ。

　さらに詳しく見る、そして聖の親友である藤瀬が気づく。

（っ、聖ちゃんの髪が少し、ほんの少しだけさっきよりも乱れてる。つまり、なでなでしてもらったんだ！）

（あら、本当ね）

（だけどそれだけでこんなに動揺するかな……東條院さん、どう思う？）

（そうね、キスくらいはしてると思ったんだけれど……久村くんの唇に口紅もついていないみたいだし）

（いや、聖ちゃんはリップクリームしかつけないから、もしかしたら……）

（そうなのね。というかそれならそれで、リップクリームしかつけてなくてあんなぷるぷるの唇は羨うらやましいわね）

（そんな聖ちゃんとキスが出来る、もしくはもうしたかもしれない久村くんは幸せ者だね）

　二人はほとんどテレパシーの域で、目線だけでやりとりをしていた。

　凛恵だけは久村と聖がどこまで進んだのか頭の中で想像して、頬を赤らめていた。

「じゃ、じゃあこの弁当箱でいいよな？」

「そ、そうだな。これで大丈夫なら、もう調理室に戻ろうか」

　久村と聖は一刻も早くこの部屋を出たいのか、そう言って弁当箱を二つ持って出ていこうとする。

　やはり何かあったのは確かなようだ。

（ふふっ、私は今日帰ったら、聖ちゃんに電話して聞こうかな）

（いい趣味ね、あなた。なら私はこの部屋の監視カメラを後で確認しておくわ）

（東條院さんの方がすごい趣味してない!?　……あとで送ってね）

（わかったわ）

　恋敵の二人だが、視線だけで会話が出来るほど、意外と相性がいい二人でもあった。

　その後、藤瀬の料理の修業は続いたが、久村と聖の二人がぎこちない雰囲気になっていたのは、全員がわかっていた。




　　　　◇　◇　◇




　藤瀬の料理の修業が、とりあえず一区切りついた。

　二つの弁当箱に藤瀬が一人で作ったおかずとお米を詰めて、立派なお弁当が出来た。

「出来たわね。私が教えたにしてはまだまだだけど、最初の料理を見れば随分上達したものね」

「むしろ本当になんであんな暗黒物質を作れてたのかが謎ですが」

「東條院さん、凛恵ちゃん、本当にありがとう！　このお弁当、二人に渡したいんだけど……いいかな？」

　藤瀬の言葉に東條院さんは目を丸くする。

「私達に？　明後日あさつての学校の昼に持ってくる、勇一の分じゃないの？」

　弁当箱は二つあるが、勇一なら余裕で食えるだろうな。

　だけど藤瀬は今回頑張って作ったお弁当を、東條院さんと凛恵に渡すみたいだ。

「重本くんに渡す分は、頑張って一人で作る！　今回のお弁当は、手伝ってくれた二人に渡したいから！」

「……そう、まあそれなら、受け取っておくわ」

「ありがとうございます、詩帆先輩」

　東條院さんは照れ隠しなのか顔を逸らしながら受け取り、凛恵は素直に受け取った。

「聖ちゃんにはその、今日はないんだけど、今度作ってくるからね！　聖ちゃんからもいっぱい料理教わったから！」

「ああ、わかった。楽しみにしてるよ」

　聖ちゃんは自分の子供を見守るような優しい笑みでそう言う。

　その笑みが可愛くて少し見み惚とれていると……聖ちゃんと目が合った。

「っ……」

　聖ちゃんはすぐに頬を赤くして、目線を逸らした。

　俺もさっきのことで少し気まずいが、あからさまに逸らされるのはちょっと寂しい。

　まあ、しょうがないか……。

　こうして、なんだかんだ色々とありながら、藤瀬の料理修業は終わった。




　その日の夜、俺は家で凛恵と一緒に夕飯を食べていた。

　いつも通り凛恵が作ってくれたもので、とても美味おいしい。

「うん、今日も美味しいな」

「……そ、よかった」

　最近は毎日言っているので少し言われ慣れて素っ気ない返しだが、ちょっと恥ずかしそうに目線を逸らす凛恵。

　そんな凛恵は、藤瀬からもらったお弁当を食べている。

「藤瀬の作った料理はどうなんだ？」

「うん、普通に美味しいよ。もともと何回か味見してるから、味自体は知ってたけどね」

「そうか、それならよかった。今日はありがとうな、凛恵。いきなり誘ったのにあそこまで手伝ってくれて」

「ううん、私も楽しかったから。歌織先輩も詩帆先輩も優しい人だったしね」

「仲良くなれたみたいでよかったよ」

　原作では東條院さんと凛恵が仲良くしている姿なんて全く見なかったから、会わせる前は少し不安だったが。

　凛恵が勇一に惚ほれていないだけでこうも原作と違う関係が築けるとは。

　これからも仲良くしてほしいな、凛恵が勇一のことを好きになったら終わるかもだけど。

　そのままいつも通り、無言で凛恵の美味しい料理を食べ終わった。

「ごちそうさま、美味うまかったよ」

「ん、食器は水につけといて」

「いや、俺が洗うよ。その弁当箱も洗って東條院さんに返さないとだしな」

「……じゃあ、一緒に洗う」

　お互いに皿洗いを譲らず、二人で洗うことになった。

　最近はいつもどちらが洗うかという感じになり、一緒に洗うか俺が一人で洗うかとなっている。

　凛恵一人に任せるということは絶対にしない。料理を作ってもらってるのに何もしないというわけにはいかないからな。

　今日は凛恵が一緒にやろうと言ってくれたから、一緒に皿洗いをする。

　と言っても特に喋しやべることがないから、いつも通り無言で普通に皿を洗う。

　俺が皿をスポンジで洗い、凛恵に渡して拭ふいてもらう。

　そんな作業を少し続けていたら、凛恵が喋りかけてきた。

「ねえ、お兄ちゃん……」

「ん、なんだ？」

「……聖さんと、したの？」

「えっ、何を？」

「……キス」

「……えっ？」

　洗っている皿を見ていた俺だが、その言葉で手が止まり隣にいる凛恵の方を向く。

　凛恵も皿を拭く手が止まり、少し恥ずかしそうに俺のことを見上げていた。

「だ、だから、聖さんと、キスしたの？」

「な、なんでいきなりそんなこと？」

「その、歌織先輩の家でお兄ちゃんと聖さんが隣の部屋に行った時に、詩帆先輩達とそんな話をしたから、気になって……」

　なんでそんな話をしていたのかわからないが……いや、藤瀬と東條院さんがいたら、そんな恋愛話をしてもおかしくはないか。

　というかまさか凛恵に直接聞かれるとは思わなかった。意外と凛恵もそういうのが気になるのか。

「その、内緒ってのはダメか？」

「……ううん、やっぱり言わなくてもいいよ。ちょっと気になっただけだし、言いづらいでしょ」

「そう、だな。その方が助かる」

　やはり妹の凛恵に聖ちゃんとどこまでいったか、など言うのは遠慮したい。

　凛恵もあまり聞きたくないはず……いや、今の質問をしてきたということは、聞きたくないということもないのか。

　それに……当時のことを思い出したら、俺は心臓が爆発してしまいそうだから、あまり思い出さないようにしている。

　ただ一つ言えるのは、死ぬほど幸せだということだ。







[image: エピローグ]

　東とう條じよう院いん家で詩し帆ほの料理修業をした日から二日経ち、月曜日。

　嶋しま田だ聖せいは、家を出て通学路を歩いていた。

　いつもの通学路、天気もよくてブレザーを着ていると少し暑いくらいだ。

　聖の家から学校までの道のり、ちょうど半分に差し掛かったあたりで聖は立ち止まる。

　そこで一度、聖は深呼吸をする。

「ふぅ……」

　久ひさ村むら司つかさと付き合ってから、そろそろ一ヶ月ほど経つ。

　付き合ってから毎週月曜日は一緒に登校しようということで、道中で待ち合わせをしている。

　もう何度か一緒に登校しているので少しは慣れたが、まだやはり緊張する。

　それに今日は……土曜日のあの日以降、初めて司と会う。

　土曜日のことを思い出すと、聖はいまだに恥ずかしくなって顔が熱くなってしまう。

（くっ、落ち着け……これから司に会うんだ、会う前からこんなんじゃ……）

　一度目を瞑つぶって深呼吸をする。

　これだけ意識してしまうのは、昨日詩帆と電話をしたからだ。

　詩帆との電話はこれまた急で、電話に出て詩帆の第一声が、

『久村くんとキスしたの!?』

　である。

　それを聞いた時は思わず自室で「なぁ!?」と叫んでしまった。

　どうやら聖と司が準備室に行った時に、東條院や凛り恵えとそんな話をしていたらしい。

　しかも三人が準備室に来た時、自分達がとても気まずい雰囲気になっていたから、キスをしたのだろうと判断したようだ。

『あの部屋に監視カメラがあったからそれを見たんだけど、角度的にしてるかどうか見えなくて、聖ちゃんに直接聞きたいの！』

『ちょっと待て、あの部屋、監視カメラあったのか!?』

『東條院さんの家だからね』

　その言葉で納得出来てしまうのがすごい。

　気づかなかったが、カメラの角度で見えなかったのはよかった。

　そんなことを考えていると……。

「聖ちゃん、おはよう」

「ひゃっ!?」

　突如話しかけられて、身体がビクッと反応してしまう。

　隣を見ると先程まで頭の中で思い浮かべていた相手、久村司がいた。

「大丈夫？」

「だ、大丈夫だ、おはよう、司」

　恥ずかしい声を聞かせてしまい、聖は誤魔化すように早口で喋る。

「きょ、今日は来るのが早かったな。それに凛恵はどうしたんだ？」

「凛恵は今日日直だったみたいで、朝出かける直前に気づいて。ギリギリの時間だったから凛恵一人で自転車に乗って先に行ったんだよね」

「そ、そうだったのか。意外とおっちょこちょいなんだな、凛恵は」

「土日を挟むとやっぱり忘れやすいよね、そういうのって」

　凛恵がいないということで、今日は二人きりで登校することが確定のようだ。

　今日は本当なら司と二人きりじゃなく、凛恵と一緒に登校したかった。

　もちろん二人きりが嫌というわけじゃなく……あの時のことを思い出して、上手く喋れる自信がないからだ。

　一瞬、二人の間に違和感のある沈黙が流れた。

「そ、そろそろ行くか。私達も学校に遅れてしまう」

「そうだね」

　司が普通に返事をしてきたことに、聖は少しだけムッとしてしまう。

（私だけ、その、意識しているみたいじゃないか……）

　聖はそう思ったが、さすがにそんな恥ずかしいことを口に出すわけにはいかない。

　二人はいつも通り、だけど少し違う通学路を歩き始めた。




　待ち合わせしている場所から五分間ほど歩いても、他の生徒と会うことはほとんどない。

　だから凛恵がいない時は、いつもこの五分間だけは手を繋つないで登校しているのだが……。

　今日はまだ、手を繋いでいない。

「今日の体育の授業ってなんだっけ？」

「確か、男子はバスケじゃなかったか？　女子は外でテニスとかだった気がするな」

「ああ、そうだったね。バスケってことはどうせ、勇ゆう一いちの独壇場だろうなぁ」

　会話自体はいつも通りなのだが、聖は少し違和感を覚える。

　いつも以上に司の方から話しかけてくる感じがする。

　手も繋がず、司の方からずっと話題を振っていた。

（もしかして、やはり司も先日のことを意識してくれているのか……？）

　いや、むしろ意識しない方がおかしいというべきか。

　先日の一件があってからはＲＩＮＥも最低限しかしていない。

　どちらもあの日のことについては今まで触れなかったのだ。

　司と喋りながらも、すぐ近くにある司の手をチラッと見る。

　初めて司と手を繋いだ時も、登校する時も。

　手を繋ぐ時は毎回、司の方からしてくれる。

　今日も司の方からしてくれるのを待っているのだが、このままだともうすぐ他の生徒がいるところまで来てしまう。

（……私からしたことないというのも、あれだしな。うん、恋人として対等になるには、私からしないというのもおかしいだろう）

　そんなことを心の中で呟つぶやきながら、聖は意を決して手を繋いだ。

「っ！　えっ……」

「……ふふっ、どうした？」

「い、いや、ちょっとビックリして」

「私から、その、手を繋ぐのは変か？」

「いや、変じゃないよ。むしろめちゃくちゃ嬉うれしい。あと俺の手が六本くらいあれば、その全てで繋ぎたいくらい」

「お前は蜘く蛛もにでもなるつもりか」

　司はいつもの感じで喋しやべるが、少し照れ臭そうにしているのがわかった。

　聖の方から手を繋いだだけでこれだけ嬉しそうにしてくれるのであれば、今後もしてみたいと思えてくる。

（まあ……私も、手を繋ぐのは嫌いじゃないしな）

　そんなことを思いながら口角を上げてしまう。

「……聖ちゃん、その、この前の土曜日のことなんだけど」

「っ！　な、なんだ……？」

　まさかいきなり土曜日のことを話されるとは思わず、ドキッとする。

　聖は恥ずかしくて顔を真っ赤にしながら、隣の司の顔を見上げたのだが……司は顔を赤くはしておらず、どこか心配そうにしている。

「その、あれについてなんだけど……嫌じゃなかった？」

「えっ？」

「ちょっとあれはいきなりすぎたし、ご褒美って言われたから思わず、その……」

「っ……」

　確かにあの時はいきなりそういう雰囲気になり、聖もすごく驚いた。

　頭を撫なでられるのが心地よく、身を任せるように司の方に身体を預けていて、目を開けて上を見たら顔がすごく近くて。

　そんなに近くで見たことがない司の顔は、意外と綺き麗れいでドキッとして。

　真っ直ぐに目を見られて、顔が近づいてきて……。

（っ！　お、思い出すな、私……！）

　一気にその時の情景を思い浮かべてしまい、顔がさらに真っ赤になる。

「だから、ごめん。さっきまでは聖ちゃんにもしかしたら嫌われたかもって思ってて、手を繋げなかったんだ」

「そ、そうだったのか」

「だから聖ちゃんから手を繋いできてくれて、本当に嬉しい」

　そう言って無邪気な笑みを見せる司に、聖は胸を高鳴らせる。

　やっぱり司もあの時のことを意識して、不安になったりしてくれていたのか。

　不安にさせてしまったのは、聖があの後恥ずかしくて顔も合わせられずに別れてしまったからだろう。

　申し訳なく思いながらもそれだけ一人で考えていてくれて、少し嬉しく思ってしまう。

「そんなことで司を嫌いになるわけがないだろう。私は、その……好きで、司と付き合ってるのだから」

　そんな恥ずかしいことを朝から言うのに躊躇ためらいもあったが、司を不安にさせたのは自分だから責任を取って気持ちをしっかり言葉にした。

「聖ちゃん……ありがとう、俺も聖ちゃんのこと大好きだ」

「っ……あ、ありがとう」

　司からの言葉も、聖は恥ずかしがりながらも受け止めた。

　そのまま歩いていると周りに生徒が見えてきたから、繋いだ手を離さないといけない。

「聖ちゃん、そろそろ」

「ああ、そうだな」

　手を離すところで、聖は先程の司の発言で気になったところについて、言っておきたいことがあった。

「司……あの時のことを話した時、嫌じゃなかったか、と聞いてきたな」

「えっ……う、うん、そうだね」

　なぜまたその話をするのか、というような反応を見せる司。

　だが一つだけ、聖は言いたいことがある。

　とても恥ずかしいことだ。

　だから周りを見て人がいないことを確かめて。

　司の耳元に近づいて、小さな声で言う。




「私はあの時のことを思い出して……幸せな気持ちでいっぱいだったぞ」




　すぐに顔を離して距離を取る。

　司は何を言われたのか一瞬わからなかったようだが、意味を理解した瞬間に顔を真っ赤に染め始めた。

「えっ、な、えっ……!?」

「い、意味はわかるな！　ほら、学校に遅れるから、早く行くぞ！」

　惚ほうける司は立ち止まっていて、急がせるように手を繋ごうとして手を伸ばしかけたが、他の生徒がいる場所だから、それをやめる。

　小走りをするように司の前に出て、振り返る。

「ほら行くぞ、司」

「……ふふっ、敵わないなぁ、聖ちゃんには。一生敵う気がしないよ」

　そんな言葉を呟きながら、司が聖の隣に立って歩き始める。

「俺も……めちゃくちゃ幸せだったよ。あの時も、今も」

「っ……そうか、私もだ」

　お互いに顔が赤くなってしまったので、少し立ち止まってから通学路を歩き始めた二人だった。
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　それともう一つ、司がそれに対して嬉うれしいと思いながらも、聖の気持ちを大事にして対処法を考えるというシーンも、個人的には大事なところです。

　自分が他作品とか読んでいる時にヒロインが嫉妬するシーンはよく出てくるのですが、それに対して主人公が「嫉妬してくれたんだ、嬉しい」と言って終わり……みたいな感じが多い気がしていました。
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　嫉妬されるのは嬉しいけど、それを放置していたら不安が募って不仲になりますからね。




　本作はコミカライズも決まっており、すでに動き出しております。聖の可愛くてカッコいい姿が実際に漫画で動くのを見るのが、自分もとても楽しみです。

　本作はまだまだ描きたい場面が多いです。
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